
 

 

 

報告資料２ 

令和５年度昭島市立学校学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価の 

結果について 

 

１ 目的 

  ・各学校が、自らの教育活動その他の学校運営について、目指すべき目標を設定し、

その達成状況や達成に向けた取組の適切さ等について評価することにより、学校と

して組織的・継続的に改善を図ること。 

・各学校が、自己評価及び学校関係者評価の実施とその結果の説明・公表により、保

護者、地域住民から自らの教育活動その他の学校運営に対する理解と参画を得て、

信頼される開かれた学校づくりを進めること。 

・教育委員会が、学校評価の結果に応じて、学校に対する支援や条件整備等の必要な

措置を講じることにより、教育の質を保証し、その向上を図ること。 

 

２ スケジュール 

４月 学校経営重点計画（教育推進計画）の作成・公表 

  ７月～９月 自己評価（中間）の実施、学校評議員への報告 

１１月 児童･生徒、保護者アンケートの実施 

 １２月～１月 自己評価（年度末）の実施 

２月～３月 学校関係者評価の実施 

   ３月 指導課への評価結果の提出 

 

３ 各学校の評価結果 

   別紙による 

 

４ 評価結果を受けて 

  ・取組指標と成果指標は同じ評価であった学校が全体の55％であった。取組指標が成

果指標より上回る学校が17％であり、取組指標が成果指標より下回る学校が28％で

あった。 

・コロナ禍前の教育活動に戻り、食育に関する取組や話合い活動、異学年交流や小中

連携などにおいて、各校工夫しながらの取組がみられた。 

・学校関係者評価では概ね肯定的な評価をいただいているが、各学校で取り組むべき

課題について貴重なご意見をいただいた。 

・年度末評価の結果を今年度の教育課程に活かすとともに学校経営重点計画（教育推

進計画）の立案を行う。 



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の児童が授業が分かると回答

3 3項目は取り組むことができた 3 ８０％～９０％未満の児童が授業が分かると回答

2 2項目は取り組むことができた 2 7０％～80％未満の児童が授業が分かると回答

1 1項目は取り組むことができた 1 7０％未満の児童が授業が分かると回答

4 4項目全て取り組むことができた 4 95%以上の児童が１～２時間以上の読書をしていると回答

3 3項目は取り組むことができた 3 85％～90%未満の児童が１～２時間以上の読書をしていると回答

2 2項目は取り組むことができた 2 80％～85%未満の児童が１～２時間以上の読書をしていると回答

1 1項目は取り組むことができた 1 80%未満の児童が１～２時間以上の読書をしていると回答

4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の児童が授業にすすんで取り組んでいると回答

3 3項目は取り組むことができた 3 80％～90％未満の児童が授業にすすんで取り組んでいると回答

2 2項目は取り組むことができた 2 70％～80％未満の児童が授業にすすんで取り組んでいると回答

1 1項目は取り組むことができた 1 7０％未満の児童が授業にすすんで取り組んでいると回答

4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の児童が自分や友達を大切にしていると回答

3 3項目は取り組むことができた 3 85%～90％未満の児童が自分や友達を大切にしていると回答

2 2項目は取り組むことができた 2 80～85%未満の児童が自分や友達を大切にしていると回答

1 1項目は取り組むことができた 1 80%未満の児童が自分や友達を大切にしていると回答

4 アンケート実施後の個別対応100% 4 不登校（傾向を含む）人数0人
3 アンケート実施後の個別対応95% 3 1人
2 アンケート実施後の個別対応90% 2 2人
1 アンケート実施後の個別対応85% 1 3人
4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の児童が学校が楽しいと回答

3 3項目は取り組むことができた 3 80％～90％未満の児童が学校が楽しいと回答

2 2項目は取り組むことができた 2 70％～80％未満の児童が学校が楽しいと回答

1 1項目は取り組むことができた 1 7０％未満の児童が学校が楽しいと回答

4 毎週子供たちと一緒に遊ぶ時間の確保3回以上 4 90%以上の児童が遊んだり体を動かしたりすると回答

3 2回 3 80％～90％未満の児童が遊んだり体を動かしたりすると回答

2 1回 2 70％～80％未満の児童が遊んだり体を動かしたりすると回答

1 0回 1 7０％未満の児童が遊んだり体を動かしたりすると回答

4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の家庭が体力向上に満足と回答

3 3項目は取り組むことができた 3 80％～90％未満の家庭が体力向上に満足と回答

2 2項目は取り組むことができた 2 70％～80％未満の家庭が体力向上に満足と回答

1 1項目は取り組むことができた 1 7０％未満の家庭が体力向上に満足と回答

4 年間で食育に関する授業の実施3回以上 4 年間の残菜率７%
3 2回 3 年間の残采率８%
2 1回 2 年間の残菜率９%
1 0回 1 年間の残菜率10%
4 4項目全て取り組むことができた 4 ＱＵの結果で各学級の要支援群０人

3 3項目は取り組むことができた 3 1人

2 2項目は取り組むことができた 2 2人

1 1項目は取り組むことができた 1 3人
4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の児童が得意・ものを考えると回答

3 3項目は取り組むことができた 3 80％～90％未満の児童が得意・ものを考えると回答

2 2項目は取り組むことができた 2 70％～80％未満の児童が得意・ものを考えると回答

1 1項目は取り組むことができた 1 7０％未満の児童が得意・ものを考えると回答

4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の児童が将来について考えると回答

3 3項目は取り組むことができた 3 80％～90％未満の児童が将来について考えると回答

2 2項目は取り組むことができた 2 70％～80％未満の児童が将来について考えると回答

1 1項目は取り組むことができた 1 7０％未満の児童が将来について考えると回答

令和５年度 昭島市立東小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

　人権尊重の精神を
基調として心身ともに
健康な児童の育成を
目指し、自他の大切さ
を認め、人権課題に
ついて学び、権利と義
務、自由と責任につい
ての認識を深める。ま
た、児童が未来を生き
ていく力の育成

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

　学ぶ楽しさを実感で
きる授業改善の推進
　日常の指導の充実

　基礎的・基本的な学
習内容の確実な定着

○指導と評価の一体化した授業
○タブレット端末を活用した授業実践
○学力調査の結果の分析及び授業
改善推進プランの作成・実行
○朝学習、家庭学習の充実

3.5

学校教育目標
　◎よく考える子
　○思いやりのある子
　○健康で明るい子

ビジョン

○子供たちが、安全・安心に楽しく過ごせる学校　○家庭・地域と共にある学校　○子供たちが、学ぶ喜びを実感できる学校

○自ら考え、主体的に学ぶ子供　○互いを尊重し、思いやりのある言動をとることができる子供　○心身ともに健康で、活力のある子供

○人権感覚を磨き、子供を大切にする教師　○常に向上心をもち、指導力向上に努める教師　○公務員としての自覚をもち、信頼される教師

4

〇指導と評価の一体化を意識した指導を行った。
〇タブレット端末を活用して学習の振り返りやまとめを行っ
た。
〇「分かる・できる」を実感できるように導入・振り返りの充
実を図った。

〇先生方の指導が意識化され充実
している。
〇昨年度よりもタブレット端末を利
用した授業が多く見られた。

A

〇学校全体での計画的な朝学習の実施
〇家庭学習の充実に向けての児童・保護者への啓発方法の
工夫
〇タブレット端末の更なる活用に向けて今年度の実践の伝達
〇個に応じた学習支援の工夫

　読書に関する指導や
読書の習慣化への取
組を日常化した読書
活動の充実

○朝読書の質の向上
○読書月間の取組の充実
○図書支援員の有効活用
○定期的な意識調査の実施

2.8 1
〇朝読書や図書の時間を使って読書に取り
組んだ。
〇定期的な意識調査ができなかった。

〇読書へ主体的に取り組むには、習慣化が大切な
ので頑張ってほしい。
〇環境整備（廊下等への一覧の掲示等）がもっとあ
るとよい。
〇読書活動に対して積極的な努力が見られる。

C

〇本の紹介や読み聞かせの時間の確保
〇授業と関連のある本の教室への配置や並行読書の
実施
〇意欲を向上させるような読書カードの工夫

　多様性に応じた指
導、インクルーシブ教
育の推進

○校内委員会の充実
○大空教員との共同実践
○ユニバーサルデザインを
意識した環境づくり
○障害理解の推進（研修）

3.4 4

〇校内委員会で情報共有・共通理解を図り組織で対応した。
〇特別支援教室と連携して対応した。
〇焦点化・構造化した授業づくりを心掛けた。
〇ユニバーサルデザインを意識した授業・環境づくりに努めた。

〇校内委員会の充実が感じられる。
〇教室のユニバーサルデザインの視点
から黒板の左側に「今日の予定」がある
のは、気が散る。

A

〇障害理解教育の全学年での実施
〇障害理解の研修への参加
〇全校での共通したユニバーサルデザインを
意識した環境整備

豊
か
な
心

　自然体験活動や福
祉体験、勤労体験活
動等の豊かな体験の
場を設定し、人と関わ
り合いの中で、子供の
内面を育てる道徳的
な指導の実践

　道徳全体計画、年間
計画の見直しと「特別
の教科 道徳」の授業
改善と充実

○教職員同士による授業参観
○道徳的価値や内容項目を明確に
し、児童の変容を見取る
○年間指導計画の確実な実施
○全教育活動を通じた道徳教育の実
施

3.0 4

〇道徳的価値や内容項目を意識した振り返りをし
ている。
〇授業の参観を十分にすることができなかった。
〇年間指導計画に基づき授業を実施した。

〇年間指導計画に基づいた授業の
充実が感じられた。
〇児童の変容をどのように見取って
いるのかが知りたい。

A

B

〇縦割り班活動が毎週行われたことで異学年との
交流が活発になった。
〇縦割り班活動の前後に活動の意義を考えさせた
り、振り返らせたりした。

〇児童の自己有用感を育むために今後も継続
してほしい。
〇縦割り活動が活発なのはよい取組だと思う。
〇異学年で挨拶する様子が多く見られるように
なった。

〇道徳教育推進教師を中心に全学年で
の全体・年間計画の見直し
〇教職員同士による計画的な授業参観の
実施

　いじめの未然防止と
早期発見、早期対応
を推進し、安全で安心
な学校の実現

○毎学期のアンケートを生
かし、スクールカウンセラー
や専門機関と連携し、いじ
め・不登校０の実現

3.9 3.3

〇スクールカウンセラー、家庭と連携し、丁寧な個別対応
を行った。
〇未然防止・早期発見と迅速な対応に努めた。
〇日々の児童の様子の変化を見逃さないように努めた。

〇不登校の人数の少なさから学
校の対応への努力が感じられ
る。

A

〇確実な保護者との情報共有と連携・協
力、丁寧な児童への支援の継続
〇関係機関との連携・協力を含んだ組織
的な対応

A
〇係活動でのクラス遊びの推進
〇運動集会・運動週間等での運動の幅が
広がるような取組の計画的な実施

　年間を通した体力向
上への取組（「元気
アップガイドブック」等
の活用）

○「元気アップガイドブック」の活用及
び「グッドモーニング６０分」への取組
○運動の特性を生かす体育授業改
善
○めあてが明確な学習の展開
○オリンピック・パラリンピック大会後の
レガシ―を生かした取組

2.6 1

〇児童が楽しんで取り組める授業を心掛けて行っている。
〇めあてを毎回提示し、ねらいを明確にして授業を行って
いる。
〇「元気アップガイドブック」を十分に活用できていない。

〇体力向上に向けての個人目標の設定が大
切だと思う。
〇折を見る度に外遊びを奨励する。
〇主体的に取り組ませる工夫が必要である。

B

輝
く
未
来

　一人一人のよさを生
かし、意欲とまとまりの
ある学級集団づくり

○学級満足度調査「Q-U」の結果を
有効に生かした児童理解
○学級満足度調査「Q-U」の結果を
有効に生かした学級づくり
○学級満足度調査「Q-U」の結果を
有効に生かした課題の把握・改善
○学級経営の振り返り・評価・改善

3.1 3

〇心理士からのフィードバックを生かし、適切
な支援を行った。
〇課題や実態の把握に生かすことができた。
〇児童理解の一助とすることができた。

〇意義ある学級づくりが行えてい
る。
〇児童理解は、大切なので十分
に生かしてほしい。

　食育の充実

○ランチルームの計画的
な有効活用
○栄養教諭や共同調理
場と連携した食育の推進

3.3 4

〇栄養教諭による食育の授業を各学年で実
施した。
〇ランチルーム使用時に栄養教諭による食育
の指導を行った。

〇残菜率７%は、素晴らしい。
〇残菜率の低さから食育の効果
がうかがえる。

　学級活動を中心に、
全教育活動における
キャリア教育の充実

○学校生活への適応
○仲間づくり、集団の結束
○自ら役割の自覚
○年間指導計画に応じた
キャリア教育の実践

3.5 3
〇学校生活のルールを適宜確認し、指導した。
〇学級活動の中でみんなが参加できる取組や全員
が楽しめる工夫について考える機会を設けた。

〇キャリヤ教育は小中学校9年間を見
通した計画をつくりたい。
〇学校生活のルールの適宜確認し、指
導することが定着には必要である。

健
や
か
な
体

　様々な運動を体験さ
せて、その特性に触れ
た運動技能を身に付
けさせる体力向上の実
践及び健康教育・食
育の推進

　学年や学級、異年齢
集団での遊びの奨励

○休み時間の外遊び
の奨励
○運動に親しみやす
い環境整備

2.9

B
〇３年間の特別活動の研究の成果を生か
した日常の指導での実践
〇児童の実態把握と児童との関係づくり

　保護者・地域と連携
し、様々な活動を通し
て、将来への希望をも
たせる

○地域人材を活用した取組の充
実
○家庭訪問・個人面談の実施
○専門機関との連携
○PTA活動への理解と協力

3.1 3

〇必要に応じて家庭への連絡を行い面談を実施した。
〇スクールカウンセラーや心理士との情報共有を行った。
〇地域人材を活用した取組ができなかった。
〇PTAの活動に協力・参加できなかった。

〇コロナが明けて地域行事とどう連携するか
が課題である。
〇地域人材の活用への取組を知りたい。
〇PTA、地域と学校行事との関わり方を工夫
して活発にしたい。

A

〇日々の様子が伝わるような保護者会の
内容の工夫
〇PTAの年間の活動予定の把握
〇地域人材の発掘と一覧の作成

〇「元気アップガイドブック」の授業や休み時間等での計
画的・継続的な活用
〇体力向上への保護者会・学年便り等での家庭への協
力依頼
〇運動委員会の活動による体力向上への取組の充実

A

〇保健等の授業と栄養教諭による食育の
授業を関連付け
〇日々の給食指導の充実
〇新しくなる調理場の見学の実施

B

〇結果の全体での共有と全校としての支
援方法の共通理解
〇次年度への効果的な支援方法等の確
実な引継ぎ

〇各学年で行った体験活動の一覧の作成
〇今年度の縦割り班活動の成果と課題の検証
した改善策の作成
〇学級活動等での異学年交流の実施

3

〇児童への外遊びへの声掛けを行った。
〇一緒に遊びコミュニケーションを取った。
〇他の対応等で一緒に遊ぶ機会があまりもてな
かった。

〇縦割り遊びを充実させ、活発化を
図ってはどうか。
〇児童の自己有用感を育むために
今後も継続してほしい。

　学校行事等を通して
異学年間の交流を深
め、豊かな人間性の育
成

○交流体験活動の実施
○実践的体験活動の実施
○栽培体験学習の実施
○縦割り活動の充実

3.3 4



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全教員が４項目全て取り組むことができた。 4 何を学習するのか理解している…８割以上

3 全教員が３項目全て取り組むことができた。 3 何を学習するのか理解している…７割以上

2 全教員が２項目全て取り組むことができた。 2 何を学習するのか理解している…６割以上

1 一部の教員が２項目以上には至らなかった。 1 何を学習するのか理解している児童が６割未満

4 全教員が４項目全て取り組むことができた。 4 友達と考えを共有することが楽しい…８割以上

3 全教員が３項目全て取り組むことができた。 3 友達と考えを共有することが楽しい…7割以上

2 全教員が２項目全て取り組むことができた。 2 友達と考えを共有することが楽しい…6割以上

1 一部の教員が２項目以上には至らなかった。 1 友達と考えを共有する楽しさを感じている児童が６割未満

4 全教員が４項目全て取り組むことができた。 4 楽しく学習でき、学習したことが分かる…８割以上

3 全教員が３項目全て取り組むことができた。 3 楽しく学習でき、学習したことが分かる…7割以上

2 全教員が２項目全て取り組むことができた。 2 楽しく学習でき、学習したことが分かる…6割以上

1 一部の教員が２項目以上には至らなかった。 1 楽しく学習でき、学習したことが分かる児童が６割未満

4 全教員が４項目全て取り組むことができた。 4 自分で決めた学習を進めることができる…8割以上

3 全教員が３項目全て取り組むことができた。 3 自分で決めた学習を進めることができる…7割以上

2 全教員が２項目全て取り組むことができた。 2 自分で決めた学習を進めることができる…6割以上

1 一部の教員が２項目以上には至らなかった。 1 自分で決めた学習を進めることができる児童が6割未満

4 全教員が４項目全て取り組むことができた。 4 学校で安心して学習・生活できている…８割以上

3 全教員が３項目全て取り組むことができた。 3 学校で安心して学習・生活できている…7割以上

2 全教員が２項目全て取り組むことができた。 2 学校で安心して学習・生活できている…6割以上

1 一部の教員が２項目以上には至らなかった。 1 学校で安心して学習・生活できている児童が６割未満

4 全教員が４項目全て取り組むことができた。 4 自分も相手も大切にしている…８割以上

3 全教員が３項目全て取り組むことができた。 3 自分も相手も大切にしている…7割以上

2 全教員が２項目全て取り組むことができた。 2 自分も相手も大切にしている…6割以上

1 一部の教員が２項目以上には至らなかった。 1 自分も相手も大切にしている児童が６割未満

4 全教員が４項目全て取り組むことができた。 4 みんなと一緒に活動することが楽しい…８割以上

3 全教員が３項目全て取り組むことができた。 3 みんなと一緒に活動することが楽しい…7割以上

2 全教員が２項目全て取り組むことができた。 2 みんなと一緒に活動することが楽しい…6割以上

1 一部の教員が２項目以上には至らなかった。 1 みんなと一緒の活動する楽しさを感じている児童が６割未満

4 全教員が４項目全て取り組むことができた。 4 体力が付いてきている実感…８割以上

3 全教員が３項目全て取り組むことができた。 3 体力が付いてきている実感…7割以上

2 全教員が２項目全て取り組むことができた。 2 体力が付いてきている実感…6割以上

1 一部の教員が２項目以上には至らなかった。 1 体力が付いてきている実感がある児童が６割未満

4 全教員が４項目全て取り組むことができた。 4 基本的生活習慣が身に付いている…８割以上

3 全教員が３項目全て取り組むことができた。 3 基本的生活習慣が身に付いている…7割以上

2 全教員が２項目全て取り組むことができた。 2 基本的生活習慣が身に付いている…6割以上

1 一部の教員が２項目以上には至らなかった。 1 基本的生活習慣が身に付いている児童が６割未満

4 全教員が前向きな言葉かけや心のもち方を指導した。 4 困ったときに前向きな気持ちをもてる…８割以上

3 ９割の教員が前向きな言葉かけや心のもち方を指導した。 3 困ったときに前向きな気持ちをもてる…7割以上

2 ８割の教員が前向きな言葉かけや心のもち方を指導した。 2 困ったときに前向きな気持ちをもてる…6割以上

1 ７割の教員が前向きな言葉かけや心のもち方を指導した。 1 困ったときに前向きな気持ちをもてる児童が６割未満

4 全教員が児童の活躍の場と、主体性を促す指導をした。 4 学校や学級で役に立っている…８割以上

3 ９割の教員が児童の活躍の場と、主体性を促す指導をした。 3 学校や学級で役に立っている…7割以上

2 ８割の教員が児童の活躍の場と、主体性を促す指導をした。 2 学校や学級で役に立っている…６割以上

1 ７割の教員が児童の活躍の場と、主体性を促す指導をした。 1 学校や学級で役に立っていると感じている児童が６割未満

4 全学級担任が４項目を意識した学級経営を行った。 4 クラスは楽しい…８割以上
3 ９割の学級担任が４項目を意識した学級経営を行った。 3 クラスは楽しい…7割以上
2 ８割の学級担任が４項目を意識した学級経営を行った。 2 クラスは楽しい…6割以上
1 ７割の学級担任が４項目を意識した学級経営を行った。 1 クラスが楽しいと感じている児童が６割未満

4 全教員が児童の変容を認め、児童に伝え価値づけた。 4 自分で決めて行動できる…８割以上

3 ９割の教員が児童の変容を認め、児童に伝え価値づけた。 3 自分で決めて行動できる…7割以上

2 ８割の教員が児童の変容を認め、児童に伝え価値づけた。 2 自分で決めて行動できる…6割以上

1 ７割の教員が児童の変容を認め、児童に伝え価値づけた。 1 自分で決めて行動できる児童が６割未満

単元や授業の中に、考えを
共有する場を設定し、「協
働的な学び」を推進する。

一人一人のことを考えた指
導の工夫から、振り返りの
時間を大切にし、次時につ
ながるようにさせる。

4

運動を楽しむ活動を増や
し、意識は向上しているが、
実質的な成果は表れてい
ない。

運動が苦手な子供たちに
対して丁寧な指導も必要だ
と思った。

A

授業づくりを工夫するととも
に、家庭とも連携し家庭学
習の充実も意識して取り組
む。

・SOSの出し方指導
・いじめ未然防止早期解決
・相談しやすい雰囲気
・個別の配慮・支援の充実

4 4

5・11月にQUに取り組み、2
回の研修によって学級の実
態を把握したことが、効果
的だった。

先生方の研修は大切です。
研修を深めることで、さらに
子供たちを理解し守ってほ
しい。

A

WEBQUを次年度は活用
し、児童の実態をより理解し
て、安心して学習できる環
境づくりに努めていく。

・教師のファシリテーション
・学び方の指導
・自己選択・決定の場
・自主学習の取組

3 3

授業づくりを工夫する意識
はしているが、発達段階に
合わせて取り組むことが課
題である。

学校の授業の改善だけで
なく、家庭学習の充実も必
要ではないかと感じている。
親の意識を高めたい。

児童の主体的に学校
や学級をよりよくしよう
とする力の育成。

・一人一人の活躍の場
・学級会活動の充実
・主体性を実感できる行事
・共成会議や実行委員会

4 4

児童が主体的に活動を工
夫したことにより、自己有用
感が高まり、一体感が生ま
れた。

小さいことでも成功体験は
将来への自信につなげられ
るので続けてほしい。

児童がすすんで考えて行
動できる機会を増やし、自
他ともに大切にする心を育
てていく。

他者とつながり、協働
する喜びの実感。

・やさしい言葉
・挨拶 ありがとう アイコンタクト

・異学年交流による成功体験

・児童集会活動の充実

3 4
たてわり活動や集会が増
え、他者とのつながりを意
識させることができた。

自分が嫌だったことなど、自
分の言葉でしっかり伝えら
れることがよいと思った。

互いに認め合い、自他
を尊重する人権感覚
の醸成。

・友達の良いところ探し
・感謝を伝え合う活動
・道徳授業の質の向上
・「コグトレ」認知機能強化

3 4

代表委員会を中心に挨拶
運動や優しい言葉かけ運
動を行い、自他を大切にし
ていた。

学校公開など参観して、子
供たちが素直で優しい様子
が伺えました。地域の活動
にも参加してほしい。

A

児童集会やたてわり活動の
内容を充実させ、他者との
つながりを感じさせ、協働す
る意識を高める。

運動する楽しさと体力
向上を実感できる授業
づくりと日常の運動推
進。

毎月の安全指導や避難訓
練を徹底し、保護者会等で
生活習慣に関しても呼びか
けていく。

しなやかで折れない心
（レジリエンス）の醸
成。

・命の教室
・ストレス対処法
・前向きの言葉かけ
・心のもち方指導

4 3

全教員の意識が向上し、実
践力が高まっている。少し
ずつ児童への働きかけが
変化してきた。

命の教室などの出前授業を
通して、子供たちに教えて
いくことは大切だと思った。

望ましい生活習慣と安
全な生活のための実
践的態度の育成。

・家庭と連携したGM６０分
・食育教育の充実
・安全指導の充実
・児童の危険回避能力向上

3 3
児童の危機回避能力は高
い。基本的生活習慣が課
題である。

保護者にも経験が少なく、
もっと地域と力を合わせて
フォローしていくことが大切
と思った。

A

命の教室などの出前授業を
通して、心のもち方を学び、
教員と児童ともに前向きな
言葉掛けを心がける。

令和５年度 昭島市立共成小学校　

取組指標 成果指標

「個別最適な学び」を
意識した授業改善。

・「指導の個別化」
・「学習の個性化」
・個に応じた指導
・特別支援の視点

3

学校教育目標
○ 助け合う子
◎ 考える子【重点目標】
○ きたえる子

ビジョン

○児童が、「学びがい」「協働意識」「心と体の元気」を感じる学校　○児童が、「なりたい自分」を目指せる学校

○すすんで学び、自分を高めようとする子ども　○自他を大切にし、共に伸びようとする子ども　○心と体に関心をもち、たくましく生きようとする子ども　○自分のよさを自覚し、自己決定ができる子ども

○温かな教育をする教師　○子どもを第一に考えて思考する教師　○共成小の教育に貢献する教師　○マネジメントできる教師

4

中間報告の際に、理解が不
十分であったことが、実践を
積み重ねることで成果に表
れた。

一人一人の学力に合わせ
た先生方の努力が分かる。

A

研修等を実施し、「個別最
適な学び」を意識して授業
改善を行い、授業力を向上
させる。

B

確
か
な
学
力

児童が主体的に学ぶ
学習者中心の授業改
善により、「個別最適な
学び」「協働的な学び」
の一体的な充実を図
る。

「協働的な学び」を意
識した授業改善。

学ぶことの楽しさと学
びの実感のある授業
づくり。

発達段階に応じた「自
律型学習者」を育てる
授業づくり。

豊
か
な
心

児童が自尊感情をも
ち、安心な環境の中
で、自他を大切にしな
がら協働できる学校を
創る。

全ての児童にとっての
「安心基地・居場所づ
くり」。

3

・体育講師の有効活用
・共成サーキットの取組
・運動遊びの充実
・元気アップガイドブック活用

3

B

A

・導入の工夫
・１時間１単元の見通し
・１時間１単元の学びの自覚

・スモールステップで評価

4 4
一人一人に課題意識をもた
せることで、学ぶ楽しさを実
感させることができた。

先生方が研修を通して、授
業を工夫している姿に感心
しました。これからも努力を
続けてほしい。

A

・考えを共有する場の設定
・児童同士の教え合いの場
・ＩＣＴの効果的活用
・多様な他者との関わり

4

ICTを効果的に活用するこ
とで、「協働的な学び」を意
識して様々な指導の工夫が
できた。

児童同士の教え合いはとて
も大事だと思った。発表の
場を多く設けさせてほしい。

A

学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

研修を通して、学んだことを
すぐに生かしていて素晴ら
しいと感じた。

A

授業の中で自己選択・自己
決定する場を設けることで、
児童がすすんで行動できる
ようにしていく。

健
や
か
な
体

児童が自分の「心と体
の元気」を感じながら、
体力向上と健康につ
いて考え実践する態
度を育む。

輝
く
未
来

多くの人と、かかわり合
い、学び合い、認め合
いのある温かな集団の
中で、児童が自己のよ
さを実感し、自己決定
しながら「なりたい自
分」を目指す学校を創
造する。

「なりたい自分」の実現
に向け、自己選択・自
己決定できる力の向
上。

・キャリアルバムの活用
・自己選択の場の設定
・スモールステップでの成
功体験の積み上げ

4 4

キャリアルバムを効果的に
活用することで、成長を振り
返り、自己決定する力が身
に付いてきた。

A

主体性を実感できる行事
で、実行委員一人一人の
活躍する場を設け、児童の
自己有用感を高めていく。

温かく、共感的な人間
関係に支えられた望ま
しい学級集団づくり。

・学級ルールの徹底
・安心して挑戦できる風土
・２回のQUの結果活用
・SSTやP・Aの活用

4 4

学級経営研修で学んだこと
をすぐに実践していくこと
で、学級の雰囲気が向上し
た。

「クラスは楽しい」の質問で、８
割以上の解答があったことは
日常的に学級経営がうまくいっ
ている証だと感じた。

A

QUの結果を活用した学級
経営研修を実施し、理解を
深めたうえで、学級を支え
ていけるようにする。

体力テストで児童の課題を
把握し、運動を楽しみなが
ら体力向上できるように指
導を工夫する。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 寺子屋…実施回数90%以上 4 学年×10分の家庭学習…90%以上
3 寺子屋…実施回数80%以上 3 学年×10分の家庭学習…80%以上
2 寺子屋…実施回数70%以上 2 学年×10分の家庭学習…70%以上
1 寺子屋…実施回数70%未満 1 学年×10分の家庭学習…70%未満
4 教科でのＩＣＴ活用…90%以上の授業 4 診断シート正答数半数未満…10%未満

3 教科でのＩＣＴ活用…80%以上の授業 3 診断シート正答数半数未満…20%未満

2 教科でのＩＣＴ活用…70%以上の授業 2 診断シート正答数半数未満…30%未満

1 教科でのＩＣＴ活用…70%未満の授業 1 診断シート正答数半数未満…30%以上

4 探求ノートの活用…年20回以上 4 主体的に課題解決…90%以上
3 探求ノートの活用…年10回以上 3 主体的に課題解決…80%以上
2 探求ノートの活用…年5回以上 2 主体的に課題解決…70%以上
1 探求ノートの活用…年5回未満 1 主体的に課題解決…70%未満
4 異学年活動…実施率90%以上 4 社会通念上のいじめ…0～5件
3 異学年活動…実施率80%以上 3 社会通念上のいじめ…6～15件
2 異学年活動…実施率70%以上 2 社会通念上のいじめ…16～30件
1 異学年活動…実施率70%未満 1 社会通念上のいじめ…31件以上
4 コグトレ…実施率90%以上 4 認知機能の向上…90%以上の児童
3 コグトレ…実施率80%以上 3 認知機能の向上…80%以上の児童
2 コグトレ…実施率70%以上 2 認知機能の向上…70%以上の児童
1 コグトレ…実施率70%未満 1 認知機能の向上…70%未満の児童
4 考え議論する道徳…実施率90%以上 4 自分事として考える…80%以上の児童

3 考え議論する道徳…実施率80%以上 3 自分事として考える…70%以上の児童

2 考え議論する道徳…実施率70%以上 2 自分事として考える…60%以上の児童

1 考え議論する道徳…実施率70%未満 1 自分事として考える…60%未満の児童

4 ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞの取組…90%以上の児童 4 病欠児童…１日の平均0～3人
3 ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞの取組…80%以上の児童 3 病欠児童…１日の平均4～7人
2 ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞの取組…70%以上の児童 2 病欠児童…１日の平均8～11人
1 ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞの取組…70%未満の児童 1 病欠児童…１日の平均12人以上
4 元気アップの取組…18項目以上 4 運動することが楽しい…90%以上の児童

3 元気アップの取組…14項目以上 3 運動することが楽しい…80%以上の児童

2 元気アップの取組…10項目以上 2 運動することが楽しい…70%以上の児童

1 元気アップの取組…10項目未満 1 運動することが楽しい…70%未満の児童

4 学級外の児童支援…90%以上の教員 4 大人に相談できる…90%以上の児童

3 学級外の児童支援…80%以上の教員 3 大人に相談できる…80%以上の児童

2 学級外の児童支援…70%以上の教員 2 大人に相談できる…70%以上の児童

1 学級外の児童支援…70%以上の未満 1 大人に相談できる…70%未満の児童

4 図書館機能を活用…全学級月4回以上 4 言語能力向上…80%以上の児童
3 図書館機能を活用…全学級月3回 3 言語能力向上…70%以上の児童
2 図書館機能を活用…全学級月2回 2 言語能力向上…60%以上の児童
1 図書館機能を活用…全学級月１回以下 1 言語能力向上…60%未満の児童
4 タブレットの活用…全学級週10回以上 4 論理的思考力向上…80%以上の児童

3 タブレットの活用…全学級週6～9回 3 論理的思考力向上…70%以上の児童

2 タブレットの活用…全学級週3～5回 2 論理的思考力向上…60%以上の児童

1 タブレットの活用…全学級週3回未満 1 論理的思考力向上…60%未満の児童

4 調べる学習コン指導…100%の学級 4 主体的に探究…80%以上の児童
3 調べる学習コン指導…90%以上の学級 3 主体的に探究…70%以上の児童
2 調べる学習コン指導…８０%以上の学級 2 主体的に探究…60%以上の児童
1 調べる学習コン指導…８０%未満の学級 1 主体的に探究…60%未満の児童

令和５年度 昭島市立富士見丘小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

未知の課題を思索し、
新たな価値観や行動
を生み出し、協働して
未来を創造する子の
育成

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

自ら学びに向かい、創
造力・表現力に富み、
正解のない課題に納
得解を導く子の育成

主体的に学びに向か
う力の涵養とともに、学
習習慣の確立

「学びのすすめ」「自主
学習ノート」「寺子屋」
の推進等、授業と家庭
学習との連携強化

4

学校教育目標

　○　よく考える子ども
　○　けんこうな子ども
　○　すすんで働く子ども
　◎　思いやりのある子ども

ビジョン

職員が組織的に協働して、児童が主体的に活動し、生涯学習の基礎を確実に身に付け、家庭・地域の信託に応える学校

未来の創り手として、自ら考え、創造力・表現力に富み、互いを尊重し人の為に尽くす、心身共に健康で活力に満ちた子供

児童･保護者･地域の願いを受け止め、熱い心と志を持ち、変革に臆することなく、使命と役割を遂行し、結果に責任を持つ教師

3
○推進プラン改善充実

●学びのすすめの実践

スマホが生活に入ってき
て学習習慣が身に付か
ない。

Ｂ

［自主学習ノート］を[学
びのすすめ]活用の核と
して、学習習慣を定着さ
せる。

生きて働く基礎的・基
本的な知識及び技能
の確実な習得

UDやICT、授業スタイ
ルやノートの統一、板
書や発問の工夫等、
効果的な学習指導

3 2
○タブレットの有効活用

●柔軟な教育課程編成

ふじみ寺子屋等の一層
の充実を今後もお願い
します。

A
[６０分授業]など、柔軟
な教育課程で分かりや
すい授業を展開する。

未知の課題に納得解
を導き、新たな価値を
創造する力の育成

「探求ノート」を活用し
た課題解決等、自ら考
え判断し表現する学
習と深い学びの重視

3 3
○学習意欲習慣の向上

●探究ノート有効活用

探究的な学習やＩＣＴ等
に積極的に取り組んで
います。

A
［探究ノート］を計画的に
活用し、学習成果を[学
習発表会]で表現する。

豊
か
な
心

認知機能を高め、自
分も他の人も尊重し、
敬意をもって大切にで
きる心豊かな子の育成

個性を生かし、相互の
信頼関係を深め、自
己有用感の醸成

「h-QU」の結果を生か
した児童集会や縦割り
班活動等、異年齢集
団の活動の推進

4 4
○穏やかな学校生活

●自己肯定感の向上

子供たちが毎日楽しそう
に学校に向かっていま
す。

A

A

ふれあい月間の「命の
授業」、QUの活用など、
豊かな関係性を醸成す
る。

認知機能を高め、自
他共に敬意をもって関
係する力の育成

「コグトレ」や学級活動
の工夫による認知機
能や感情統制、やり抜
く力等の重視

4 4
○対人スキルが向上

●ＱＵのさらなる活用

子供たちの交流や異学
年の活動の効果だと思
います。

A
[コグトレ]で社会性を育
てる認知-感情統制-対
人スキルを等育成する。

[考え議論する道徳]の
授業展開、[人権集会]
などで豊かな心を育成
する。

健
や
か
な
体

基本的な生活習慣を
身に付け、運動に親し
み、心身共に健康で
活力に満ちた子の育
成

新しい生活様式に基
づき、人の命を守る意
識と行動力の育成

「ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞ60分」
等、家庭との協働を強
化し、感染防止と新し
い生活様式の定着

4 3
○感染防止の徹底

●食育の計画的推進

欠席が少なく、学級閉
鎖がゼロというのは驚き
ました。

自他を大切にし、よく
生きる、内面に根ざし
た道徳性の涵養

問題解決的あるいは
体験を通した発問構
成の工夫、広い視野
で考え議論する道徳

4 4
○自他を認め合う意識

●人権感覚の向上

重大ないじめがない、不
登校がないのが何よりで
す。

A
[お弁当の日]を中心に、
家庭と連携して食育、健
康教育に努める。

基礎的な体力の向上
と生涯に渡り運動に親
しむ資質能力の向上

「元気ｱｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ」
を活用した運動習慣
につながる授業の工
夫、家庭との連携協力

3 3
○運動習慣が改善

●元気ＵＰ活用充実

放課後の校庭開放等、
環境を整えてほしい。

D

元気アップガイドブック
を活用した「元気アップ
タイム」を拡大・充実させ
る。

Ｃ

[家庭と連携した情報モ
ラル教育]など、適切に
対処できる力を育成す
る。

輝
く
未
来

言語能力とともに、未
知の課題に向き合い
思索する力の育成

学校図書館に学習・
情報センター機能をも
たせ、全教育課程で
言語活動を充実

3 4
○図書館の活用充実

●総合学習の単元開発

本をよく読む子が多い。
言葉の大切さも教えて
下さい。

様々な欲求やストレス
等に対して、適切に対
処できる力の醸成

自殺防止授業の他、
全学年で「ＳＯＳカー
ド」を活用した多様な
対処方法を推進

4 4
○ストレスゼロ学校生活

●不登校ゼロを目指す

折り合い、対応できる力
が身に付いてきている。

A
図書館活用で言語力を
鍛え、[読書感想文]や
[調べる学習]を深める。

情報活用能力ととも
に、新たな解を創造す
る力の醸成

１人１台の端末やオン
ラインの活用など、見
方・考え方を働かせな
がら思索する場の充
実

3 4
○探求ノート開発・活用

●自分の言葉で表現

今年度購入したMESH
プログラミングも面白そう
です。

A

[SDGｓ]を踏まえた見方・
考え方を働かせる[短作
文]などで、思索力を養
う。

多様な文化を尊重し、
世界の人々と協調し活
躍できる人材に育成

調べ学習コンクール参
加等、家庭や地域と連
携・協働した自己実現
への手立ての充実

3 3
○縦割り班活動の充実

●世界を見据えた教育

言葉が壁にならないよ
う、基礎学習に力を入れ
てください。

Ｂ

[SDGｓ]を踏まえた[思索
コン]などで、未知の課
題に対峙する力を育成
する。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全教員が「授業力自己診断」を実施した。 4 調査が前年比＋２ポイント以上
3 80％～100％未満の教員が「授業力自己診断」を実施した。 3 調査の正答率が前年比0～+２ポイント未満

2 70％～80％未満の教員が「授業力自己診断」を実施した。 2 調査の正答率が前年比0～ー４ポイント未満

1 70％未満の教員が「授業力自己診断」を実施した。 1 調査の正答率が前年比-４ポイント以上

4 全教員がアンケートを実施した。 4 90％以上の児童がタブレットを活用している。

3 80％～100％未満の教員がアンケートを実施した。 3 80%～90%未満の児童がタブレットを活用している。

2 70％～80％未満の教員がアンケートを実施した。 2 70%～80％未満の児童がタブレットを活用している。

1 70％未満の教員がアンケートを実施した。 1 70％未満の児童がタブレットを活用している。

4 各学級で図書室を月４回以上使用した。 4 90％以上の児童が週に1度以上図書室を利用している。

3 各学級で図書室を月３回以上使用した。 3 80%～90%未満の児童が週に1度以上図書室を利用している。

2 各学級で図書室を月２回以上使用した。 2 70%～80％未満の児童が週に1度以上図書室を利用している。

1 各学級で図書室を月１回以下使用した。 1 70％未満の児童が週に1度以上図書室を利用している。

4 全教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 4 80％以上の児童が自己肯定感があると感じている

3 80～100％の教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 3 70％以上の児童が自己肯定感があると感じている

2 ７０％から８０％未満の教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 2 60％以上の児童が自己肯定感があると感じている

1 ７０％未満の教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 1 自己肯定感があると感じている児童が60％以下だった

4 すべての教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 4 95%以上の児童が振り返りを書くことが出来た

3 70％～100%の教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 3 85％以上の児童が振り返りを書くことが出来た

2 40％～70%の教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 2 80％以上の児童が振り返りを書くことが出来た

1 40%未満の教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 1 振り返りを書くことが出来た児童が80％以下だった

4 全教員が学級活動計画を活用した指導を行った 4 学級生活満足群が50％以上
3 80％～１００％未満の教員が学級活動計画を活用した指導を行った 3 学級生活満足群が40％以上
2 ７０％～８０％未満の教員が学級活動計画を活用した指導を行った 2 学級生活満足群が30％以上
1 70％未満の教員が学級活動計画を活用した指導を行った 1 学級生活満足群が30％以下
4 全教員が計画を活用した指導を行った 4 調査結果が昨年比平均ポイントから＋２ポイント以上

3 80％～１００％未満の教員が計画を活用した指導を行った 3 調査結果が昨年比～+2ポイント
2 ７０％～８０％未満の教員が計画を活用した指導を行った 2 調査結果が昨年比-2ポイント以内
1 70％未満の教員が計画を活用した指導を行った 1 調査結果が昨年比-2ポイント以下
4 全教員が計画的な授業を実施した 4 90%以上の児童が目標を達成している

3 ８０％から１００％未満の教員が計画的な授業を実施した 3 80%～90%未満の児童が目標を達成している

2 ７０％から８０％の教員が計画的な授業を実施した 2 70%～80％未満の児童が目標を達成している

1 ７０％未満の教員が計画的な授業を実施した 1 70％未満の児童が目標を達成している

4 全教員が食育計画を活用した指導を行った 4 90%以上の児童が食育のめあてを達成している

3 80％～１００％未満の教員が食育計画を活用した指導を行った 3 80%～90%未満の児童が食育のめあてを達成している

2 ７０％～８０％未満の教員が食育計画を活用した指導を行った 2 70%～80％未満の児童が食育のめあてを達成している

1 70％未満の教員が食育計画を活用した指導を行った 1 70％未満の児童が食育のめあてを達成している

4 全教員が方策を実施した 4 90%以上の児童が安心して進級・進学できる

3 80％～１００％未満の教員が方策を実施した 3 80%～90%未満の児童が安心して進級・進学できる

2 ７０％～８０％未満の教員が方策を実施した 2 70%～80％未満の児童が安心して進級・進学できる

1 70％未満の教員が方策を実施した 1 70％未満の児童が安心して進級・進学できる

4 全学年の教員が交流体験を実施した 4 90%以上の児童が目標を達成している

3 80％～１００％未満の学年・教員が交流体験を実施した 3 80%～90%未満の児童が目標を達成している

2 ７０％～８０％未満の学年・教員が交流体験を実施した 2 70%～80％未満の児童が目標を達成している

1 70％未満の学年・教員が交流体験を実施した 1 70％未満の児童が目標を達成している

4 各行事の実施を受け、毎月ホームページを更新した 4 80%以上の保護者が教育活動への理解を示している。

3 各行事の実施を受け、学期に3回ホームページを更新した 3 50%以上の保護者が教育活動への理解を示している。

2 各行事の実施を受け、学期に２回ホームページを更新した 2 20%以上の保護者が教育活動への理解を示している。

1 各行事の実施を受け、学期に１回ホームページを更新した 1 20%未満の保護者が教育活動への理解を示している。

令和５年度 昭島市立武蔵野小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

○子どもたちが自立で
きる基礎を培う。また、
日本の伝統・文化の良
さを理解し郷土を愛す
る態度を育成する。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

○自ら学ぶ意欲や学
び方を身に付けさせ、
基礎的な知識及び技
能の定着を図る。

○授業力アドバイザー事業
のアドバイスを受け、教員一
人一人が自己点検を行いな
がら、個々の授業力の向上
を図る。

○各教員は、「授業力自己診
断」、児童には「授業アンケート」
を実施し、そのデータをもとに授
業力を向上させて学校独自の学
力調査を行う。

4

学校教育目標
○しっかり考える子（問題解決力）
○心やさしい子（人間関係形成力）
○つよく元気な子（体力・活力）

ビジョン

○児童にとって充実した学校　○保護者にとって信頼できる学校　○教職員にとって働きがいのある学校

○思考力・判断力・表現力を身に付けた子ども○感性あふれる豊かな心をもつ子ども　○すすんで心と体を鍛えることができる子ども

○ありのままの児童を受け止め、個性を発揮させる教師　○授業で勝負できる教師　○家庭・地域との相互理解を深め協働できる教師

2

東京都や全国の学力調査の結果
の分析と考察を共有し、授業改善
と学力向上につながる具体策を実
践することで、１月の学力調査では
目標達成を目指す。

学力向上に対して、校長を
中心に全校で様々な取組
をしていることが分かった。

A

様々な調査結果から、学習
指導の在り方を振り返るとと
もに、児童の実態について
次年度に引き継いでいく。

○ICTを活用した授業を充実
させ、児童の「情報活用能
力」の育成を図る。

○校内研究を充実させると
共に、学校独自のアンケート
を実施し、結果を分析して対
応策を講じる。

4 3

年度途中と年度末に結果を比
較できるように、低・中学年でも
２学期中にアンケートを実施
し、児童の実態を把握できるよ
うにした。

年２回のアンケートの実施はより正
確な児童の実態を把握できてよ
い。タブレットの活用については、
児童への指導と家庭への指導が必
要であると考える。

B

児童のICT技能は向上し
た。表現のツールとしての
活用方法について、さらに
指導を工夫していく。

〇読書活動の推進と言語能
力の育成に向け、学校司書
及びボランティアが連携し、
子供たちの読書活動の推進
を図る。

学校司書が中心となり、ボラ
ンティアや委員会の活動等
で連携を図り、子供たちの読
書活動の一層の推進を行
う。

3 1

図書主任が中心となり、図書館支
援員や担任と連携しながら、定期
的な図書室利用の習慣化を目指し
たが、週に１度以上利用する児童
は67％にとどまった。

多くの児童がスマホを持っている時
代によく図書室を利用していると感
じる。図書だよりや掲示物から図書
に親しめるような取組を工夫してい
ることが分かる。

B

図書主任が中心となり、図書館
支援員や担任、委員会担当と
連携しながら、定期的な図書
室利用の習慣化を目指す。

豊
か
な
心

○人権意識を高め、
自他ともに大切にする
態度を育成する。

○児童の自己肯定感を高
め、児童個々の良さを発揮
し、安心して生活できるように
する。

○年２回の家庭生活アン
ケートから児童の自己肯定
感を数値化し、個々の児童
応じた指導をする。

4 4

教員が児童の変化に気付くア
ンテナを高くもち、丁寧な言葉
掛けを行うことで、児童が安心
して生活できるように努めた。

教員の一言は、児童の一生を
左右することがある。丁寧な言
葉掛けは大事である。先生方
の日々の対応は丁寧だと感じ
る。

A

A

来年度も児童が安心して
生活できるような環境づくり
に努めていく。

〇道徳科を道徳教育の要の
時間と位置付け、教科横断
的な視点で各教科にて、計
画的・発展的に行うようにす
る。

〇教科横断的な視点で、年
間指導計画に位置付け、計
画的に指導し、道徳教育の
一層の充実を図る。

3 3

道徳授業地区公開講座前に、
道徳教育年間計画をもとに全
教員で他教科との関連につい
て確認する時間をもち、意識向
上を図った。

アンケートや日頃の関わ
り、個々の丁寧な対応によ
り、児童の人権感覚は育成
されている思う。

A

年度初めに、道徳教育年間計
画を周知することで、各教員が
各教科とのつながりを意識して
指導できるようにする。

次年度も年２回のQUを実
施し学級経営に生かしてい
く。また学級活動計画の更
なる充実に努めていく。

健
や
か
な
体

○健康への関心を深
め、基礎的な体力の
育成と向上を図る。

〇児童体力・運動能力、生
活運動習慣の向上に向け、
運動の習慣化を図り、体力
の向上を推進する。

〇低・中・高の系統性を意識
した年間指導計画の作成及
び体育的活動の充実を図
る。

3 2

体力向上部を中心に、年間指
導計画と年間を通じた全校の
体育的取組のよりよい改善を
図ったが、昨年度比－0.3ポイ
ントだった。

コロナ禍でのびのび運動でき
ることが困難な中で、前年比－
0.3ポイントはよい。引き続き、
体を動かすことの楽しさを伝え
てほしい。

○児童の自己有用感を高め
る活動を行う学級活動を実
践する。

○QU調査を年２回実施し、
学級の実態に応じた指導を
する。

3 4

特別活動部主任が、学級活動計
画に基づいて実施されているかど
うかチェックを行った。QUの結果分
析をもとに学級の実態に合った経
営を見直していく。

自己有用感を高める活動はと
ても大切だと感じる。点検・
チェック・改善・指導の繰り返し
により改革を行うことが大切で
あると感じる。

B

年間を通じた体育的活動
を充実させ、運動の習慣化
を図ることで、児童の体力
維持・向上を目指す。

○新しい生活様式の習慣化
を図り、健康・安全に留意で
きる児童の姿を目指す。

○生活指導・保健指導・学級
活動の充実を図り、計画的な
指導を行う。

3 4

生活指導部と養護教諭を中心
に、年間指導計画の確実な実
施を心掛けた。また、適宜、「マ
スクを外す」指導を行ってき
た。

マスクを外す指導より、マスク
の上手な使い方の指導の必要
性を感じる。社会情勢の変化
に対応した指導をお願いした
い。

B

養護教諭を中心として、計測
や学級活動を活用した保健指
導を充実させる。都・市の方針
に応じ、生活様式について柔
軟に対応していく。

B

市内の食材を使用した給
食の日やお弁当の日を中
心に、食育計画についてよ
り一層の充実を図る。

輝
く
未
来

○幼保・小中が連携し、児童
が安心して進級・進学できる
ようにする。

○入学時は「スタートカリキュ
ラム」を実施し、学年始めに
はなりたい自分を目指す
「キャリアルバム」を作成す
る。

3 3

特別活動部を中心にキャリア
ルバムの進行状況を管理し、
全校でそろえて実施できた。進
級・進学に関するアンケートは
２月実施予定である。

キャリアルバムの内容を定
期的に保護者と共有した
い。

○望ましい食習慣の形成を
促進する。

○学校給食やお弁当の日を
通して食の大切さを考えさせ
る。

3 3

２学期のお弁当の日の取組状況か
ら、児童の食育のめあてに対する
達成度が82％と分かった。栄養士
と食育担当を中心に、さらに充実を
図っていく。

食の大切さ、楽しさを指導
してほしい。お弁当の日を
中心に食育担当・栄養士
の活躍に期待する。

B

定期的にキャリアルバムを保護
者と共有する機会をもち、家庭
と連携して児童の成長を見守
る計画を作成する。

○教育活動を通して外部人
材と交流体験できるようにす
る。

○文化、スポーツ、高齢者、
地域工場・店舗での学びの
場を、各学年設定する。

4 4
全学年が文化やスポーツなど
について外部人材と交流体験
を行うことができた。

毎学期、多彩な文化・スポーツ
のイベントがあり児童も楽しん
でいる。今後は市内の様々な
国の人と接する機会をもってほ
しい。

A

地域・外部人材の活用に
ついて情報を集め、様々な
人と児童が交流できるよう
にする。

〇学校の取組を、保護者や
地域に向けて発信し、教育
活動への参画意識を高め
る。

〇学校ホームページや学校
だより等を通じて保護者や地
域に向けて児童の活動等を
発信する。

4 3

市のアンケート結果の教育活
動に関する項目の回答を計算
すると平均76.5％だった。体力
向上と将来や夢に関する項目
の理解向上を図る必要があ
る。

これまで以上にホームペー
ジやマチコミで教育活動を
発信してほしい。

B

情報を発信する大切さを共有
し、担当だけでなく各分掌の担
当者がホームページで情報を
発信できるようにする。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 教室の学習環境を整備した…９０%以上の教員 4 授業が分かりやすい…９５%以上の児童

3 教室の学習環境を整備した…８０%以上の教員 3 授業が分かりやすい…９０%以上の児童

2 教室の学習環境を整備した…７０%以上の教員 2 授業が分かりやすい…８０%以上の児童

1 教室の学習環境を整備した…７０%未満の教員 1 授業が分かりやすい…８０%未満の児童

4 ICT機器を学習に活用した…９０%以上の教員 4 タブレットを使うのは勉強の役に立っている。…９０％以上の児童

3 ICT機器を学習に活用した…８０%以上の教員 3 タブレットを使うのは勉強の役に立っている。…８０％以上の児童

2 ICT機器を学習に活用した…７０%以上の教員 2 タブレットを使うのは勉強の役に立っている。…７０％以上の児童

1 ICT機器を学習に活用した…７０%未満の教員 1 タブレットを使うのは勉強の役に立っている。…７０％未満の児童

4 児童相互の学び合い活動を実践…８０%以上の教員 4 話し合う時間や意見などを発表する時間に進んで参加している…９０％以上の児童

3 児童相互の学び合い活動を実践…７０%以上の教員 3 話し合う時間や意見などを発表する時間に進んで参加している…８０％以上の児童

2 児童相互の学び合い活動を実践…６０%以上の教員 2 話し合う時間や意見などを発表する時間に進んで参加している…７０％以上の児童

1 児童相互の学び合い活動を実践…６０%未満の教員 1 話し合う時間や意見などを発表する時間に進んで参加している…７０％未満の児童

4 お互いを認め合う道徳授業の実施…９５%以上の教員 4 思いやりの心をもって行動している…９５%以上の児童

3 お互いを認め合う道徳授業の実施…９０%以上の教員 3 思いやりの心をもって行動している…９０%以上の児童

2 お互いを認め合う道徳授業の実施…８０%以上の教員 2 思いやりの心をもって行動している…８０%以上の児童

1 お互いを認め合う道徳授業の実施…８０%未満の教員 1 思いやりの心をもって行動している…８０%未満の児童

4 学校いじめ対策基本方針に基づいた指導…９０%以上の教員 4 学校で安心して生活できている…９５%以上の児童

3 学校いじめ対策基本方針に基づいた指導…８０％以上の教員 3 学校で安心して生活できている…９０%以上の児童

2 学校いじめ対策基本方針に基づいた指導…７０%以上の教員 2 学校で安心して生活できている…８０%以上の児童

1 学校いじめ対策基本方針に基づいた指導…７０%未満の教員 1 学校で安心して生活できている…８０%未満の児童

4 異学年交流活動を含めた指導の実施…全教員 4 学校や学級の仲間と接している…９５%以上の児童

3 異学年交流活動を含めた指導の実施…９５％以上の教員 3 学校や学級の仲間と接している…９０%以上の児童

2 異学年交流活動を含めた指導の実施…９０％以上の教員 2 学校や学級の仲間と接している…８０%以上の児童

1 異学年交流活動を含めた指導の実施…９０％未満の教員 1 学校や学級の仲間と接している…８０%未満の児童

4 健康教育活動の実施…９０％以上の教員 4 安全・安心や健康についての知識を活かしている…９５％以上の児童

3 健康教育活動の実施…８０％以上の教員 3 安全・安心や健康についての知識を活かしている…９０％以上の児童

2 健康教育活動の実施…７０％以上の教員 2 安全・安心や健康についての知識を活かしている…８０％以上の児童

1 健康教育活動の実施…７０％未満の教員 1 安全・安心や健康についての知識を活かしている…８０％未満の児童

4 体力向上に関する指導を２０回以上実施…９０％以上の教員 4 体を動かしたり遊んだりしている…９５％以上の児童

3 体力向上に関する指導を２０回以上実施…８０％以上の教員 3 体を動かしたり遊んだりしている…９０％以上の児童

2 体力向上に関する指導を２０回以上実施…７０％以上の教員 2 体を動かしたり遊んだりしている…８０％以上の児童

1 体力向上に関する指導を２０回以上実施…７０％未満の教員 1 体を動かしたり遊んだりしている…８０％未満の児童

4 元気アップガイドブックの活用した取組を１０回以上実施…９０％以上の教員 4 食事や栄養についての知識を生かしている…９５％以上の児童

3 元気アップガイドブックの活用した取組を１０回以上実施…８０％以上の教員 3 食事や栄養についての知識を生かしている…９０％以上の児童

2 元気アップガイドブックの活用した取組を１０回以上実施…７０％以上の教員 2 食事や栄養についての知識を生かしている…８０％以上の児童

1 元気アップガイドブックの活用した取組を１０回以上実施…７０％未満の教員 1 食事や栄養についての知識を生かしている…８０％未満の児童

4 自分の得意なところを伸ばす指導の実施…９０%以上の教員 4 自分の得意なことは何かについて考える。…９５%以上の児童

3 自分の得意なところを伸ばす指導の実施…８０%以上の教員 3 自分の得意なことは何かについて考える。…９０%以上の児童

2 自分の得意なところを伸ばす指導の実施…７０%以上の教員 2 自分の得意なことは何かについて考える。…８０%以上の児童

1 自分の得意なところを伸ばす指導の実施…７０%未満の教員 1 自分の得意なことは何かについて考える。…８０%未満の児童

4 キャリア・パスポートの活用した指導の実施…９０％以上の教員 4 自分の将来について考えることがある…９５％以上の児童

3 キャリア・パスポートの活用した指導の実施…８０%以上の教員 3 自分の将来について考えることがある…９０％以上の児童

2 キャリア・パスポートの活用した指導の実施…７０%以上の教員 2 自分の将来について考えることがある…８０％以上の児童

1 キャリア・パスポートの活用した指導の実施…７０%未満の教員 1 自分の将来について考えることがある…８０％未満の児童

4 生活を振り返り、より良くしようとする指導の実施…９０%以上の教員 4 これまでの自分の生活を振り返り、より良くしようと思う・・・９５％以上の児童

3 生活を振り返り、より良くしようとする指導の実施…８０%以上の教員 3 これまでの自分の生活を振り返り、より良くしようと思う・・・９０％以上の児童

2 生活を振り返り、より良くしようとする指導の実施…７０%以上の教員 2 これまでの自分の生活を振り返り、より良くしようと思う・・・８０％以上の児童

1 生活を振り返り、より良くしようとする指導の実施…７０%未満の教員 1 これまでの自分の生活を振り返り、より良くしようと思う・・・８０％未満の児童

令和５年度 昭島市立玉川小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

　「みんなの役に立て
て楽しい」
自己有用感を感じる機
会を通して、自分には
良いところがあると感じ
る子供を育成するとと
もに、キャリア教育を推
進し、社会貢献力の育
成を図る。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

　「分かること・できるこ
とが楽しい」
基礎的・基本的な知識
及び技能を身に付け
させ、主体的に学びに
向かう力を育成する。

全ての児童への基礎・基
本の確実な定着を目指
し、分かりやすい指導を
工夫・改善する。

全ての児童に基礎・基本が
定着するよう、学習環境を整
備し、個に応じた指導方法を
工夫・改善する。

4

学校教育目標
◎精いっぱい学習する子
○人のためにつくす子
○すすんで体をきたえる子

ビジョン

・子供たちにとって学びがいのある学校　　・教職員にとって働きがいのある学校

・心身共に健康な児童　　・創造性に富んだ児童　　・人間として調和のとれた児童

・人権感覚が豊かな教師　　・創造性に富んだ教師　　・チームを意識した協調性のある教師　　・絶えず研究と修養に励む教師

4

余計なものを置かず、学習に
集中できる環境を整備してい
る。課題、まとめ、振り返りを明
確にした授業を行っている。

教員が熱心に指導している様
子が見られた。十分に達成さ
れている。

A

デジタル教科書、タブ
レット端末等を活用し、
「個別最適な学び」「協働
的な学び」を推進する。

「ICTスキルステップ表」を
基にし、タブレット端末を
はじめとしたICT機器を学
習に有効的に活用する。

4 4

意見や結果を共有するため
に、ＩＣＴを活用した。書画カメ
ラを有効活用している。一人１
台のタブレットを日常的に活用
している。

授業においてＩＣＴがよく活用さ
れている。校内研究でも活用
の研究をしていることが素晴ら
しい。

A

主体的・対話的で深い学び
を実現する授業を工夫し、自
らすすんで学習に取り組む
児童を育成する。

授業において、児童相互の
学び合い活動を取り入れ、
すすんで学習に取り組ませ
る授業を実践する。

4 3

考えの交流や話合い、自分の
思考を整理する時間を取って
いる。ペアワークやグループ
ワークを授業の中に取り入れ
た。

授業において児童が小グルー
プでよく話し合っている様子が
見られた。

A

豊
か
な
心

「みんなと仲良くできて
楽しい」
道徳教育の充実を図
り、人権尊重の精神を
醸成し、共に認め高め
合い、学校は楽しいと
実感できる児童の育
成を目指す。

道徳授業の質の向上を
図り、自分の考え方に気
付き、互いに認め合う児
童を育成する。

道徳授業を通して、一人
一人の良さを認め、互い
に必要とされる実感がも
てる学級経営を実践す
る。

3 3

他者の考えと比較しながら、
様々な考え方に触れさせてい
る。児童の考えを否定せずに
思ったことを言えるようにしてい
る。

道徳授業により思いやりの心が
育てられている。道徳授業地
区公開講座の授業でも児童が
よく考えていた。

A

B

縦割り班活動や委員会・クラブ
活動で異学年で活動できるよう
グループを作るときに工夫をし
ている。

異学年交流をすることはとても
良い。今後も継続していってほ
しい。

B

 一人一人が体力向上を
意識できる、体育学習の
充実を図る。

コオーディネーショント
レーニングを含む体力向
上へ向けて実践を体育
の授業で行う。

1 2

コオーディネーショントレーニン
グを指導し、様々な運動に適
応できるようにしている。期間を
決めて集中的に取り組んだ。

運動が好きになるような取組を
続けていってほしい。コオー
ディネーショントレーニングの
取組を取組指標として設定し
てはどうか。

B

いじめの未然防止と早期対
応を推進し、問題行動に素
早く気付き対応し、安心して
通える学校にする。

いじめ防止対策冊子の
活用し、学校いじめ対策
基本方針に基づいて児
童への指導を行う。

4 2

道徳等を通していじめは絶対
に許されないことを伝えてい
る。トラブルがあったときは早期
発見、早期解決に努めている。

児童・教職員共にいじめに対
する理解が深まっている。児童
の回答が改善されるように一層
努力していってほしい。

B

健康教育の充実を図るた
めにグッドモーニング６０
分の取組を年間を通して
行う。

4 3

グッドモーニング６０分に取り組
み、一日の生活の実態を把握
さ、健康の保持増進のための
方法を示している。

生活習慣の改善は大切です。
家庭も巻き込んだグッドモーニ
ング６０分をさらに進めるべき。

人や自然、文化との関わ
りを通して、本物と出会い
自尊感情や自己有用感
を高める。

縦割り班活動の充実を図
り、児童同士が実体験を
伴う交流を行う。

4 3

B

輝
く
未
来

自己有用感を感じる機会
を通して、自分には得意
なところがあると感じる児
童を育成する。

児童が自分自身を見つ
め、自分の得意なところ
を見付ける指導を行う。

4 2

自分の目標を考えさせ、自分
が頑張ったことを意識させてい
る。係活動で得意なことを生か
す場面をつくっている。

児童に目標をもたせ、個性を
伸ばす指導ができている。児
童にも自分の得意なことを意識
させたい。数値目標は再検
討。

自らの健康を適切に管理
するとともに改善能力を
培う。

元気アップガイドブックの
活用した取組を年間を通
して行う。

1 1

体力テスト期間に元気アップガイド
ブックの項目を児童にチェックさせ
た。定期的に活用し睡眠時間や食
事について学習し生活習慣の改善
をしている。

児童の健康を増進するため
に、元気アップガイドブックを
活用した取組を充実させるべ
き。数値目標は再検討。

B

キャリア教育を推進し、自
分の将来に対して考えさ
せる。

自身の成長や変容に気
付くことができるようにキャ
リア・パスポートの活用を
図る。

4 2

学期ごとにめあてを立て、それ
を振り返っている。キャリア・パ
スポートで自身の日常を振り返
らせている。

児童一人一人の将来を見据え
た指導がなされている。児童が
自身の将来を考える機会を増
やしてほしい。数値目標は再
検討。

健
や
か
な
体

「心も体も弾んで楽し
い」
からがだ計画的に体
力向上を推進し、心身
ともに健康な児童の育
成を目指す。

心身ともに健康で、自己
管理のできるたくましい児
童の育成を目指す。

学級での当番、係活動の他、
委員会活動、縦割り班活動等
で、目標・めあてをもたせ、自
己有用性を高める指導を行う。

高学年だけでなく、低学年
のうちから自分の目標、将
来の自分を考える機会を増
やす指導を検討する。

学級や委員会、クラブ活動等
で、児童が自ら企画したものを
PDCAサイクルで回し達成感を
味わえるように、教員が調整し
働きかける。

B

社会への適応性、社会
貢献力の育成を図る。

学級や学年、家庭や社会の
中での生活と、授業を関連さ
せ、適応性と社会貢献力を
養う指導を行う。

4 2

学級活動として取り組ませ、自
分自身の生活について振り返
りをしながら生活の改善に取り
組ませている。

児童に実体験をさせる取組を
増やし、将来に生かせる生きる
力を育んでいってほしい。数値
目標は再検討。

B

机回りの整理整頓の指導、
教室環境の整備、分かりや
すい授業展開を引き続き
行う。

デジタル環境を活用し、個別
最適な学び、協働的な学びを
実現し、更なる効果的な活用
を研究する。

主体的・対話的な深い学
びの実現のため、考察する
時間・意見や考えを交流す
る時間を確保する。

「考え・議論する道徳」の授
業の実現を目指し、互いの
考えを尊重しながら意見を
交流する授業を実践する。

いじめに関する知識力と実践力を高
めるために、生活指導夕会を活用して
研修を重ねていく。また、いじめ対策
委員会で未然防止や早期解決に向
けて、綿密な児童の情報と共通理解
を図っていく。

縦割り活動、１年生を迎える
会、６年生を送る会の他、「校
外学習」「芸術鑑賞教室」や
「英語村」等の本物と出会う体
験を充実させる。

Google フォームへの入力になり、全体の
傾向をつかみやすくなった。児童一人一
人の取組が見えづらくなっているので、よ
り良い方法を模索する。

体育学習の充実を図るのであれば、体つ
くり運動の研修や授業提案、ワークシート
の共有、他領域への展開が有効だが、校
内研究が必要。目標や方策を授業外に
絞る。

児童の実態や体力テストの結果を体育委
員会が話し合い、元気アップガイドを参考
に運動イベントを開催する。体力テストの
前後や結果返却後に、元気アップガイド
ブックに載っている運動を選択して取り組
む授業を行う。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全ての単元で実施した。 4 全学年の定着率が90％以上
3 4分の3以上の単元で実施した。 3 全学年の定着率が80％以上
2 2分の1以上の単元で実施した。 2 全学年の定着率が70％以上
1 2分の1未満の単元で実施した。 1 全学年の定着率が70％未満
4 全教科・領域で実施する。 4 学びが深まったと思える児童が80％以上

3 90％以上の教科・領域で実施する。 3 学びが深まったと思える児童が70％以上

2 80％以上の教科・領域で実施する。 2 学びが深まったと思える児童が60％以上

1 実施した教科・領域が80％未満である。 1 学びが深まったと思える児童が60％未満

4 全学級が取組を行っている。 4 思考力・判断力・表現力の向上が見られた児童が80％以上

3 11学級以上が取組を行っている。 3 思考力・判断力・表現力の向上が見られた児童が70％以上

2 9学級以上が取組を行っている。 2 思考力・判断力・表現力の向上が見られた児童が60％以上

1 取組を行っている学級が9学級未満である。 1 思考力・判断力・表現力の向上が見られた児童が60％未満

4 全学級が取組を行っている。 4 すすんで活動に取り組んだと思える児童が90％以上

3 11学級以上が取組を行っている。 3 すすんで活動に取り組んだと思える児童が80％以上

2 9学級以上が取組を行っている。 2 すすんで活動に取り組んだと思える児童が70％以上

1 取組を行っている学級が9学級未満である。 1 すすんで活動に取り組んだと思える児童が70％未満

4 全学級が道徳教育との関連を図っている。 4 障害者との共生を具体的に理解した児童が90％以上

3 全学級で事前指導、事後指導を行っている。 3 障害者との共生を具体的に理解した児童が80％以上

2 全学級で事前指導を行っている。 2 障害者との共生を具体的に理解した児童が70％以上

1 障害者理解の授業のみを行っている。 1 障害者との共生を具体的に理解した児童が70％未満

4 全学級が充実した取組を行っている。 4 すすんで活動に取り組んだと思える児童が90％以上

3 11学級以上が充実した取組を行っている。 3 すすんで活動に取り組んだと思える児童が80％以上

2 9学級以上が充実した取組を行っている。 2 すすんで活動に取り組んだと思える児童が70％以上

1 充実した取組を行っている学級が9学級未満である。 1 すすんで活動に取り組んだと思える児童が70％未満

4 全学級が充実した取組を行っている。 4 80％以上が「よく体を動かしている。」

3 11学級以上が充実した取組を行っている。 3 70％以上が「よく体を動かしている。」

2 9学級以上が充実取組を行っている。 2 60％以上が「よく体を動かしている。」

1 充実した取組を行っている学級が9学級未満である。 1 「よく体を動かしている。」児童が60％未満

4 全学級が充実した取組を行っている。 4 体力向上を果たしたと思える児童が90％以上

3 11学級以上が充実した取組を行っている。 3 体力向上を果たしたと思える児童が80％以上

2 9学級以上が充実取組を行っている。 2 体力向上を果たしたと思える児童が70％以上

1 充実した取組を行っている学級が9学級未満である。 1 体力向上を果たしたと思える児童が70％未満

4 全学級が取組を行っている。 4 すすんで取り組む児童・家庭が90％以上

3 11学級以上が取組を行っている。 3 すすんで取り組む児童・家庭が80％以上

2 9学級以上が取組を行っている。 2 すすんで取り組む児童・家庭が70％以上

1 取組を行っている学級が9学級未満である。 1 すすんで取り組む児童・家庭が70％未満

4 全学級が取組を行っている。 4 伝統文化や郷土への愛着を抱いた児童が90％以上

3 11学級以上が取組を行っている。 3 伝統文化や郷土への愛着を抱いた児童が80％以上

2 9学級以上が取組を行っている。 2 伝統文化や郷土への愛着を抱いた児童が70％以上

1 取組を行っている学級が9学級未満である。 1 伝統文化や郷土への愛着を抱いた児童が70％未満

4 全学級が充実した取組を行っている。 4 関係性を認識できたと思える児童が90％以上

3 11学級以上が充実した取組を行っている。 3 関係性を認識できたと思える児童が80％以上

2 9学級以上が充実取組を行っている。 2 関係性を認識できたと思える児童が70％以上

1 充実した取組を行っている学級が9学級未満である。 1 関係性を認識できたと思える児童が70％未満

4 全学級が参画を考えさせている。 4 90％以上が実践意欲を抱いた。
3 11学級以上が参画を考えさせている。 3 80％以上が実践意欲を抱いた。
2 9学級以上が参画を考えさせている。 2 70％以上が実践意欲を抱いた。
1 参画を考えさせた学級が9学級未満である。 1 実践意欲を抱いた児童が70％未満。

令和５年度 昭島市立中神小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

世界に目を向け、正解
のない問題に立ち向
かう力を育成する。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

課題解決的な学習
展開による探究的な
学びの充実を図る。

生活科・総合的な学習の
時間を中心にして、全て
の教科等で課題解決・問
題解決に取り組む。

教科で習得した力や
見方・考え方を発揮し
て主体的な学びを展
開する。

4

学校教育目標

◎よく考える子（すすんで学び考え、あきらめずに問題に取
り組む子ども）
○心豊かな子（やさしい心で、自分も他人も大切にする子
ども）
○たくましい子（すすんで体を鍛え、粘りつよく行動する子
ども）

ビジョン

○すべての子どもの良さ・可能性を伸ばし、自己肯定感を育てる学校

○自己肯定感をもって自己発揮でき、自分も他人も良さが分かり、大切にできる子ども　

○様々な教育課題に適切に対応し、持ち味・強みを生かしてチーム力を高めることができる教師集団

4

・校内研究での生活科・総合的
な学習の時間の取組を中心と
して、課題解決的な学習が創
意工夫の基、営まれてきた。

様々な地域行事に参加する児
童の姿からも「体験しながら覚
えていこう」とする児童の意欲
が感じられた。

Ａ

・本年度の成果を市教
委指定２年次発表に向
けて継続して行ってい
く。

すすんで取り組み、あ
きらめずに問題に取り
組む態度を養う。

基礎的な知識・技能の
習得を図りながら主体
的・対話的で深い学び
を図る。

4 4

・個別への配慮を通し、基礎的
な知識・技能の習得が進んで
いる。粘り強く問題に取り組む
姿勢を一層育てていく必要が
ある。

様々な児童がいる中で
大変であるが、引き続き
きめ細かに指導をしてほ
しい。

B

・振り返りの充実を継続して行
い、「何ができるようになった
か。」「次に何を生かすのか。」
を明確にさせていく。

思考力・判断力・表現
力の向上を図る。

対話・アウトプットによ
り、獲得した知識を活
用できるようにしてい
く。

4 4

・思考ツールや対話の形態
の工夫、目的意識を明確
にしたアウトプットなど、指
導の工夫・改善が図られ
た。

地域での仕事体験やインタ
ビューで、しっかりとコミュニ
ケーションをとれる姿が見られ
るようになった。

B

・現在進められているペ
アトーク、グループ学習
による学び合いを継続、
充実させていく。

豊
か
な
心

児童の自尊感情・自
己有用感の更なる向
上を図り、積極的に社
会に関われる人材を
育成する。

良い学校・学級を築こ
うとする能力や態度を
育む。

協力し合えて、みんな
の役に立てて楽しいと
思える特別活動を展
開する。

4 4

・プロジェクトの立ち上げや係
活動の工夫など、自己有用感
を醸成する取組が各学級で行
われている。

高学年が１年生と向き合
う姿が評価できる。今後
も継続してほしい。 Ａ

Ａ

・学級によってはポスターや校
内放送による広報が行われて
いる。折角の活動なので、更に
広報を展開していく。

多様性を認め、積極
的にかかわろうとする
心を醸成する。

道徳教育との関連を
図りながら障害者理解
を深める。

4 4

・年間計画に従って、外
部人材の力を借りて行
われている。

本校の伝統となっている
取組を今後も大切に
守っていってほしい。 B

・外部人材との打ち合わせをよ
り充実させ、道徳教育との関連
を図った事前指導を効果的に
行うことが必要である。

・聴き手からの感想を伝える取
組を通し、「良い聴き手」になる
ための意識が育ってきている
ので、継続する。そのための表
現も充実させる。

健
や
か
な
体

総合的な体力向上と
日常的な健康教育の
重視を図りながら、心
身ともに健康な子ども
を育てる教育を行う。

総合的な体力向上を
目指す。

体育的行事の計画的
実施による充実、体育
指導の工夫・改善を図
る。

4 4

・体育的行事委員会を中心とし
て、体力調査の結果を基にし
た重点課題とその対策が周知
された。

練習や競技に取り組む
児童の姿に力強さが感
じられるようになってき
た。

自己表現を充実させ、
他者と関わる力を育成
する。

MCや詩の暗唱朝会の
工夫や日常の授業で
「良い話し手・聴き手」
になる指導を行う。

4 4

・特に今年度は、事前指
導に力を入れ、充実し
た発表を行うことができ
た。

地域の皆様、各機関の方々
から、「以前より挨拶をしてく
れる児童が増え、気持ちがよ
い。」との声が上がっている。

B

・各学級が示された対策や運
動例を基に体力向上に取り組
み、その結果を再検証して改
善を更に進める。

困難を乗り越え、達成
を目指すたくましい心
を育む。

自己の体力や心の状
態を知り、向上させよう
とする習慣を育てる。

4 4

・マラソン記録会や縄跳
びの取組を通し、児童
の努力が見られるように
なってきている。

しっかりと練習して臨む
姿が低学年から高学年
まで見られるのが良い。
たくましさが感じられた。

Ａ

・取組の個人差が依然として存
在する。体力向上に全児童の
関心をもたせ、個人差の解消
に努めていく。

Ａ

・委員会や係活動、プロ
ジェクト活動において児童
による自発的な活動や働き
かけが行われるよう、指導
を行う。

輝
く
未
来

郷土昭島に対する愛
着や誇りを育てる。

地域の自然、伝統文
化及び技術などを積
極的に取り入れる。

4 4

・地域の産物、産業、祭りを知
り、体験する学習、伝統野菜の
栽培を通し、郷土に対する愛
着が深まってきている。

地域の行事、文化財に触れ
る活動を積極的に行っている
のは良い。地域を巻き込み、
今後も継続してほしい。

自分の身は自分で守
ることができる態度を
身に付けさせる。

保護者・地域の方々と
連携し、身の回りに潜
む危険回避や病気や
けがの予防を図る。

3 4

・病気の予防については、児
童によっては意識が見られる
が、危険回避については意識
の向上が必要である。

地域でも年末パトロールや
防災訓練に積極的に参加
してもらっていて、意識を
高めてもらっている。

Ａ

・この地域に豊富に存在する
学習財を存分に生かし、より充
実した「児童による社会参画」
を展開していく。

SDGsを「実社会・実生
活」を見る目としてとら
えられるようにする。

自立心・判断力・責任
感などの人間性や他
者及び自然環境との
関係性を認識させる。

4 3

・生活科・総合的な学習の時間
での取組を通し、自分たちの
行動とSDGsとの結び付きを意
識し、実践できるようになって
いる。

特にSDGsは、これからも
一層大切な取組であ
る。更なる深化、継続を
お願いしたい。

B

・これからの社会を見通し、
SDGsの先を目指した地域への
貢献を展開し、「取りこぼさな
い」から「参画し、改善する」取
組に発展させる。

地域の子どもは地域
で育てる基盤を築いて
いく。

あいさつ運動や地域の見
守り活動、ウイズユースの
活動を基に、自分なりの
参画を考えさせる。

4 3

・地域の見守り活動やあいさつ
運動、ウイズユースの活動を通
して、自分たちを守ってくださ
る人々の存在に気付ける児童
が増えてきた。

地域の行事ができるように
なり、積極的に参加しても
らっているが、その際の挨
拶もよくできている。

Ａ

・自分たちを支えていただいて
いる人々の思いにより深く触
れ、「自分たちもやってみた
い。」と思う児童を増やしてい
く。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 90％以上の教員が授業後の振り返りに取り組んだ。 4 授業力診断シートの平均が４月より０．４P以上高い。

3 85％以上の教員が授業後の振り返りに取り組んだ。 3 授業力診断シートの平均が４月より０．２P以上高い。

2 80％以上の教員が授業後の振り返りに取り組んだ。 2 授業力診断シートの平均が４月同様（誤差０．１P）

1 80％未満の教員が授業後の振り返りに取り組んだ。 1 授業力診断シートの平均が４月より０．２P以上低い。

4 8割以上の授業でICTを活用し、児童主体の個別最適な学習を実践した。 4 児童アンケート「タブレットが勉強の役に立っている」が90％以上肯定的

3 7割以上の授業でICTを活用し、児童主体の個別最適な学習を実践した。 3 児童アンケート「タブレットが勉強の役に立っている」が70％以上肯定的

2 6割以上の授業でICTを活用し、児童主体の個別最適な学習を実践した。 2 児童アンケート「タブレットが勉強の役に立っている」が50％以上肯定的

1 5割以上の授業でICTを活用し、児童主体の個別最適な学習を実践した。 1 児童アンケート「タブレットが勉強の役に立っている」が50％以上否定的

4 90％以上の教員が計画的に授業の評価に取り組んだ。 4 児童アンケート「学校の授業の内容がわかりやすい」が９５％以上

3 85％以上の教員が計画的に授業の評価に取り組んだ。 3 児童アンケート「学校の授業の内容がわかりやすい」が９０％以上

2 80％以上の教員が計画的に授業の評価に取り組んだ。 2 児童アンケート「学校の授業の内容がわかりやすい」が８５％以上

1 70％以上の教員が計画的に授業の評価に取り組んだ。 1 児童アンケート「学校の授業の内容がわかりやすい」が７0％未満

4 全教職員が日常的に指導した。 4 児童アンケート「自分から挨拶」が80％以上

3 90％以上の教員が日常的に指導した。 3 児童アンケート「自分から挨拶」が70％以上

2 80％以上の教員が日常的に指導した。 2 児童アンケート「自分から挨拶」が６0％以上

1 80％未満の教員が日常的に指導した。 1 児童アンケート「自分から挨拶」が６0％未満

4 90％以上の教員が授業後の振り返りと改善に取り組んだ。 4 児童アンケート「自分や友達を大切にしている」が95％以上

3 85％以上の教員が授業後の振り返りと改善に取り組んだ。 3 児童アンケート「自分や友達を大切にしている」が90％以上

2 80％以上の教員が授業後の振り返りと改善に取り組んだ。 2 児童アンケート「自分や友達を大切にしている」が80％以上

1 80％未満の教員が授業後の振り返りと改善に取り組んだ。 1 児童アンケート「自分や友達を大切にしている」が80％未満

4 全教員が3回以上「いじめに関する授業を行った。 4 児童アンケート「いじめは許さないこと」が95％以上

3 90％が3回以上「いじめに関する授業を行った。 3 児童アンケート「いじめは許さないこと」が90％以上

2 80％が3回以上「いじめに関する授業を行った。 2 児童アンケート「いじめは許さないこと」が85％以上

1 80％未満が3回以上「いじめに関する授業を行った。 1 児童アンケート「いじめは許さないこと」が85％未満

4 全校児童が参加した。 4 体力テストの結果で４学年以上が敏捷性で市平均以上

3 90％以上の児童が参加した。 3 体力テストの結果で３学年以上が敏捷性で市平均以上

2 80％以上の児童が参加した。 2 体力テストの結果で２学年以上が敏捷性で市平均以上

1 70％以上の児童が参加した。 1 体力テストの結果で２学年未満が敏捷性で市平均以上

4 全学級で記録と振り返りを行った。 4 児童アンケート「健康について学び理解している」８０％以上

3 90％以上の学級で記録と振り返りを行った。 3 児童アンケート「健康について学び理解している」７０％以上

2 80％以上の学級で記録と振り返りを行った。 2 児童アンケート「健康について学び理解している」６０％以上

1 70％以上の学級で記録と振り返りを行った。 1 児童アンケート「健康について学び理解している」６０％未満

4 全教員が日常的に指導を行った。 4 児童アンケート「学校で学んだ安全の知識を生かす」が90％以上

3 90％以上の教員が日常的に指導した。 3 児童アンケート「学校で学んだ安全の知識を生かす」が85％以上

2 80％以上の教員が日常的に指導した。 2 児童アンケート「学校で学んだ安全の知識を生かす」が80％以上

1 80％未満の教員が日常的に指導した。 1 児童アンケート「学校で学んだ安全の知識を生かす」が80％未満

4 全教員が話合い活動を充実させた。 4 児童アンケート「話し合う時間にすすんで参加している」が95％以上

3 90％以上の教員が話合い活動を充実させた。 3 児童アンケート「話し合う時間にすすんで参加している」が90％以上

2 80％以上の教員が話合い活動を充実させた。 2 児童アンケート「話し合う時間にすすんで参加している」が80％以上

1 70％以上の教員が話合い活動を充実させた。 1 児童アンケート「話し合う時間にすすんで参加している」が80％未満

4 90％以上の児童が楽しく参加した。 4 児童アンケート「行事の満足度」が90％以上

3 80％以上の児童が楽しく参加した。 3 児童アンケート「行事の満足度」が80％以上

2 70％以上の児童が楽しく参加した。 2 児童アンケート「行事の満足度」が70％以上

1 60％以上の児童が楽しく参加した。 1 児童アンケート「行事の満足度」が60％未満

4 全学年が体験的活動を実施した。 4 児童アンケート「学校の授業は分かりやすいですか。」が98％以上

3 ５つの学年が体験的活動を実施した。 3 児童アンケート「学校の授業は分かりやすいですか。」が95％以上

2 ４つの学年が体験的活動を実施した。 2 児童アンケート「学校の授業は分かりやすいですか。」が90％以上

1 ３つの学年が体験的活動を実施した。 1 児童アンケート「学校の授業は分かりやすいですか。」が90％未満

令和５年度 昭島市立つつじが丘小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

　人間関係調整力と自己有用感
をもち、積極的に他者と関わろう
とする児童の育成

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

　児童が各教科等の特質に応じ
た見方・考え方を働かせながら
行う、主体的・対話的な学びの
実現

　教員一人一人が課題意識をもって主
体的に取り組む校内研究を充実させ、
授業力の向上を図る。

　教員それぞれが抱える課題について
年間３回の校内研究会を行い、小グ
ループで検証することで、より主体的
な授業改善を図る。

4

学校教育目標 だれもが笑顔になる学校 ビジョン

○楽しい学びの共同体

○自ら学び、表現する子　　○認め合い、協力して行動する子　　○すすんで体を整える子

○当事者意識をもって学校づくりを行う教師　　　○組織で考え、組織で動くことができる教師

4

　全ての教員がそれぞれに視点をもって
授業改善に取り組んだことで、多くの教員
が授業力の向上を実感した。それによっ
て、年度末の校内発表会では、たくさん
の成果を共有することができた。

　先生方が大変熱心に取り組んでいただ
いた成果がアンケートにも表れていると思
います。

A
　研究内容は変わるが、チームや分科会
ごとの学び合いの成果（実績）を生かし、
授業改善の流れについては持続可能な
形で継続していく。

　学ぶことの楽しさを実感させる授業を
積み重ね、主体的、対話的で深い学
びによる学力向上を推進する。

　GIGA端末やICTを利用した授業スタ
イルを確立し、児童自身に課題意識を
もたせて対話的な学びを進める。個別
最適な学習を展開していく。

3 3

　一人１台端末が定着し、児童が自分に
合ったツールを選択して学習する姿も現
れている。複数学級が同時にアクセスす
ることで、ネットにつながらなくなるなど、
ハード面での課題は引き続き大きい。

　「タブレット」と「紙と鉛筆」それぞれの良
さがあると考えるので、そのバランスを図り
ながら推進願いたい。またネットの基本的
なマナーや、危険性などについても教え
て欲しい。

B

　ネットワーク環境の現状について、市に
改善要望する。情報モラルに関して、「情
報モラル教育計画」を継続して推進し、タ
ブレット端末の一斉回収・配布、情報モラ
ル全校指導、タブレット端末一斉修理な
ど、保護者とも連携して進める。

　児童の学力を把握し、実態に即した
授業改善を行うことで、学力の向上を
図る。

　授業改善推進プランを活用したり、
単元ごとの３観点評価を計画的に行っ
たりすることで、指導と評価の一体化を
意識した授業を実践する。

4 3

　授業改善推進プランの作成を通して、
各学年で児童の学習状況に応じた授業
改善を計画・実施することができた。ま
た、そのことが児童の授業内容の理解に
つながっている。

　ＰＤＣＡサイクルにより更なる学力の向
上を期待します。 B

　児童の学習状況を日常の授業や学力
調査から把握する。把握した課題に応じ
た授業改善をPDCAサイクルに沿って
行っていくことをより一層浸透させていく。

　朝の入室時の出迎えや挨拶を継続し、
職員から率先して挨拶をするよう心がけ
る。また、児童会などの自発的な挨拶運
動の実施も引き続き行っていく。

　組織的な道徳教育の推進により、児
童一人一人が自らを振り返ることで、
道徳的な判断力、心情、実践意欲と態
度を育成する。

　道徳教育の全体計画や年間指導計
画を見直し、道徳推進教師を中心に、
道徳科の授業改善と道徳授業地区公
開講座の実施を計画する。

4 4

　ふれあい月間や道徳授業地区公開講
座の際には「いじめ」を取り上げた授業を
行い、道徳推進教師が研修の案内を
行った。また、年間計画どおりに各学年
が授業を行い、ワークシートに記録を残
すこととした。

　「いじめ」は学校だけで指導や解決でき
る問題でなく、保護者との密接な関係も
重要であり、その点では道徳授業地区公
開講座のような保護者と学校(先生)によ
る、学びや意見交換は大変有意義だった
と思う。

A

　いじめ対策委員会を毎月定例で実施
し、常に情報の共有を行い、組織で人権
教育の推進を継続する。また、学校生活
アンケートを年３回実施して、小さなサイ
ンを見逃さないように丁寧に対応する。

　ふれあい月間や道徳授業地区公開講
座で引き続き「いじめ」を取り上げる。道徳
教育推進教師を中心とした指導の充実な
ど、学校の取組を保護者や地域に発信し
ていく。

　自発的に挨拶をする態度を養い、挨
拶が自然に通い合う学級、学校をつく
る。

　年度内の学校生活目標に3度ほど挨
拶を取り上げたり、児童会を中心とした
挨拶運動に取組ませたりして、挨拶指
導の強化を図る。

4 4

　朝の入室時に児童を出迎えたり、挨拶
の声をかけたりすることができた。また、コ
ロナが5類になり、マスクをしないことが増
え、表情を見て声を掛け合うことが増え、
コミュニケーションの機会が増えた。

　タイムリー挨拶ができない大人も多い昨
今、児童は良く声を出していると思う。児
童も大人も継続して、挨拶運動を推進し
てください。

A

A

健
や
か
な
体

　自ら体を整え、健全な生活を
築こうとする児童の育成

　児童の実態に基づいた体力の課題
を分析し、全校的取組により体力向上
を目指す。

　昨年の体力調査の結果分析から、敏
捷性と投力（ボールを遠くへ投げる力）
に課題があることが分かった。敏捷性
の向上をテーマに元気アップガイド
ブックの運動内容を参考にして、元気
アップタイムを実施する。

4 3

　元気アップタイムや体育の授業を通して、積
極的に運動するようになった。しかし、運動能
力が学校全体として向上しているわけではな
い。学校の限られた時間だけでなく、多種多
様な運動を児童ができるように発信していく必
要性を感じている。

　放課後や休日に外で元気に遊ぶ児童
を見かけることが少ないと感じます。習い
事や室内でのゲーム遊びなどが原因と想
像します。コロナも一区切りついたので体
を使った遊びを督励してください。

　心の安全を保障する指導体制を確
立し、児童一人一人が安心して、過ご
すことができる学校にする。

　人権教育プログラムやいじめ総合計
画に基づいた組織的な取組により、必
要に応じていじめ対策委員会を開く。
また、年に３回以上「いじめに関する授
業」を実施する。

4 4

　毎学期、学校生活児童アンケートを行
い、気になることは全て担任が聞き取りを
詳細に行い対応した。また、ふれあい月
間にはいじめ総合対策の冊子を活用した
研修を行ったり、職員夕会での情報共有
を行った。

　アンケートや個別な聞き取りと、先生方
の情報共有により、問題が大きくなる前に
対応していただいていることが良い結果
につながっていると思います。

豊
か
な
心

　自分と共に他者を大切にする
態度や、社会の一員であるという
自覚と規範意識の育成

B

　元気アップタイムや体育の準備運動を
活用した様々な運動遊びを紹介したり実
施したりして、放課後の遊びにつなげて
いく。また、全体的な体力向上の取組を
意図的・計画的に実施する。

　基本的な生活習慣を定着させ、児童
の健康意識の向上と日常的な行動を
促す。

　元気アップガイドブックや保健便り、
給食便りを活用生活リズムカード（グッ
ドモーニング６０）に取り組み、児童が
自身の生活の振り返りを行う。

4 3

　生活リズムカードを年に３回実施し、児
童自身が生活の振り返りを行う機会をつ
くった。また、生活リズムカードの結果を
保健だよりで知らせた。課題になっている
点については、改善のヒントを保健だより
に掲載し児童が生活を見直せるようにし
た。

　「早寝・早起き・朝ごはん」を推奨してく
ださい。 B

　保健だよりや保健室前の掲示板を活用
し、児童に「早寝・早起き・朝ごはん」につ
いて推奨していく。また、グッドモーニング
60分と「早寝・早起き・朝ごはん」を連携さ
せた取組を検討する。

B

　防災講座を充実させるなど地域とのつ
ながりがもてる取組を検討していく。また、
ゲストティ－チャーを招いて実感がもてる
訓練を実施するなど、安全指導の内容を
検討する。

輝
く
未
来

　様々な集団活動に自主的・実践的に
取り組み、互いのよさや可能性を発揮
しながら自己実現を図ったり、より良い
人間関係を形成したりできるようにす
る。

　児童が自主的に活動できるように、
「特別活動　大人の１０の流儀」を意識
し、学級会を軸とした話合い活動を充
実させる。

4 3

　特別活動主任が中心となって、全学級
に学級会グッズを準備し、学級活動の進
め方に関する研修を行ったため、各クラス
で学級会が実施された。さらに、児童主
体で話合いが進むようにしていく。

　話し合いを進めるために学級会グッズ
の準備等、工夫し継続して実施したことに
より成果が出ている。特に初開催の「祭
り」は素晴らしかった。

　児童の危険予知能力を育成し、危険
を回避する能力を向上させる。

　安全教育プログラム等を活用した安
全指導を日常的に行う。また、事前に
十分指導した上で、予告なしの避難訓
練を毎月実施する。

4 2

　毎月予告なしの避難訓練や安全指導を
行っている。ただ、それが当たり前になり
すぎていて児童の中での実感がないと思
われる。安全指導についての体験や実感
が生まれる取組を模索することが課題で
ある。

　いざという時の避難や防災意識は日頃
の訓練や、繰り返しにより生まれると思わ
れる。児童にとってマンネリにならないよう
に、地域の防災訓練に参加など地域と連
携した取り組みも検討願いたい。

A
学校経営の基盤として学級活動を位置
付け、全ての学級で日常的に実施できる
ようにする。

　児童と教職員とが知恵を出し、工夫
した学校行事を生み出し、児童に達成
感や連帯感、自己有用感をもたせる。

　児童会や実行委員会活動を活性化
し、児童が主体的に取り組めるスポー
ツ及びアートフェスティバルの計画を
立て、実施する。

4 4

　実行委員会を中心に児童が話し合い、
行事をより良くする工夫を考え実施するこ
とで、行事の満足度が高くなった。各学
級での話合い活動をさらに充実させ、実
行委員の話合いもより活性化するように
計画していく。

　始めて開催された「祭り」は児童主体
で、それぞれ工夫されており、とても面白
い取組で良かった。

A

　学校行事だけではなく、委員会活動や
総合的な学習の時間と関連させて、学校
全体で「みんなが笑顔になる」ために、異
学年交流の視点を盛り込んだ企画を計
画・実行していく。

　体験的な学習を意図的に計画し、問
題の解決や探求活動に主体的、創造
的に取り組む態度を育て，自己の生き
方を考えさせる。

　生活科・総合的な学習の時間の年間
指導計画を見直し、ゲストティーチャー
や出前授業等、人とかかわる体験的活
動を計画的に実施する。

4 3

　単元計画に合わせて、外部人材を活用
した特別授業を実施し、児童の興味関心
を喚起することで児童の学びが深まっ
た。各学年で活用した外部人材を記録し
ておき、次年度に引き継ぐ。

　地域にはいろいろな知識や経験を、お
持ちの方も多く、学校側の年間計画に合
わせた人材推薦も可能です。

B 　地域人材との交流の機会を増やす。ま
た、体験的活動を増やす。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が話し合いにすすんで参加していると回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が話し合いにすすんで参加していると回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が話し合いにすすんで参加していると回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が話し合いにすすんで参加していると回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が授業にすすんで参加していると回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が授業にすすんで参加していると回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が授業にすすんで参加していると回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が授業にすすんで参加していると回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が授業がわかりやすいと回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が授業がわかりやすいと回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が授業がわかりやすいと回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が授業がわかりやすいと回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が自分や友達を大切にしていると回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が自分や友達を大切にしていると回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が自分や友達を大切にしていると回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が自分や友達を大切にしていると回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「本や絵や音楽、自然が好きです」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「本や絵や音楽、自然が好きです」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「本や絵や音楽、自然が好きです」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「本や絵や音楽、自然が好きです」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「決めたことは最後まで頑張り続けることができる」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「決めたことは最後まで頑張り続けることができる」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「決めたことは最後まで頑張り続けることができる」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「決めたことは最後まで頑張り続けることができる」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「休み時間や体育で遊んだり体を動かしている」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「休み時間や体育で遊んだり体を動かしている」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「休み時間や体育で遊んだり体を動かしている」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「休み時間や体育で遊んだり体を動かしている」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「学校で学んだ安全や知識を生活に生かしている」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「学校で学んだ安全や知識を生活に生かしている」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「学校で学んだ安全や知識を生活に生かしている」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「学校で学んだ安全や知識を生活に生かしている」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「学校で落ち着いて安心して生活している」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「学校で落ち着いて安心して生活している」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「学校で落ち着いて安心して生活している」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「学校で落ち着いて安心して生活している」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「先生や友達は、自分のことをよく見てくれている」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「先生や友達は、自分のことをよく見てくれている」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「先生や友達は、自分のことをよく見てくれている」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「先生や友達は、自分のことをよく見てくれている」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「人や行事に関わるのは楽しい」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「人や行事に関わるのは楽しい」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「人や行事に関わるのは楽しい」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「人や行事に関わるのは楽しい」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「今の自分や、将来の自分を考えることがある」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「今の自分や、将来の自分を考えることがある」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「今の自分や、将来の自分を考えることがある」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「今の自分や、将来の自分を考えることがある」と回答

A

PTA、地区委員会、青
少年委員の活動を対象
に、より積極的な連携を
図る。

自己を見つめる力の
醸成

・キャリアルバムの活
用
・道徳の授業改善
・学習の自己評価活
動

3 2

キャリアルバムの活用は
定着したが、自己を見
つめる意識につながっ
ていないことが課題。

キャリアルバムの内容を子
供が真に理解しているか。
道徳の授業がよかった。研
究発表の教訓を明確に。

B

キャリアルバムを形成的
に活用することで、自己
を見つめる力との関係
性を向上させる。

GM60等生活習慣改善
は継続に意味があると
考える。食育は新たな取
組を検討したい。

A
いつでも・どこでも・誰に
でも相談できる体制をさ
らに周知徹底していく。

輝
く
未
来

「自己有用感」の向上
※次の目標
「自己肯定感」の向上

・「あいさつ」の推奨
・反応、返信の推奨
・特別活動（係、委員会
活動等）の形成的評価

3 3

自己有用感の育成を目
標にしたが、明確な活
動ができなかったと反省
する。

挨拶の定着に向け子供が
主体的に活動したことはす
ばらしい。どの委員会も主
体的な活動を期待したい。

自他の「性・生命」の尊
重

・いじめ防止の推進
・安全（交通・生活・災害）
教育の推進
・SOSの出し方教育推進

4 4
高評価に甘んじることな
く、少数でも不安をもつ
児童に寄り添っていく。

いじめ等は早期発見と禍
根を残さない指導を。児童
がいつでも相談できる体制
に注目していきたい。

A

自己肯定感の向上を目
標に、周囲の役に立つ
喜びを得られる取組を
工夫していく。

他者や地域と「つなが
る」喜びの実感

・外部人材の活用
・行事への主体的な参加
・自ら企画する機会の保
証

4 3
人との交流は多かった
が、地域行事と関わる機
会が少なかった。

高学年は自ら企画実行す
る機会が成長につながっ
た。様々な方々の力を指導
を受けるのはよいことだ。

レジリエンスの育成は一
朝一夕ではできないも
のなので、今後も意図
的な継続を続けていく。

健
や
か
な
体

自らの健康を保持・増
進する生活習慣の定
着

体を動かす喜びの実
感

・体育の授業改善
・元気アップガイドブッ
ク活用
・体育朝会の活用

3 2

保護者啓発も含めて、
活動の周知が弱い。「遊
び」を中心にした実働は
増えている

プレイパークの設置は大変
よかった。「おもしろい運動
会」には多くの工夫があっ
てみんなが楽しめていた。

最後まであきらめない
心（レジリエンス）の醸
成

・児童主体の活動保
証
・形成的評価の充実
・継続的な活動の工夫

3 3

児童主体の活動がレジ
リエンスの育成につな
がっているかは検証が
必要。

子供中心の遊びや食育か
らもあきらめない気持ちは
育める。学年差が出ないよ
うにしてほしい。

A

自由な遊び中心を軸と
しつつ、計画的で統率
された活動も増やしてい
く。

生活習慣の改善
・GM60の推進
・SNSルールの推進
・食育の推進

4 3

活動が日常化している
分、惰性に流れている。
インパクトある取組に変
えていく。

朝、校庭で遊ぶ児童の笑
顔が輝く。江戸野菜等の食
育やSNSルールの指導は
是非継続を。

A

今後も多様性の相互承
認を人権教育の基盤と
し、校内外のリソースを
活用していく。

感性を豊かにする教
育の充実

・読書活動の充実
・芸術的感性への刺
激
・自然・栽培体験の充
実

4 3
読書においては習慣化
の二極化、読書分野の
偏りが課題である。

読書活動の充実、江戸
東京野菜栽培等の創意
工夫が子供の感性を育
んでいる。

A
読書週間を起点に全校
的な取組の工夫を図っ
ていきたい。

豊
か
な
心

多様な見方・考え方を
働かせ、自ら楽しさ（ワ
クワク・ドキドキ）を見い
出す心のクセを身に付
ける

多様性を認め合う心の
醸成

・聞く力・態度の育成
・特別支援教育への
理解
・人権感覚の育成

4 4

日常的にも自他を大切
にしている児童は多い。
多様性の相互承認を推
進する。

特別支援教育や人権教育
にはもう少し期待したい。ト
ラブル解決のためにも「心
をとめる」合言葉はよい。

B

A

4 4
個別最適な学びの推進も
あり、個々の学習意欲は高
い傾向が続く。

ICT活用には教師の個人
差が見られる。光華遊学が
個人の学力向上につなが
るか注目していきたい。

B

本年度施行した新たな
学びのスタイルを継続、
児童の視点で学習意欲
を喚起し続ける。

「考え方のルーティー
ン」の共有化

・自ら気付く学習の保証
・熟慮する学習の保証
・意図的に既習を活用する
学習の保証

4 4
授業中の理解度は高
い。課題は基礎的な知
識の定着である。

昨年度比較で学力調査
が向上した項目が多く
評価したい。家庭学習
の大切さを重視したい。

A

本年度後半始めた「ノー
トを活用した振り返り」を
家庭学習に定着させた
い。

令和５年度 昭島市立光華小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

非認知能力の育成

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

主体的な学びの喜び
を通して、児童・教師
が「光華遊学」の成果
を実感する

「協働的な学び」の具
現化

・体験型学習の充実
・主体性を引き出す課題の
提示
・対話的な学びの充実

4

学校教育目標

◎すすんでする子
〇健康な子
〇考える子
〇協力する子

ビジョン

子供一人一人の『幸せ』を具現化する学校＋教職員一人一人の『働きがい』を具現化する学校

どの共同体でも力を発揮できる子（２０３０年の日本で生きる子供たちへ）

教育者としての熱意とスキルを併せ持つ教師

2

体験型および課題解決
学習の頻度は高いが、
発言については意欲の
二極化が見られる。

体験型学習を中心に、新し
い試みに挑戦していた。ま
ずやってみよう！の精神が
定着しつつある。

A

全学習の中で、ホワイト
ボード等、特に対話に
つながる学習ツールの
活用を検討していく。

「個別最適な学び」の
具現化

・ICTの活用スキル向上
・個に応じた学習方法の保
証
・個に応じた学習評価の工
夫



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全12学級でどちらも実施した。 4 児童アンケート「すすんで学習」9.5割以上

3 11学級でどちらも実施した。 3 児童アンケート「すすんで学習」9割以上

2 8学級以上でどちらも実施した。 2 児童アンケート「すすんで学習」７割以上

1 8学級未満しか実施できなかった。 1 児童アンケート「すすんで学習」７割未満

4 家庭学習チェックと個別の対応を全12学級で実施した。 4 保護者アンケート「家庭学習の習慣」肯定的評価８割以上

3 家庭学習チェックと個別の対応を1１学級で実施した。 3 保護者アンケート「家庭学習の習慣」肯定的評価７割以上

2 家庭学習チェックと個別の対応を１０学級で実施した。 2 保護者アンケート「家庭学習の習慣」肯定的評価６割以上

1 家庭学習チェックと個別の対応を９学級以下で実施した。 1 保護者アンケート「家庭学習の習慣」肯定的評価６割未満

4 全教室で冊子のＵＤチェックを年11回以上実施した。 4 児童アンケート「授業分かりやすい」９.５割以上

3 全教室で冊子のＵＤチェックを年10回以上実施した。 3 児童アンケート「授業分かりやすい」８．５割以上

2 全教室で冊子のＵＤチェックを年9回以上実施した。 2 児童アンケート「授業分かりやすい」8割以上

1 全教室で冊子のＵＤチェックを年8回以上実施した。 1 児童アンケート「授業分かりやすい」８割未満

4 道徳科の特質に即した授業と特別活動や学校行事を全１２学級で実施した。 4 児童アンケート「自己肯定感」の肯定的評価９割以上。

3 道徳科の特質に即した授業と特別活動や学校行事を１０学級以上で実施した。 3 児童アンケート「自己肯定感」の肯定的評価8割以上。

2 道徳科の特質に即した授業と特別活動や学校行事を９学級以上で実施した。 2 児童アンケート「自己肯定感」の肯定的評価7割以上。

1 道徳科の特質に即した授業と特別活動や学校行事を９学級未満で実施した。 1 児童アンケート「自己肯定感」の肯定的評価7割未満。

4  全１２学級で実施した。 4 保護者アンケート「児童の自己肯定感」の肯定的評価９割以上。

3  １１学級で実施した。 3 保護者アンケート「児童の自己肯定感」の肯定的評価8割以上。

2  １０学級で実施した。 2 保護者アンケート「児童の自己肯定感」の肯定的評価７割以上。

1 ９学級で実施した。 1 保護者アンケート「児童の自己肯定感」の肯定的評価7割未満。

4 年６回以上実施した。 4 児童による評価で「相談できる大人がいる」9５%以上

3 年４～５回実施した。 3 児童による評価で「相談できる大人がいる」80%以上9５%未満。

2 年３回実施した。 2 児童による評価で「相談できる大人がいる」50%以上80%未満。

1 年１～２回実施した。 1 児童による評価で「相談できる大人がいる」50%未満

4  全１２学級で実施した。 4 体力調査のＡ、B判定の児童が９割以上。
3  １１学級で実施した。 3 体力調査のＡ、Ｂ判定の児童が８割以上９割未満。

2  １０学級で実施した。 2 体力調査のＡ、Ｂ判定の児童が７割以上8割未満。

1 ９学級で実施した。 1 体力調査のＡ、Ｂ判定の児童が７割未満。
4 健康教育の授業を毎学期・年３回以上実施した。 4 グッドモーニング60分の達成率が全児童の９割以上。

3 健康教育の授業を年２回実施した。 3 グッドモーニング60分の達成率が全児童の７割以上９割未満。

2 健康教育の授業を年１回実施した。 2 グッドモーニング60分の達成率が全児童の５割以上７割未満。

1 健康教育の授業を実施できなかった。 1 グッドモーニング60分の達成率が全児童の５割未満。

4  全１２学級で実施した。 4 保護者アンケート「食育」肯定的評価7割以上

3  １１学級で実施した。 3 保護者アンケート「食育」肯定的評価6割以上

2  １０学級で実施した。 2 保護者アンケート「食育」肯定的評価5割以上

1 ９学級で実施した。 1 保護者アンケート「食育」肯定的評価5割未満

4 年２回以上ＧＴを全１２学級が招聘した。 4 学力調査「地域」肯定的回答9割以上

3 年２回以上ＧＴを１１学級が招聘した。 3 学力調査「地域」肯定的回答８割以上

2 年２回以上ＧＴを１０学級が招聘した。 2 学力調査「地域」肯定的回答７割以上

1 年２回以上ＧＴを９学級以下で招聘した。 1 学力調査「地域」肯定的回答７割以下

4  全１２学級で実施した。 4 保護者アンケート「安全・健康」の肯定的評価9割以上

3  １１学級で実施した。 3 保護者アンケート「安全・健康」の肯定的評価８割以上

2  １０学級で実施した。 2 保護者アンケート「安全・健康」の肯定的評価７割以上

1 ９学級で実施した。 1 保護者アンケート「安全・健康」の肯定的評価７割未満

4 学校行事と１０個のPTA活動を実施 4 保護者（家庭数）出席９割以上
3 学校行事と７～９個のPTA活動を実施 3 保護者（家庭数）出席７割以上９割未満

2 学校行事と５～７個のPTA活動の実施 2 保護者（家庭数）出席６割以上７割未満

1 学校行事と４個以下のPTA活動を実施 1 保護者（家庭数）出席６割未満

感染症対策をとりながら大変だが、できるかぎり行ってほしい。そし
て、保護者や地域の人々の理解を深める取り組みを継続してほし
い。

C

コロナ禍前の外部講師を活
用した授業を再検討し、従
前の地域外部講師による授
業再開、または、新規人材
の発掘を行う。

保護者ともに児童の安全・安
心に関わる指導を充実させ
る。

セーフティ教室等の安全指
導の内容を保護者に伝え、
児童に対する家庭での働き
かけを依頼する。 2 2

セーフティ教室、安全指導
を全学年で実施。実施内容
を確実に保護者に伝え保
護者の協力を得ながら指導
を充実させる。

家庭と地域との連携を密にした指導を期待する。また、保護者も
興味をもつようなテーマで開催してほしい。

B

学区域の特徴でもある見通
しの悪い路地の安全な歩行
について、外部団体の協力
を得て安全教室を実施す
る。

グッドモーニング６０分の取
組を継続する。PTA活動とも
連携して講師を招くなど、健
康教育を保護者に啓発す
る。

B

全学級で食育に関する授
業や給食指導を継続する。
栄養士による指導について
は事後指導を丁寧に行う。

輝
く
未
来

◎家庭・地域社会との理解
を深め、地域の子供を育て
る中心的な役割を果たす。

・学校からの情報を積極的
に発信する。
・家庭や地域の声（期待・要
望・批判）を活用する。
・地域の教育資源や人材を
活用する。

外部人材を活用した学習活
動を計画的に行う。

ゲストティーチャー（ＧＴ）を
活用した積極的に招聘す
る。

1 1

1学期に１０学級が1回GTを
活用した。後期に計画して
いるGTの招聘を確実に実
施する。

外部人材の活用は児童にとっても貴重な体験となるので活用して
ほしい。

健康で安全な生活のために
必要な食習慣を身に付けさ
せる。

年3回食育の授業を行い、指
導内容を保護者に伝え、児
童に対する家庭での働きか
けを依頼する。 3 3

全学級で食育に関する授
業を実施している。お弁当
の日に合わせて学校だより
等でも意義について保護者
に伝えている。

食は体を作る基なので、積極的に家庭に働きかけ推進してほし
い。

B

次年度は学校運営協議会
の設置初年度にあたる。学
校に臨むことを収集し、地
域・保護者とともに取り組む
事業を開拓する。

保護者と教員、保護者同士
が理解を深める機会をつく
る。

感染症対策をとりつつ、学校
公開、保護者会、PTA活動
等の開催を工夫して行う。

3 3

保護者会、学校公開、個人
面談、PTA学年活動、周年
記念行事を実施。今後も予
定している行事を工夫しな
がら実施する。

外部講師を招いて「ふれあ
い月間」と連動した研修を
行い、教員の生活指導観を
向上させる。

健
や
か
な
体

◎心身を鍛え正しい判断で
行動する児童の育成する。

・児童による目標の設定と
振り返りを重視し、基礎的な
知識及び技能を習得させ
る。
・児童一人一人への注目と
成長を支援する。
・経験や体験を深める活動
を重視する。

日常的な運動を通して体力
を向上させる。

元気アップガイドブックを活
用するとともに、休み時間や
放課後の外遊びが増えるよ
う声掛けを行う。 4 3

今後も熱中症と感染症の対
策を講じながら、外遊びを
実施していく。今後は授業
に基礎体力を高める運動を
取り入れる。

感染症対策、熱中症対策と大変だが、体力向上に努めていただ
きたい。児童期の体力向上は一生に関わってくるので体力向上に
資する運動の指導をしてほしい。

児童の言語環境を整え、い
じめ問題の未然防止と早期
解消に全職員で取り組む。

「人権教育プログラム」「いじ
め総合対策」を活用していじ
め未然防止に関する授業を
実践する。 3 2

「ふれあい月間」の取組を
通して、言葉遣いの指導と、
いじめ未然防止の授業を実
践している。スクールカウン
セラーの活用を推進する。

児童一人一人にいじめをしない自覚を育ててほしい。児童の様子
をよく聞き、家庭との連絡を密に行ってほしい。

B

熱中症対策を取りながら、
休み時間や放課後の校庭
遊びを励行する。また、体
育の導入時に動的な運動
を取り入れて改善を図る。

健康で安全な生活のために
必要な生活習慣を身に付け
させる。

元気アップガイドブックを活
用するとともに、健康教育を
推進する。 3 3

グッドモーニング６０分の取
組を継続するとともに、養護
教諭が中心となり健康診断
時に心身の健康について
指導する。

引き続きよい生活習慣を身に付けさせてほしい。挨拶の推進と
グッドモーニング６０分を継続してほしい。

B

道徳の授業と学校行事の関
連を捉えた指導計画を再編
成し、道徳の授業内容と学
校生活の振り返りが円滑に
行われるようする。

児童が個々のよさを発揮し
て成長できる学級集団・学
年集団を形成する。

リーダーシップとフォロアー
シップを理解させ、自己の成
長をキャリアパスポートに記
録させる。 4 3

学級での係活動、たてわり
班活動、遠足、宿泊行事、
運動会等を通して、互いを
支え合うよりよい人間関係を
築いている。

よりよい人間関係を築くことができるように、今後も学級経営を工夫
していただきたい。行事などの取組を通して児童が協力する態度
を育ててほしい。また、児童がリーダーと成り、他の児童を推進し
ていく指導に期待しています。

B

特別活動のねらいを明確に
した指導と活動の振り返りを
充実させ、児童自身が自己
の成長を認識できるように
する。

豊
か
な
心

◎互いを認め、協力し合う児
童の育成する。

・児童の言語環境を整え、人
権感覚を高める。
・互いを認め合い、物事を共
に創造する体験的な活動を
重視する。
・互に支え合う、よりよい関係
を大切にした活動を重視す
る。

○道徳科の授業を要とし、
特別活動や学校行事の再
考・再興をとおして児童の人
間力を育成する。

児童に活動のねらいや目的
を明確にもたせるとともに、
事後に互いを認め合うことが
できる振り返りの場を設け
る。

4 4

学校行事においては活動
のねらいを明確にし、児童
に目標をもたせて指導にあ
たっている。

道徳は児童の将来において基礎となるので更なる推進を期待す
る。学校行事では普段の授業では体験できない貴重な時間に
なっている。行事への参加が苦手な児童への工夫も続けてほし
い。

B

B

2

全担任が児童の家庭学習
の実施状況を把握し必要に
応じて個別対応を実施して
いる。

家庭環境が様々だと思う。担任が全てを把握することは難しいと思
うが、努力を続けていほしい。課題を達成したときは今後も一人一
人を褒めてほしい。

B

引き続き、家庭学習の内容
について以下を実施。①学
年で内容を検討②個別対
応が必要な場合は学年の
担任間で対応内容を共有

「昭島市立小学校ユニバー
サルデザイン」を活用した日
常活動や授業における指
導・支援を進める。

市のユニバーサルデザイン
（UD）の冊子を活用し、適切
な環境づくりをする。

4 3

市のユニバーサルデザイン
の冊子を活用し、全教室で
適切な環境をづくりを行っ
ている。

教室内での不自由さは感じられなかった（参観時）。今後もユニ
バーサルデザインを活用してどの児童にも分かる授業を充実させ
てほしい。

B

外部講師を招いて「ふれあ
い月間」と連動した研修を
行い、特別支援教育の視点
から教員の授業改善を図る
ようにする。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

◎主体的に学習に取り組む
児童の育成する。

・児童による目標の設定と振
り返りを重視し、基礎的な知
識及び技能を習得させる。
・児童一人一人への注目と
成長を支援する。
・経験や体験を深める活動
を重視する。

児童の学習に対する目的意
識を大切にし、自身の学び
を実感できる授業を実施す
る。

学習のめあての提示、振り返
りを実施し、児童が何を学ん
だか自覚できるようにする。

4

令和５年度 昭島市立成隣小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）計画表

学校教育目標
○すすんで学ぶ子
○心豊かな子
○たくましい子

ビジョン

人も自分も大切に、みんなが輝く成隣小

互いを認め合い協力し合いながら課題を解決し、児童一人一人が前向きに学校生活を送っている。

自身の知識・技能の向上に努め、学校の実践力、「チーム成隣」としての組織力を向上させている。

3

全学級担任・専科の授業で
何を勉強するのか「めあて」
を示し、何を学んだか「振り
返る」授業を実施している。

「めあて」を掲示することにより、児童が学習に対する目的意識を
もって課題に取り組んでいる。振り返ることにより、学習の定着が図
られる。今後の学力向上を期待している。

B

明確な「めあて」の提示。
「振り返り」の実施に加え、
「共感的な人間関係の育
成」「自己決定の場の提供」
等の視点から授業改善を図
る。

質の高い個別指導・家庭学
習を行う。

家庭学習チェック表を活用
し、児童の学びの習慣化と
個別の対応を工夫する。

4



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 漢字、計算の定着が85％以上 4 全国学力　国・算平均 -1.5pt
3 漢字、計算の定着が82％以上 3 全国学力　国・算平均　-2.0pt
2 漢字、計算の定着が80％以上 2 全国学力　国・算平均　-3.0pt
1 漢字、計算の定着が80％未満 1 全国学力　国・算平均　-3.0pt未満
4 全校で冊子のＵＤチェック実施11回以上 4 児童評価 分かりやすい授業97%以上

3 全校で冊子のＵＤチェック実施10回以上 3 児童評価 分かりやすい授業95%以上

2 全校で冊子のＵＤチェック実施9回以上 2 児童評価 分かりやすい授業90%以上

1 全校で冊子のＵＤチェック実施年９回未満 1 児童評価 分かりやすい授業90%未満

4 各学年家庭学習実施率91%以上 4 各学年家庭学習取組率90%以上
3 各学年家庭学習実施率86%以上 3 各学年家庭学習取組率86%以上
2 各学年家庭学習実施率81%以上 2 各学年家庭学習取組率81%以上
1 各学年家庭学習実施率81%未満 1 各学年家庭学習取組率81%未満
4 特質に即した道徳授業を全学級で実施 4 児童評価「自己肯定感」の肯定的評価9割以上

3 特質に即した道徳授業を９割の学級で実施 3 児童評価「自己肯定感」の肯定的評価8割以上

2 特質に即した道徳授業を８割の学級で実施 2 児童評価「自己肯定感」の肯定的評価7割以上

1 特質に即した道徳授業を７割の学級で実施 1 児童評価「自己肯定感」の肯定的評価7割未満

4 年３回以上実施した 4 児童評価「相談できる先生がいる」90%以上

3 年２回実施した 3 児童評価「相談できる先生がいる」75%以上

2 年１回実施した 2 児童評価「相談できる先生がいる」55%以上

1 実施できなかった 1 児童評価「相談できる先生がいる」55%未満

4 楽しくする工夫をしている90%以上 4 学校生活は楽しい95%以上
3 楽しくする工夫をしているか85%以上 3 学校生活は楽しい90%以上
2 楽しくする工夫をしているか80%以上 2 学校生活は楽しい85%以上
1 楽しくする工夫をしているか8０％未満 1 学校生活は楽しい85%未満
4 児童評価「運動に意欲的」の評価９割以上 4 体力調査のＡ，Ｂ判定の児童が６割以上

3 児童評価「運動に意欲的」の評価８割以上 3 体力調査のＡ，Ｂ判定の児童が５割以上

2 児童評価「運動に意欲的」の評価７割以上 2 体力調査のＡ，Ｂ判定の児童が４割以上

1 児童評価「運動に意欲的」の評価７割未満 1 体力調査のＡ，Ｂ判定の児童が４割未満

4 健康教育の授業を毎学期・年３回以上実施 4 GM60分達成率が全児童の９割以上

3 健康教育の授業を年２回実施 3 GM60分達成率が全児童の７割以上

2 健康教育の授業を年１回実施 2 GM60分達成率が全児童の５割以上

1 健康教育の授業を未実施 1 GM60分達成率が全児童の５割未満

4 食育の指導を毎学期・年３回以上実施 4 食育の目標を達成した児童が９割以上

3 食育の指導を年２回実施 3 食育の目標を達成した児童が８割以上

2 食育の指導を年１回実施 2 食育の目標を達成した児童が７割以上

1 食育の指導を未実施 1 食育の目標を達成した児童が７割未満

4 生き方について考える機会を与えた70%以上 4 将来について考えることがある90%以上

3 生き方について考える機会を与えた60%以上 3 将来について考えることがある85%以上

2 生き方について考える機会を与えた50%以上 2 将来について考えることがある80%以上

1 生き方について考える機会を与えた50％未満 1 将来について考えることがある80%未満

4 ８月を除く１１ヶ月で実施 4 保護者評価「分かりやすい情報発信」９割以上

3 ８月を除く１０ヶ月で実施 3 保護者評価「分かりやすい情報発信」８割以上

2 ８月を除く９ヶ月で実施 2 保護者評価「分かりやすい情報発信」７割以上

1 ８月を除く８ヶ月で実施 1 保護者評価「分かりやすい情報発信」７割未満

4 #REF! 4 #REF!
3 #REF! 3 #REF!
2 #REF! 2 #REF!
1 #REF! 1 #REF!

令和５年度 昭島市立田中小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

地域・家庭との信頼関
係を構築するとともに、
児童の豊かな人間性
や人間関係調整力を
高める教育活動を推
進する。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

基礎・基本を大切に分
かる授業を実践し、主
体的・意欲的に学び、
基礎的な知識及び技
能等を確実に習得さ
せる。

個々の学習状況を正
しく把握し、読む・書
く・計算する力を身に
付けさせる。

授業、ベーシックドリル、くじ
らーニング、日常の小テスト、
力試し、補教教室、宿題・家
庭学習等の充実。

4

学校教育目標
〇よく考える子
〇思いやりのある子
〇たくましい子

ビジョン

人とのつながりを大切にして魅力ある学校をつくる。

「た・な・か」の子　【　た：たくましい子 　な：仲良くする子　 か：かしこく考える子　の：のびる子　こ：個性豊かな子　】　

　「た(Timemanagement=時間管理)・な(Navigator=誘導者・航海士)・か(kindness=思いやり・親切)」を意識し職務を励行する教師

4

６年生は全国２教科平均よ
りも1.6P上まわった。次年
度以降も続くよう、指導力
向上を目指していきたい。

その年の児童の実態に
より数値は上下する。一
喜一憂せず、適切な指
導をお願いする。

A

これからも基礎基本の学習の
徹底を継続するとともに、協働
的な学び、個別最適な学びを
さらに推進していく。

特別支援教育を充実
させ、どの子にも分か
りやすい授業を実践
する。

市のユニバーサルデ
ザイン（冊子）を活用
するとともに、適切な
環境づくりをする。

4 2

児童評価「分かりやすい授
業」の肯定的回答は91ｐｔ
であった。指導方法・環境
の改善が必要である。

育休代替の未配置で本来
できる教育活動ができない
こともある。教員確保が喫
緊の課題である。

B

人材不足の中でも児童
の学びと成長を担保で
きる組織づくりを工夫し
ていく。

学年相当の時間（学
年×10分）に基づいた
家庭学習を推進させ
る。

自己の課題克服
グットライフ調査
宿題＋自学自習

4 4

児童、学級、家庭の実態を
考慮しながら推進すること
ができたが、習慣化が課題
である。

家庭学習は定着してい
る。課題の量や内容が
学級により偏りが見られ
る。

B

学級の実態を考慮しな
がら課題の量や内容が
適切かどうか検証し、習
慣化をさせていく。

豊
か
な
心

人権意識を高め、自
他を尊重する態度を
醸成するとともに、集
団の一員である自覚、
規範意識等を育てる。

児童の道徳的実践力
を高める。

道徳科の特質に即し
た授業を行うとともに、
全教育活動を通して
道徳教育を推進する。

4 4
自分や友達を大切にし
ているとの肯定的回答
が96Ptと高かった。

心の教育はとても大事
である。これからもしっか
りと取り組んでいって欲
しい。

B

A

令和６年度は道徳科を
研究教科として道徳教
育の充実を図っていく。

教員の人権感覚を高
め、児童が安心して生
活できるようにする。

人権教育プログラムを
活用して人権感覚
チェックを年３回以上
実施する。

4 3

相談できる先生がいると回答し
た児童が89%未満は課題であ
る。次年度は90%達成を実現で
きるよう児童理解に努める。

とても児童に寄り添って
くれる教員が多い。今後
もよろしくお願いしたい。

A

待つ・聴く・受け止める
姿勢で児童が相談しや
すくなるような関係性を
構築していく。

これからも新しい発想を
大切にして、楽しく学
べ、成長を自覚できる田
中小学校をつくる。

健
や
か
な
体

日常的な運動を通して
体力を向上させるとと
もに、健康で安全な生
活のために必要な生
活習慣や食習慣を身
に付けさせる。

日常的な運動を通して
体力を向上させる。

元気アップガイドブック
を活用して体力向上
のための体育的な活
動を行う。

4 3

児童の体力が回復傾向に
ある。元気アップGBや外遊
びの推進で体力向上を推
進していく。

これからも継続して、外
遊びの大切さをもっと意
識させたい。

学校生活をより楽しい
ものにする。

授業、特別活動、交流
活動・交友活動の充
実

3 4

委員会活動やたてわり活動で
は、新しい発想の工夫で、更に
意味のある活動ができることが
分かった。次年度も継続してい
く。

あおば(通常)・ふたば
(知)・わかば(情)の交流
推進と多様性を認めら
れる児童の育成を願う。

A

元気アップGBの更なる
活用と、体育学習、外遊
びの充実を図り、体力向
上を目指す。

健康で安全な生活の
ために必要な生活習
慣を身に付けさせる。

グッドモーニング60分
（GM60分）を推進して
健康教育を行う。

4 3

放課後が多忙な高学年児
童の達成率が上がらない。
発達段階に合わせた指標
も必要である。

とても意義のある取組だ
と思う。今後も、継続して
取り組ませていけると良
い。

B
専門機関との連携を確
立させるとともに、GM60
分の推進を図る。

B

残菜率は2.5%で、昨年度同様
に少ない。フードロスの学びを
深め、次年度も継続できるよう
取り組んでいく。

輝
く
未
来

将来の夢を児童にもた
せる。

職場体験、キャリア・パ
スポート、家族の職業
について理解を深めさ
せる。

4 4

キャリア・パスポートを活
用して、将来の自分に
ついて考えていけるよう
にする。

６年生の職場体験が復
活できてよかった。より
一層のキャリア教育の充
実を願う。

健康で安全な生活の
ために必要な食習慣
を身に付けさせる。

望ましい食習慣を身に
付けるための給食や
お弁当（食育）の日の
指導を推進する。

4 4
コロナウイルスが５類へ
移行し、今後は更なる食
育の推進を図っていく。

食事は楽しい場であっ
て欲しい。会食としての
給食にも取り組んで欲し
い。

A

自分の将来像をイメー
ジさせ、生涯学習の基
盤となるキャリア教育を
より一層充実させる。

学校からの情報発信
を積極的に行う。

学校便りの発行を月１
回以上、ＨＰの更新を
月3回以上行って情報
発信を行う。

4 4

ＨＰをリニューアルし、必
要な情報が見付けやす
くなったとの声が多数届
いた。

メール配信は大変役に
立っている。ＨＰも更な
る充実を期待する。

B
更に必要な情報をタイム
リーに発信できるよう工
夫をしていく。

#REF! #REF!



学校経営重点計画（教育推進計画　年度末評価【総括表】

【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 学校関係者評価 評価

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 9２%以上の児童が授業に進んで取り組むと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 8２%～9２%未満の児童が授業に進んで取り組むと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 7２%～8２%未満の児童が授業に進んで取り組むと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 7２%未満の児童が授業に進んで取り組むと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が身に付いたと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が身に付いたと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が身に付いたと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童が身に付いたと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 9２%以上の児童が授業が分かると回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 8２%～9２%未満の児童が授業が分かると回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 7２%～8２%未満の児童が授業が分かると回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 7２%未満の児童が授業が分かると回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 9２%以上の児童が大切さを学ぶことができたと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 8２%～9２%未満の児童が大切さを学ぶことができたと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 7２%～8２%未満の児童が大切さを学ぶことができたと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 7２%未満の児童が大切さを学ぶことができたと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 9２%以上の児童が判断できたと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 8２%～9２%未満の児童が判断できたと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 7２%～8２%未満の児童が判断できたと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 7２%未満の児童が判断できたできたと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が体験学習は楽しいと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が体験学習は楽しいと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が体験学習は楽しいと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童が体験学習は楽しいと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が安全健康についていかすと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が安全健康についていかすと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が安全健康についていかすと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童が安全健康についていかすと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が体力付いていると回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が体力付いていると回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が体力付いていると回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童が体力付いていると回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 ９0%以上の児童がお弁当の日工夫できたと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 ８０%～９0%未満の児童がお弁当の日工夫できたと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～８０%％未満の児童がお弁当の日工夫できたと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童がお弁当の日工夫できたと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 9２%以上の児童が生活を振り返り、よりよくしようと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 8２%～9２%未満の児童が生活を振り返り、よりよくしようと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 7２%～8２%未満の児童が生活を振り返り、よりよくしようと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 7２%未満の児童が生活を振り返り、よりよくしようと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が自分の得意なことを考えると回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が自分の得意なことを考えると回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が自分の得意なことを考えると回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 7０%未満の児童が自分の得意なことを考えると回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 9２%以上の児童が地域の方とのふれあいできたと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 8２%～9２%未満の児童が地域の方とのふれあえたと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 7２%～8２%未満の児童が地域の方とのふれあえたと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 7２%未満の児童が地域の方とのふれあいえたと回答

令和５年度 昭島市立拝島第一小学校　

学校教育目標

〇　やさしく （徳）
〇　強　　 く （体）
〇　よく考え（知）
　　　　　　　　　　　　　手をつなぐ拝島の子

ビ
ジ
ョ
ン

○　生き生きと学び、達成感を味わえる学校　○　安心して子供を預けられる信頼できる学校　○　働きがいのある学校（教職員にとって）


○  心身ともに健康な子　○　主体的・対話的で深い学びのできる子　○　互いに認め合い高め合う子

○　教育公務員としての自覚をもち使命を果たすために、絶えず研究と修養に努め、児童のために誠心誠意職務に励む教師

取組指標 成果指標 自己評価結果の分析 次年度の改善策

確
か
な
学
力

主体的・対話的で深い学び
の視点による授業改善を行
うとともに、「個別最適な学
び」「協働的な学び」の実現
を目指す。

授業改善、評価の工夫、カ
リキュラムマネジメントの実
施と、個別最適な学び、協
働的な学びを目指す指導
への挑戦

・ゴール（評価）を明確にし、逆算的に計画
する学習展開の工夫
・どの児童も参加しやすい間口の広い導入
の工夫
・教科横断的、問題解決的な学習
・児童の実態把握、学力調査の分析、授業
改善プラン作成・実践

3 4

児童は、自身がおおむね進んで学習に取り組んでいると感
じている。教員は、授業改善に前向きに取り組んでいるが、
児童の学力向上が不十分に感じているところがある。
子供の意欲の高まりを活かし、今後も具体的な授業改善案
を考え、取り組んでいく必要がある。

・児童が充実して取り組める内容になって
いるところは評価できる。学力に表れるに
は時間がかかるかもしれない。
・児童自身が進んで学習に取り組んでいる
姿勢は素晴らしい。

B

次年度も、個別最適な学びを目指し、児童の
主体的な学習となるよう、授業改善を図る。
そのために、ねらいの明確な学習、振り返り
を確実に行い、指導と評価の一体化を目指
す。また、授業改善プランの作成と実施を具
体的なものとし、成果を明らかにする。

基礎的基本的な学力を身
に付けるための取り組みの
提案と実施

・実態に合った学習スタンダードの見直しと
取組の徹底
・内容や方法を工夫し、誰もが意欲的に取り
組める朝学習への取組
・読書旬間の取組の工夫
・家庭学習の内容の工夫と習慣付け

3 3

児童は、学習には意欲的に取り組んでいるが、十分に力が
身に付いていると感じていないことがわかる。教師も、基本
的な学習習慣や読書の指導を行っているが、十分な成果
を感じられていないことがわかる。基礎学力の定着に向け、
学習スタンダードや家庭学習について見直しを図り、実践
していく必要がある。

・家庭学習や読書などの成果がすぐには表
れないと思う。難しい課題だが、継続して取
り組んでほしい。
・教員の工夫が児童の興味につながってい
ることから、今後に期待できる。

豊
か
な
心

自分も仲間も大切にし、お互
いのよさを認め合い、相手を
思いやる心を育て、楽しい学
校生活を実感し、自己の生
き方を深めることのできる児
童の育成を目指す。

道徳授業の質の向上を図
り、自ら考え、日常生活に
活かし、互いに認め合う児
童の育成

・よさを認め、互いに必要とされる実感がも
てる学級経営
・価値を明確にした授業づくりと、自己と向
き合う学習展開の工夫
・年間計画の確実な実施
・全教育活動に関連付けた指導

3 4

C

次年度も、朝自習や家庭学習の充実を図
り、基礎学力の定着の手助けとする。児童自
身が、反復練習を通して力がついたことを実
感できるよう工夫する。また、本を読む習慣
が身に付くよう、引き続き指導を行う。

特別支援教育の視点を生
かした環境整備の充実、授
業改善の推進

・個に応じた指導及びUDを意識した学習展
開（焦点化・視覚化・共有化）
・UD意識した学習環境の整備（板書・見通
し・掲示刺激・机上整理）
・困り感をもつ児童への個別の対応
・保護者との共通理解

3 4

児童は、先生方の指導の工夫におおむね満足していること
がわかる。教師も、おおむね特別支援に関する指導の工夫
を行うことができていると感じている。
困り感をもつ児童の対応に苦慮していることは事実で、学
校全体で、個別のケースに合わせて対応を考える場を充実
させる必要がある。

・外部からの情報等が得られる分野だと思
う。使える資源を使う工夫が出きると思う。

B

次年度も、教室環境の整備、焦点化・視覚
化・共有化をを意識した学習展開を行い、児
童にとってわかりやすい学習を目指す。ま
た、困り感をもつ児童について、特別支援教
室の担任とも情報交換を通して、より具体的
な個別の対応をしていく。

児童は、おおむね自分も友達も大切にしていると感じてい
る。教師も、道徳の学習の質の向上を目指し、研鑽に励ん
でいる。ただ、日常生活の中で、友達とのトラブルは起こる
ことも多く、ケースに応じて素早く対応しているが、学校生
活の様々な場面で、引き続き子供たちの人を思いやる心を
醸成する必要がある。

縦割り班活動をさらに充実した内容にする
ため、各学年の役割等も決めながら、リー
ダーとしてのふるまいや、協力して取り組む
楽しさをさらに味わわせたい。また、自然や
文化についての学びを外部講師を通して学
ぶ機会を増やしていきたい。

児童は、基本的な生活習慣がしっかり身に付いていないこ
とや、SNSやYouTubeに多くの時間を使っていることがわ
かった。教師も、グッドモーニング６０分やノーメディア週間
の取組を行っているが、十分な効果が上がっていない。今
後、保健学習の充実や、児童が実感できる指導の工夫、保
護者への協力を求める工夫が必要である。

C

グッドモーニング６０分の効果を高めるた
め、3年生の保健学習に養護教諭が参加し
たり、ノーメディアの効果を高めるために、代
表委員会や保健委員会の活動を工夫したり
して取り組ませたい。何よりも、自分たちで
時間の管理ができるよう、日常的に指導を
行う。

・児童が自分を振り返り評価できる力を付
けているのはよいことだと思う。
・道徳の学習等で学んだことを自らの学校
生活で実践しようとしたり、豊かな心を育む
活動として評価できる。

B

児童同士が、お互いのよさに気付く取り組
みや、共に活動することを通してよさに気付
く機会を意図的に計画し、仲間意識を高め、
大切な存在であると感じられるよう、ねばり
強く指導を続けていく。また、自身の想いを
素直に表現できる環境を整えていく。

いじめの未然防止と早期
対応を推進し、問題行動に
素早く気付き対応し、安心
して通える学校運営の実
現

・人権教育プログラムの活用
・生活指導夕会での情報共有と素早い対
応、報連相の徹底
・いじめアンケートの確実な実施と日常から
の未然防止と早期対応
・ふれあい月間の取組

4 4

児童は、おおむね善悪の判断を付けることができ、いじめ
はいけないと感じている。しかし、2割の児童は自信をもて
ていないことが分かった。教師も人権について細心の注意
を図って児童と接している。今後も、善悪の判断、いじめは
いけないと感じられていない児童の指導について検討して
いく必要がある。

・いじめの発見や対応に迅速に対応してい
ると聞いて安心した。子供の心に残るよう
にならないよう、きめ細かく指導をしてほし
い。 B

善悪の判断に自信のない児童や、いじめを
止めることのできない児童の心情に寄り添
うためにも、日常から人権について考えさ
せ、誰もが不当に嫌な思いをしない環境を
目指す。また、SNSの不適切な利用を防ぐ
ためにも、年間計画にリテラシーの時間を十
分に設ける。

・SNS、YouTubeの代わりになるものをた
くさん提案できるといいと思う。やることが
ないから、安易に流れていると思う。
・子供自身が自らを守ることを自らの問題
として考え、代表委員会などで活動を工夫
することはよいことだと思う。

人や自然、文化との関わり
を通して、本物と出会い自
尊感情や自己有用感を高
める実践への取組

・ゲストティーチャーによる学び
・実践、体験的活動の充実
・栽培体験活動の実施
・縦割り班活動の充実 3 4

児童はおおむね人との関わりや自然体験に満足しているこ
とがわかる。教師も縦割り班活動やゲストティーチャーによ
る指導に積極的に取り組んでいる。本年度は3年生で自治
会の方と交流する機会をもつことができた。今後も、地域の
方やゲストティーチャーと交流する場面を増やし、人とのか
かわりの中で学ぶ本物体験を進めていきたい。

・地域との関係のよさがしっかり生かされて
いる取り組みだと思う。

B

・元気アップガイドブックを使って、自分の
体力の課題を知り、拝一小ピックで楽しく
運動に取り組んでほしい。

一人一人が自らの体力を
知り、自分に合った方法を
考え、体力向上に取り組む
児童の育成

・めあてが明確な学習の展開
・元気アップガイドブックを活用した、体力運
動能力調査の分析と、具体的な取り組みの
推進
・体育朝会の取組と授業での活用
・ミニ研修会の実施と活用

3 3

児童は、おおむね運動にすすんで取り組んでいると感じて
いる。教師も、元気アップガイドブックの活用の場面を設定
したり、拝一小ピックの取組を活性化させ、縦割り班での運
動遊びの場を設けたりすることができた。しかし、15％程
度の児童が不十分に感じていることから、今後も苦手意識
をもつ児童の意識改革に取り組んでいく必要がある。

心身ともに健康で、安全に
過ごすために、自己管理の
できるたくましい児童の育
成

・グッドモーニング６０分の取組
・ノーメディア習慣の取組
・安全､防災教育の確実な実施とふりかえり
の重視
・チャレンジ精神、ルール尊重、ファエプレー
の大切さを指導・実践

3 3

輝
く
未
来

自分のよさを見付け、仲間と
協力して活動し、苦手なこと
にも失敗を恐れず取り組み、
役に立つ喜びを自信につな
げ自己肯定感を高め、未来
に向けて夢と希望をもち実
現しようと努力する児童の育
成を目指す。

学級会活動をはじめ、全教
育活動における、キャリヤ
教育の充実

・学校生活への適応
・仲間づくり、集団の結束
・自らの役割の自覚
・年間指導計画に応じた、キャリア教育実践
の充実（キャリアルバムの活用）

3 3

B

体力調査の結果を基に、自身の体力につい
て考える元気アップタイムの活用をさら工夫
していきたい。また、運動の日常化につなげ
る校庭の利用について、アイディアを出し合
い、場の設定などを工夫したい。

食の大切さや健康につい
て学び、自らの健康につい
て考えることのできる取組

・お弁当の日に自ら考え取り組む
・保健指導から、自分の体についての学び
・健康教育（性犯罪等）への取組
・外部人材を招聘しての交流や講話や実技
指導の取組 3 3

児童は、おおむね食に関する学びを生活に活かしていると
感じている。教師も給食指導や保健指導を通して食や健康
についての指導に力を注いでいる。お弁当の日に関して
は、保護者の協力もありうまくいっているが、家庭によって
は子供との交流が難しい場合もあるため、給食課とも連携
して、食育指導を進めていく必要がある。

・お弁当作りは大変だか、親子で協力して
作ることは大切な取組だと思う。

B

安全指導の年間計画を適切に実施するこ
と、また、避難訓練や防災訓練を通して、自
らの行動を考える機会を儲け、自ら考え行動
できる力を養えるよう工夫したい。さらに、保
健指導や保健学習を通して、自身の健康や
性的な安全について考える機会を適切にも
ちたい。

健
や
か
な
体

健康で安全な生活について
自ら考え、仲間と協力して実
践しようと挑戦する、心身と
もに健康でたくましい児童の
育成を目指す。

児童はおおむね自分の生活を振り返り、よりよくしようと努
力していることがわかる。教師も仲間づくりや集団作りの工
夫を行い、学級活動において自分の役割を意識させ、学級
の仲間と課題の解決に取り組むことができた。今後も、キャ
リアルバムを通して自己を見つめ、よりよく生活していく意
欲をを高める工夫が必要がある。

・自分自身をよくしたいと考える児童が大
変多いという結果は素晴らしく、それこそが
「輝く未来」の源であると感じた。その思い
を勇気づける指導を高めていきたいという
教師の熱意に期待する。

B

学級活動を通して、問題解決を行い、よりよ
い学校生活を実現する力を高めていきた
い。また、クラブや委員会活動でも、自分た
ちのためにも学校のためにも、よりよいもの
を実現するために、活動を工夫する仕組み
を児童に提案していきたい。

幼・保・小・中の連携につ
いて、効果的な方法を検討
及び実践

・スタートカリキュラムの理解と推進
・年３回の中学校区の計画的な交流活動
・小中連携の具体的な方策の検討・実践
・幼・保との連携、交流活動 3 2

自分の得意なこと、向いていることを見付けられないと回
答した児童が21％程度いることが分かった。教師の取組
は、スタートカリキュラムの実践、幼保との連携に積極的に
取り組んだ。小中連携については、特別支援教育をテーマ
に今後も話し合いを進めていく予定である。子供たちが自
分に自信をもてるよう全教育活動を通して働きかけていき
たい。

・得意なことを言えるように、環境や声かけ
の工夫していただけるといいと思う。

C

学級の係活動、毎日の学習を通して、自分
の得意なことを意識できるような場面を意図
的に設定し、教師が勇気付ける指導をより
一層高めていきたい。また、キャリアルバム
の活動を工夫し、自己肯定感をもてる振り返
りや目標を立てられるような取り組みにした
い。

地域とのかかわり、ICT活
用した世界とのかかわりを
意識し、持続可能な社会づ
くりを意識した取組

・地域人材や環境を活用した学習
・タブレット端末の積極的な活用
・SNS家庭ルールの普及と、情報モラル教
育の充実
・環境をはじめとするSDG'sを意識した活動

3 4

児童は、地域や社会との触れ合う活動についておおむねよ
くできたと感じている。教師も地域人材やゲストティー
チャーを招聘する活動に積極的に取り組んだ。タブレットの
活用も日常的になってきているが、教師の得意不得意もあ
るため、引き続き研修を通して有用性を学んで行きたい。

・校長の話にあったように、本物の職業人
のお話を聞く機会の提供が素晴らしい。
・外部の力を使うことは大変よい取り組み
だと思う。 A

外部の方との交流を通して、本物の体験や
交流から学ぶ素晴らしさを実感させたい。ま
た、タブレット活用の年間計画を見直し、さら
に子供たちが必要に応じて活用できるよう
にしていきたい。さらに、社会とのつながりを
考えられる学種の充実を図りたい。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 3％のA層の増加と５％のD層の減少

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 2％のA層の増加と４％のD層の減少

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 １％のA層の増加と３％のD層の減少

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 0％以下のA層の増加とD層の減少
4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 「思考・判断・表現」の評価B以上70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 「思考・判断・表現」の評価B以上60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 「思考・判断・表現」の評価B以上50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 「思考・判断・表現」の評価B以上50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 授業で学んだことを生活や社会に生かそうとする児童70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 授業で学んだことを生活や社会に生かそうとする児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 授業で学んだことを生活や社会に生かそうとする児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 授業で学んだことを生活や社会に生かそうとする児童50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 いじめ・暴力の未解決０件
3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 いじめ・暴力の未解決１件
2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 いじめ・暴力の未解決２件
1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 いじめ・暴力の未解決３件
4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 自分たちで学級・学校を創っていると感じる児童70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 自分たちで学級・学校を創っていると感じる児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 自分たちで学級・学校を創っていると感じる児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 自分たちで学級・学校を創っていると感じる児童50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 学校のきまりを守っていると実感する児童70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 学校のきまりを守っていると実感する児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 学校のきまりを守っていると実感する児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 学校のきまりを守っていると実感する児童50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 運動が好きになったと実感できる児童70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 運動が好きになったと実感できる児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 運動が好きになったと実感できる児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 運動が好きになったと実感できる児童50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 Ｔスコアを都平均以上にする。
3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 Ｔスコアを都平均にする。
2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 Ｔスコアを都平均より-1％にとどめる。

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 Ｔスコアを都平均より-2％にとどめる。

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 生活改善を実感する児童70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 生活改善を実感する児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 生活改善を実感する児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 生活改善を実感する児童50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 地域に愛着をもつ児童70％以上
3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 地域に愛着をもつ児童60％以上
2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 地域に愛着をもつ児童50％以上
1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 地域に愛着をもつ児童50％未満
4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 社会貢献しようと考える児童70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 社会貢献をしようと考える児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 社会貢献をしようと考える児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 社会貢献をしようと考える児童50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 将来への夢や希望がもてたと実感できる児童80％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 将来への夢や希望がもてたと実感できる児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 将来への夢や希望がもてたと実感できる児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 将来への夢や希望がもてたと実感できる児童50％未満

A

昭島市民科の学習において、地域貢献に結
びつくところまで計画を修正していく必要があ
る。

体験活動を充実させ、社会
の多様な課題への関心・意
欲を高める。

自らの将来の進路を意識で
きる学習を実施する。 ４ 3

取組指標である教員の指導におい
て、体験活動を重視していることが
結果として出ているが、成果指標に
おいて、「将来への夢や希望をもっ
ている」と答える児童の割合が低
い。

東京交響楽団を招聘し、体験活動
ができたことなど、児童に様々な体
験活動ができる機会を、今後も提供
できるようにしてほしい。 B

児童が将来に対して、より夢や希望がもてるよ
う、家庭と学校での連携の在り方を検討する。

今までの取組が結果に結びつい
ているため、体育部を中心に、さら
なる工夫改善をしていく。

B

体育部と保健部で協力したグッドモーニング
60分の取組が令和5年度より始まったことか
ら、保健部の「すっきりカード」と体育部の「元
気アップカード」を活用して生活習慣の改善を
保護者の協力も得ながら推進していく。

輝
く
未
来

昭島市民科や各教科等の充
実を図り、地域を担う市民と
しての愛着を育てる。

地域に根差した昭島市民科
や各教科等の授業を展開す
ることで地域に愛着をもつ児
童を育成する。

4 4

本校児童の地域に対する愛着は、全国学
力・学習状況調査の結果からも強いことが
分かっている。また、教職員も昭島市民科
を通して、地域に根ざした授業展開や学
習内容を設定していることがその要因であ
ると考えられる。

地域への関心の高まりは評価でき
る。また、その関心の高まりが、
年々、向上していることがよい。

家庭と連携して、児童の基本
的な生活習慣の確立を図
る。

「グッドモーニング60分」を計
画的に活用し、児童自身が
生活改善の大切さを意識し
実感できるようにする。

4 4

結果よりグッドモーニング60分の取
組は、全教職員に浸透していると
は言えない。また、生活改善を実感
している児童の増加が見られない。

全教職員への周知が必要である。

A

昭島市民科の授業実践が、さらに定着するよ
うに、本校では市民科週間を毎学期設定し、
その学習の成果を発表する機会を設けてい
る。その取組を今後も継続していく。

●ＳＤＧｓの達成のために社会を変革
する主体者として、家庭生活から変え
ていこうとする態度を育てる。
●地域人材を活用し、人との関わりの
中で学ぶ機会を充実させる。（感染状
況による）

●ＳＤＧｓの達成のために、家庭生活を
実際に改善しようと行動に移すことがで
きる児童を育成する。
●地域人材を活用した体験活動を実
施し、社会貢献しようと考える児童を育
成する。

4 4

昭島市民科の学習では、広い視点をもって、身近な

家庭や地域から社会を、よりよい方向に変えていくよ

うな学習内容を設定していることが、取組指標に表れ

ている反面、成果指標である児童の意識は、「社会

貢献をしたい」と考えるまでには十分育っていないこ

とが分かる。

関心から、実際の行動へつなげて
いくことを意識的に指導計画に盛り
込んでいることは評価できる。

教職員と児童とで、きまりの意味を考えるだけ
でなく、さらに、児童会や児童相互でお互いが
過ごしやすい学校を作り上げていくことができ
るように、一層指導をしていく。

健
や
か
な
体

（体）
自らすすんで心と体を
きたえ、たくましく生き
る児童の育成

拝二小版スタンダード体育編
を共通実践し、体育科の授
業充実を図る。

コオーディネーショントレーニ
ング及び、拝二小版授業力
スタンダード体育編ver.2を共
通実践し、体育科の授業充
実を図る。

4 4

コオーディネーショントレーニング
は体育科の授業に浸透してきてい
る結果は表れている。

本校の体力向上は、他校と比較して
も高いことが分かる。現状をいかに
維持し、さらなる向上を目指すか検
討を要する。

学校の決まりを守る風土を創
り上げる。

学校の決まりの意味・意義を
理解させ、守らせる。 4

4

年度や学期の始めにおいて全校
で統一した「学校のきまり」を指導し
ている。また、問題行動が見られた
際においても、決まりの意味や意
義を児童に説いている。

校内では児童は、きまりを守って行
動している。家庭との連携を今以上
に深めていくことで、一層の効果が
望める。

A

コオーディネーショントレーニングを、さらに体
育の授業に浸透させていくために、拝二小版
授業力スタンダード体育編ver.2の共通実践を
進めていく。

児童の課題に応じた様々な
運動に親しませる場を設定
し、運動能力の向上を図る。

体力調査（プレ・ポストテスト）
の結果に基づく課題分析・解
決策の共通理解と共通実践
をする。

4 4

「元気アップカード」の活用と体力
テストの振り返り、また朝のラジオ体
操、コオ－ディネーショントレーニン
グの実践が結果につながってい
る。Tスコアは、ほとんどの学年で全
国平均を上回っている。

上に同じ。

B

不登校児童に対しては継続して、児童と社会
のつながりが断たれることのないように全教職
員で取り組んでいく。また、いじめに関する案
件においては、解決したものに対しても継続し
て注視していく。

学校生活を自ら創り上げる児
童を育成する。

「拝二小学級力スタンダード
ver.2」を基に、児童自らが学
校生活を築けるようにする。
児童会選挙を実施する。

4 4

児童会活動や児童会選挙、また、各行事
において、実行委員会を設置し、児童が
中心となって学校を創っていく機会を設け
てきた成果が表れている。また、学級力ス
タンダードver.2を活用し、学級も児童が考
え、課題を見いだし改善する機会を設け
てきた。

本校は児童会選挙もあり、児童の
「学校を創っている」意識は高いと
考える。

A

今後も、左記の取組を継続すると共に、更なる
児童中心の学校作りをすすめていく。

豊
か
な
心

（情）
自らのよさを見つめ、
他者を尊重し、共によ
りよく生きようとする児
童の育成

不登校児童を減らし、すべて
の児童が安心して登校でき
る学校にする。

不登校アセスメントを丁寧に
とり、児童・保護者の声や思
いを十分にくみとれるように
教員の感受性を高める。

4 3

いじめ・不登校対策委員会を毎月
設定し、個別の案件に対して、きめ
細かに対応してきているが、未解
決の案件がある。また、解決した案
件においても、継続して注意を払っ
ていく必要がある。

前年と比較して、いじめの
件数が減少したことはよい
が、０を目指していくことを
臨む。

B

A

4 4

授業改善推進拠点校の研究を令和3年度
から3年間実施してきた。その取組の中
で、10チャレを全学年で年間を通して全
学年が実施してきた成果が表れつつあ
る。しかし、継続した指導がまだ必要であ
ると、取組指標（75ポイント）からも分かる。

継続した指導を望む。

B

10チャレをはじめ、文章表現を児童がする前
に、教員が文章表現のプロセスを理解した適
切な指導を授業全般を通して実践していく。

学んだことを日常生活に生
かしたり、自分の周りの社会
に役立てたりしようとする児
童を育成する。

昭島市民科、各教科、特別
活動、「特別の教科　道徳」
全体を通じて児童がセルフ
モニタリング及びセルフコント
ロールする場を設定する。

4 4

全教職員が主に学びのスパイラルや、そ
の中の学習感想において「授業で学んだ
ことを生活に生かす」ことを意図的に指導
してきた。しかし、成果指標（77ポイント）は
まだ、改善の余地があることを示唆してい
る。

授業で学んだことは、生活に生かす
ことで初めて意味がある。

B

学んだことを児童が、いかに生活に生かそうとするのか
を、昭島市民科を中心に据えて、各教科、特別活動、
特別な教科　道徳を通して指導していく。また、校内研
究の中心テーマに設定し、全校を挙げて取り組む必要
もある。また、「学習の振り返り」の時間を確保し、セルフ
モニタリング、セルフコントロールする力を育成する。

令和５年度　 昭島市立拝島第二小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

（意）
自らすすんで挑戦し、
最後までやり遂げるこ
とができる児童の育成

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

（知）
自ら学び考え判断し、
協働して問題を解決す
ることができる児童の
育成

「拝二小授業力スタンダード
20ver.4」を基に、児童が自身
の学びの成果を実感できるよ
うに指導する。

日々の授業を充実させ、学
力調査（プレ・ポストテスト）の
AB層を引き上げ、ＣＤ層の
引き下げを図る。

4

学校教育目標
○よく考える子（知）
○心ゆたかな子（情）
○元気な子（意）（体）

ビジョン

〇「子供の成長」を教育活動の中核に置き、連携・協働する学校　〇「チーム」一丸で教育活動を推進する学校

〇自らの人生（運命）を自らの力で切り拓き、これからの社会の創造を担える児童～グローバルに考え、ローカルに実践する子～

〇「チーム拝二」の一員として、自らすすんで学び、高め合い、協働して職務を遂行する教師　〇子供のよさや可能性を伸ばせる教師集団

4

「拝二小授業力スタンダードver.4を基に全
教員が授業を実施してきた。（92ポイント）
成果指標の基となるポストテストは2月に実
施予定であり、その結果を評議員の方々
に示し、今後の具体的方策を立てる。

学力向上を目指して、「拝二小授業
力スタンダードver.4を基に全教員が
授業を実施してきた成果が出てい
る。東京都平均以上の得点がとれた
ことは評価できる。

A

拝島二小の全学年に共通している課題として、学力の
二極化が挙げられる。「誰も取り残さない。」という理念を
大切にすると共に、授業改善推進拠点校の取組を、3
年間の取組だけで終わらせることなく、継続していくこと
で確かな学力を定着させる必要がある。

言葉の力で獲得した知識を
生かして自分の思いを論理
的に表現できる児童を育成
する。

指導計画のPDCAサイクル化
を図り、児童が考えを深め、
表現する場を意図的・計画
的に設定する。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全ての教員が、児童が主体的な授業を行った 4 児童アンケートで「主体的に学習した」が８割以上

3 ８割以上の教員が、児童が主体的な授業を行った 3 児童アンケートで「主体的に学習した」が７割以上

2 ７割の教員が、児童が主体的な授業を行った 2 児童アンケートで「主体的に学習した」が６割以上

1 児童が主体的な授業を行った教員が７割以下であった 1 児童アンケートで「主体的に学習した」が６割未満

4 ユニバーサルデザインチェックリストの全てに取り組んだ。 4 児童アンケートで「分かりやすい」が８割以上

3 ユニバーサルデザインチェックリストの８割以上に取り組んだ。 3 児童アンケートで「分かりやすい」が７割以上

2 ユニバーサルデザインチェックリストの７割以上に取り組んだ。 2 児童アンケートで「分かりやすい」が６割以上

1 ユニバーサルデザインチェックリストの７割以下にしか取り組めなかった。 1 児童アンケートで「分かりやすい」が６割未満

4 全ての教員が、タブレットを用いたオンライン授業を行うことができる。 4 児童アンケートでオンライン授業への肯定的な評価が8割以上

3 ８割の教員が、タブレットを用いたオンライン授業を行うことができる。 3 児童アンケートでオンライン授業への肯定的な評価が７割以上

2 ７割の教員が、タブレットを用いたオンライン授業を行うことができる。 2 児童アンケートでオンライン授業への肯定的な評価が６割以上

1 ６割の教員が、タブレットを用いたオンライン授業を行うことができる。 1 児童アンケートでオンライン授業への肯定的な評価が６割未満

4 全ての教員が、生活スタンダードやガイドラインに基づく指導を行った 4 QUの結果で安定感のある学級が３割以上

3 ８割の教員が、生活スタンダードやガイドラインに基づく指導を行った 3 QUの結果で安定感のある学級が２割以上

2 ７割の教員が、生活スタンダードやガイドラインに基づく指導を行った 2 QUの結果で安定感のある学級が１割以上

1 ６割の教員が、生活スタンダーやガイドラインに基づく指導を行った 1 QUの結果で安定感のある学級が１割未満

4 全ての教員が、道徳の時間の指導を改善した 4 児童アンケートで「学校が楽しい」が８割以上

3 ８割の教員が、道徳の時間の指導を改善した 3 児童アンケートで「学校が楽しい」が７割以上

2 ７割の教員が、道徳の時間の指導を改善した 2 児童アンケートで「学校が楽しい」が６割以上

1 ６割の教員が、道徳の時間の指導を改善した 1 児童アンケートで「学校が楽しい」が６割未満

4 全ての学級が、週１回以上学校図書館を利用した。 4 ８割の児童が年間２０冊以上の本を借りた

3 ８割の学級が、週１回以上学校図書館を利用した。 3 ７割の児童が年間２０冊以上の本を借りた

2 ７割の学級が、週１回以上学校図書館を利用した。 2 ６割の児童が年間２０冊以上の本を借りた

1 ６割の学級が、週１回以上学校図書館を利用した。 1 年間２０冊以上の本を借りた児童が6割未満

4 全教員が体力向上プランを活用した指導を行った 4 児童アンケートで「運動が楽しい」が８割以上

3 ８割以上の教員がプランを活用した指導を行った 3 児童アンケートで「運動が楽しい」が７割以上

2 ７割以上の教員がプランを活用した指導を行った 2 児童アンケートで「運動が楽しい」が６割以上

1 ７割未満の教員がプランを活用した指導を行った 1 児童アンケートで「運動が楽しい」が６割未満

4 全教員が元気アップカードを活用した指導を行った 4 ７割以上の児童が目標を達成している

3 ８割以上の教員が元気アップカードを活用した指導を行った 3 ６割以上の児童が目標を達成している

2 ７割以上の教員が元気アップカードを活用した指導を行った 2 ５割以上の児童が目標を達成している

1 ７割未満の教員が元気アップカードを活用した指導を行った 1 ５割未満の児童が目標を達成している

4 全ての教員が、安全指導を計画的に行った 4 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価８割以上

3 ８割の教員が、安全指導を計画的に行った 3 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価７割以上

2 ７割の教員が、安全指導を計画的に行った 2 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価６割以上

1 ６割の教員が、安全指導を計画的に行った 1 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価６割以下

4 全ての学級が、タブレットPCでの意見共有を行った 4 児童アンケートで「話し合い活動が楽しい」が８割以上

3 ８割以上の学級が、タブレットPCでの意見共有を６行った 3 児童アンケートで「話し合い活動が楽しい」が７割以上

2 ６割以上の学級が、タブレットPCでの意見共有を行った 2 児童アンケートで「話し合い活動が楽しい」が６割以上

1 タブレットPCでの意見共有を行った学級が6割未満 1 児童アンケートで「話し合い活動が楽しい」が６割未満

4 全学年で外部人材を活用した授業を実施した 4 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価８割以上

3 8割以上の学年で外部人材を活用した授業を実施した 3 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価７割以上

2 ６割以上の学年で外部人材を活用した授業を実施した 2 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価６割以上

1 外部人材を活用した授業を実施した学年が６割未満 1 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価６割以下

4 PTAや地域と年４回以上の連携ができた。 4 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価８割以上

3 PTAや地域と年３回以上の連携ができた。 3 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価７割以上

2 PTAや地域と年２回以上の連携ができた。 2 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価６割以上

1 PTAや地域との連携は年２回以下だった。 1 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価６割以下

A
引き続き具体的方策の
徹底を図っていく。

　保護者や地域と連携
し、行事活動を充実させ
る。

①PTAや地域と連携して運
動会・学習発表会・研究発
表会を行う。
②PTAや地域と連携し安全
見守り活動の強化を行う。

4 4

PTAと順調に連携を進め
ることができている。地域
のお祭りも復活しつつあ
る。

できることから無理せず
に、徐々に楽しく地域と
活動してほしい。

A
引き続き具体的方策の
徹底を図っていく。

元気アップカードの活用
の徹底を引き続き指導し
ていく。

A
引き続き具体的方策の
徹底を図っていく。

輝
く
未
来

　話し合い活動の指導を
計画的に進め、自分たち
の問題を自力で解決する
力を育む。

①学級会活動（年１０回以
上）
②課題解決型学習の重視
③タブレットPCの活用

4 4

児童アンケートで94．1％の児
童が「話し合い活動が楽しい」
と回答した。タブレットPCの活
用OJTも１学期に実施してい
る。

話し合い活動が楽しいと
いう評価が出ているのは
素晴らしいと思う。

　安全教育を系統的に進
め、自分の命を自分で守
る力を育む。

①安全教育全体計画改訂（８月・２月）
②避難訓練の改善（年１１回）
③安全指導日の指導（年１１回）

4 4

避難訓練の改善を行い、警察
と連携した不審者対応訓練や
管理職不在時を想定した訓練
を行った。

中休みや多くの教員に
周知しない訓練は緊張
感があり効果的であっ
た。

A

全ての学級がタブレット
PCでの意見共有の授業
を行うよう、引き続きICT
活用推進に努める。

　教育活動を通して外部
人材と交流体験できるよう
にする。

①各学年で外部人材を活用
した授業を計画
②コロナ禍においても実現
可能な交流プログラムの作
成

4 3
全学年で外部人材を活
用した授業を行うことが
できている。

外部人材はもちろん内
部の人材もしっかり活用
できているのが素晴らし
い。

全体として図書館利用は順調
であるが、高学年の貸出冊数
が少ない傾向が続いている。
高学年への働きかけを強化す
る。

健
や
か
な
体

学校全体として、組織
的・計画的に、健康を
保持し、自ら体力を高
める態度を育みます

　運動能力テストの結果
を基に作成する体力向上
プランに基づき、系統的
な指導を進める。

①体力向上プラン（９月改訂）
②コロナ禍でも可能な運動の推進
③運動週間（年３回）
④本領発揮プログラムの活用

4 4
児童アンケートでは
81.8％の児童が「運動は
楽しい」と回答している。

楽しいと感じていないお
よそ2割の児童に楽しい
と感じさせる取組に期待
します。

　学校図書館を活用し、
読書の啓発に取り組む。

①学校図書館の利用（週１
回）
②読書旬間の実施（年３回）
③人権教育を推進する図書
の購入

3 4
１２月末時点で、一人平
均２５冊以上の本を借り
た。

タブレットを使って電子
図書を活用すると高学
年の読書も増えるのでは
ないか。

A

体力向上プランを作成
し、体力テストの課題に
沿った系統的な指導を
行っていく。

　日常的な運動習慣の確
立を図り、健康な生活を
目指す。

①元気アップカードの活用
②家庭への啓発活動（毎月）
③学校保健委員会（年１回） 4 4

元気アップカードを活用
した指導を実施し、１０月
１６日に学校保健委員会
開催した。

中休みの有効利用や教
師の声掛けなど工夫を
感じる。更なる取組の推
進を期待したい。

B

具体的方策の継続と共
に挨拶運動の強化を行
い、豊かな心の醸成に
努めていく。

　教育活動全体を通し
て、道徳的実践力を身に
付けさせる。

①道徳授業地区公開講座
②評価に関わるＯＪＴ研修
③児童が考え議論する道徳

4 4

児童アンケートでは90.4％の
児童が「学校は楽しい」と回答
している。１学期に道徳の評価
に関するOJT研修を行った。

道徳を学校生活に結び
付けていく細やかな指導
に期待している。

A
児童が考え議論する道
徳を推進する。

豊
か
な
心

学校全体として組織
的・計画的に、豊かな
心を醸成します

　児童の自己肯定感を高
め、個々の良さを発揮で
きるように、学級活動を実
施する。

①校内研究の推進
②生活スタンダードの徹底
③QUテストの活用

4 4

１２学級中６学級が安定感のあ
る学級であった。生活スタン
ダードの徹底により、学校がと
ても落ち着いている。

心身ともに成長する6年
間、学校生活を通じて情
緒を大切に育んでもらい
たい。

A

B

4 4

全ての学級でユニバーサルデ
ザイン化を推進し、児童アン
ケートで「分かりやすい」が
91％となった。

誰にでも分かりやすいユ
ニバーサルデザインの
取組は評価できる。

A

本領発揮プログラムをは
じめとする具体的方策の
一層の徹底を推進して
いく。

　タブレットPCの積極的な
活用とキャリア教育の推
進

①プログラミング学習に関わ
る授業（年５回以上）
②キャリア・パスポートに関わ
る指導（年３回）
③オンライン授業（年３回）

4 4

年３回のオンライン授業を
実施した。アンケートでは
84.3％の児童が肯定的な
評価であった。

タブレットの活用をさらに
推進してほしい。プログ
ラミング推進も期待した
い。

A
引き続きタブレットPCの
積極的活用を推進する。

令和５年度 昭島市立拝島第三小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

学校全体として組織
的、計画的に、将来を
見つめ社会を担う力を
育てます

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

学校全体として組織
的・計画的に、確かな
学力を育みます

　学習状況を把握し、「主
体的・対話的で深い学
び」の指導を充実、学力
向上を図る。

①「問題解決の型」の徹底
②「学習スタンダード」の徹
底
③朝学習の週５回実施
④ＩＣＴ機器の活用

4

学校教育目標
　〇かしこく
　◎やさしく
　○つよく

ビジョン

・子供にとって安全・安心の学校　・保護者や地域とともに子供を育てる学校　・教職員が互いに高め合う学校

・よく考え工夫する児童　・相手のことを考え、助け合う児童　・明るく元気な児童

・質の高い指導を創造できる教師　・児童同士、教師同士が響き合い、感動とあこがれを創出できる教師　・児童、保護者、地域に貢献する仕事であることを自覚する教師

4

１１月の調査で主体的に学
習したと回答した児童は
92.4％となり、１学期より20
ポイント以上、上昇した。

１学期より20ポイント以上
アップしたことは素晴らし
いことである。

A
高学年を中心に教科担
任制を推進し、専門性を
高めた教科指導を行う。

　授業のユニバーサルデ
ザイン化を推進し、学習
意欲と学力の向上を図
る。

①子どもにやさしい教室環境
②子どもにやさしい学習環境
③子どもにやさしい授業
④本領発揮プログラムの活用



 



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 毎時間目標を明示し、振り返りを工夫した。 4 「授業をよく理解できた」と答える生徒が90％以上

3 ８割以上の授業で目標を明示し、振り返りを工夫した。 3 「授業をよく理解できた」と答える生徒が70％以上

2 ５割以上の授業で目標を明示し、振り返りを工夫した。 2 「授業をよく理解できた」と答える生徒が50％以上

1 目標を明示し、振り返りを工夫した授業は5割未満 1 「授業をよく理解できた」と答える生徒が50％未満

4 ９割以上の授業で表現力指導を徹底した。 4 「表現力がついた」と答える生徒が90％以上

3 ８割以上の授業で表現力指導を徹底した。 3 「表現力がついた」と答える生徒が70％以上

2 ５割以上の授業で表現力指導を徹底した。 2 「表現力がついた」と答える生徒が50％以上

1 表現力指導を徹底した授業は５割未満。 1 「表現力がついた」と答える生徒が50％未満

4 学習習慣定着のための指導を確実に実施した。 4 家庭学習の時間が「４時間以上」が最も多い

3 学習習慣定着のための指導を概ね実施した。 3 家庭学習の時間が「４時間未満」が最も多い

2 学習習慣定着のための指導を時々実施した。 2 家庭学習の時間が「３時間未満」が最も多い

1 学習習慣定着のための指導をほとんどできなかった。 1 家庭学習の時間が「２時間未満」が最も多い

4 認め、褒める指導の実践が定着した。 4 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が80％以上

3 傾聴､共感､認めるから助言につなげた。 3 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が60％以上

2 傾聴､共感をし､認める努力をした。 2 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が40％以上

1 傾聴せずに､すぐ指導・説諭をする。 1 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が40％未満

4 様々な場面で内容項目を価値付けて指導した。 4 道徳の授業で自分の考えを深められた生徒が８０％以上。

3 発問を工夫することで内容項目を深められた。 3 道徳の授業で自分の考えを深められた生徒が６０％以上。

2 教材研究で内容項目を理解したが十分深められなかった。 2 道徳の授業で自分の考えを深められた生徒が４０％以上。

1 教材研究で内容項目の理解が不十分だった。 1 道徳の授業で自分の考えを深められた生徒が４０％未満。

4 いじめ問題にすぐに対応し、早期解決を図った。 4 落ち着いて安心して学校生活ができている生徒が90％以上

3 いじめ問題にすぐに対応したが、対応は継続している。 3 落ち着いて安心して学校生活ができている生徒が80％以上

2 いじめ問題の対応が遅れたが、解決できた。 2 落ち着いて安心して学校生活ができている生徒が70％以上

1 いじめ問題の対応が遅れ、解決できていない。 1 落ち着いて安心して学校生活ができている生徒が70％未満

4 生徒の目標達成のために積極的に支援した。 4 体力テストで全学年が都標準以上

3 生徒の目標達成のために支援した。 3 体力テストで２つの学年が都標準以上

2 生徒の目標を理解し助言した。 2 体力テストで1つの学年が都標準以上

1 生徒の目標を十分把握できなかった。 1 体力テストで全学年が都標準未満
4 命の大切さと安全・安心な学校生活を指導・徹底している。 4 命の大切さを理解し、自助・公助の精神が身に付いた。

3 命の大切さと安全・安心な学校生活を指導している。 3 命の大切さを理解し、自助・公助の大切さを理解した。

2 命の大切さと安全・安心な学校生活を心がけている。 2 命の大切さを理解し、自助を心がけている。

1 命の大切さと安全・安心な学校生活を指導できていない。 1 命の大切さを理解し、自助について理解した。

4 ＳＮＳルールの徹底を家庭に指導した。 4 ＳＮＳルールが定着した生徒が80％以上

3 ＳＮＳルールを学級で指導･徹底した。 3 ＳＮＳルールが定着した生徒が50％以上

2 ＳＮＳ家庭ルールの作成を家庭に指導した。 2 ＳＮＳルールを意識している生徒が50％以上

1 ＳＮＳ学校ルールを学級で指導した。 1 ＳＮＳルールを意識している生徒が50％未満

4 定期面談・随時面談・QUのすべてを活用、実施した。 4 先生に相談すると安心できる生徒が80％以上。

3 定期面談・随時面談を実施した。 3 先生に相談すると安心できる生徒が60％以上。

2 定期面談のみ実施した。 2 先生に相談すると安心できる生徒が40％以上。

1 定期面談・随時面談・QUのいずれも活用、実施できなかった。 1 先生に相談すると安心できる生徒が40％未満。

4 キャリア教育を通して夢を実現する計画づくり指導した。 4 将来の夢に向けて具体的に計画を作成した。

3 計画的キャリア教育で将来の自分を考えさせた。 3 将来の夢について考え、目標を持つことができた。

2 キャリア教育を通して自己の良さや適性を考えさせた。 2 将来の夢を自分で考えることができた。

1 キャリア教育を通して働くことの大切さを考えさせた。 1 将来のことをほとんど考えることができなかった。

4 日常的な特別支援教育の啓発と推進を実践した。 4 先生は一人一人のことを考えてくれると感じる生徒が80％以上。

3 日常的な特別支援教育を理解し実践した。 3 先生は一人一人のことを考えてくれると感じる生徒が60％以上。

2 日常的な特別支援教育を理解した。 2 先生は一人一人のことを考えてくれると感じる生徒が40％以上。

1 日常的な特別支援教育の理解が不十分だった。 1 先生は一人一人のことを考えてくれると感じる生徒が40％未満。

学校経営重点計画（教育推進計画）計画表

B

小中９年間の計画的な
キャリア教育を行い、夢
をもつことの意義を常に
伝えていく。

生徒理解に基づいた
個への配慮が必要な
生徒への支援の充実

特別な支援を要する生
徒への適切な対応、保
護者との連携と合理的
配慮の推進

3 3

特性を理解して生徒と向き
合っている。個に応じた対
応を保護者と密に共有して
いる。

＊周囲の生徒の理解が
必要
＊保護者との連携でより
よい教育環境づくり

B
教育相談委員会の充実
と確実な生徒理解及び
共有を大切にする。

様々な安全教育及び道徳
科の指導を通して、命の尊
さを教師・生徒・保護者と共
に考えていく。

B

SNSルールの見直しとと
もに、学校及び家庭で
の徹底に力を入れ、生
徒の道徳性を高める。

B

定期的な面談では、教
員間での共有を大切に
する。日常の生徒との関
わりを大切にする。

毎月の生活アンケートの
結果を基に、問題の早
期発見、早期解決に努
める。

3

体力調査の結果から、個人
目標を設定できた。長距離
走の取組で持久力の高まり
を感じる。

＊コロナ明けで体力づく
りに力を入れてほしい
＊個人目標の設定でモ
チベーションの維持

いじめ問題への適切な
対応と自立支援を基盤
とした個に応じた不登
校対策の充実

月毎の生徒理解調査
の実施、学校と関係機
関との連携、校内委員
会の実施

4 3

輝
く
未
来

年間を通じた計画的な
教育相談面談の実施
と教師によるカウンセリ
ングの充実

面談指導の計画的な
実施、個の課題解決を
支援する個別の会話・
面談や言葉かけ

3 3

日頃の関わりの中で相談し
やすい雰囲気づくりをして
いる。会話の中から生徒の
変化に敏感でいる。

＊生徒一人一人への教
員の苦労には感謝

ＳＮＳの活用について
考え、規則正しい生活
を送らせる。

ＳＮＳ学校ルールの定
着及び家庭ルールの
作成・定着を徹底す
る。

3 3

学級活動や三者面談等で
ＳＮＳルール策定指導を
行った。家庭での使用時間
に課題がある。

＊ルールの徹底・周知のた
めに家庭との連携・協力を
得る理解教育大事
＊ルールの見直し必要

キャリア教育の計画的
な推進と夢の実現に向
けて努力する生徒の
育成

適切な進路指導計画
の作成と計画的な推
進、キャリアルバムの
活用

3 3

職場体験が将来の夢を考
えるきっかけになった。総
合や学活の時間を有効に
活用している。

＊職場体験の準備は大
変ですが、ぜひ継続して
ほしい

健
や
か
な
体

心身共にたくましく、健
やかな生徒の育成を
図り、健康・安全で活
力ある生活を送るため
の基礎を培う。

体力向上と生涯にわ
たってスポーツに親し
む態度の育成

体力向上の個人目標
を設定する。保体授業
TTや男女共習授業と
部活動を充実する。

3 B

体育の授業及び運動部
活動で、体力向上個人
目標を設定し、その支援
を行う。

安全教育・防災教育の
推進と命を大切にする
心の教育のを推進す
る。

安全指導の計画的な
実施。自殺予防教育・
がん教育・薬物乱用防
止教育の実施。

3 3

他人を傷付ける言葉への
指導を丁寧に行った。道徳
の授業を中心に指導を続
ける。

＊言葉を大切にする指
導に共感する
＊命の大切さを訴え続
ける

B

自尊感情を育むため
に、一人一人の存在を
大切にし、認め伸ばす
指導を続ける。

考え、議論する道徳授
業を実践し、よりよく生
きる心を育てる。

①内容項目を理解し、議
論や発問の工夫を行う。
②全教科で内容項目に
関連付けて指導する。

3 3

議論する時間を毎時間設
定している。他の生徒の発
言に気付かされて考えを深
めている。

＊相手を尊重して話合う
力は大切です
＊ディベート力も必要

B

教師の人間味ある指導
の下、生徒と共に考え、
悩み、感動する道徳授
業を実践する。

豊
か
な
心

全教育活動を通じて、
人権教育・心の教育を
推進し、自立した人間
として、他者とともによ
りよく生きるための基盤
となる豊かな人間性を
育む。

全教育活動を通じて生
徒の努力を認め、自己
有用感を育み自尊感
情を高める。

傾聴・共感して認め、
助言し実行させて褒め
る指導を徹底する。

4 3

授業中、学活中、部活
動など様々な場面で、
認め褒めることを実践し
ている。

＊自己肯定感を高める
指導とともに不正に対す
る適切な指導も続ける

B

A
即時対応をすることで早
期開設につながってい
る。

＊安心して学校生活を送
れる生徒を１００％にする
＊不登校生徒を含めて未
然防止は大事

3

発言しやすい雰囲気作
りが大切。ＩＣＴ活用によ
り思考力、表現力の高ま
りを感じる。

＊ICTの効果的な活用と
注意点を共有する
＊パワポ発表等の機会
を増やす

B

他者に伝える力のを育成
するために、ICTの活用は
継続して工夫する。発言や
書く活動も大事にする。

主体的に学習に取り組
む態度の育成と家庭
学習の定着

シラバスの活用と各教
科での学習課題の明
確な提示と評価

2 2

課題を与えれば取り組
むが、自ら課題を見付け
て取り組むことができな
い。

＊グループでの相互評
価で課題を抽出する
＊すすんで取り組む意
識の醸成が必要

C
家庭学習をしようと思う
課題の設定を各教科で
工夫する。

令和５年度 昭島市立昭和中学校　

学習や生活の基盤とし
て、教師と生徒との信
頼関係を築き、生徒一
人一人に応じた指導・
支援を図る。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

基礎的・基本的な知識
や技能の習得、思考
力・判断力・表現力等
を育成し、主体的に学
ぶ態度の育成と学び
に向かう力と人間性等
を養う。

目標の明示と振り返り
の活用から指導と評価
の一体化による学力の
定着させる。

学習目標の提示し振り
返りを工夫することで、
学習理解を深める。

3

学校教育目標
・自ら考えともに学び、積極的に行動する生徒
・互いの人格を尊重し、思いやりのある生徒
・心身ともに健康な生徒

ビジョン

生徒が「①進歩や成長を実感、②自己実現を図る、③夢や希望を実現する、④安心・安全に生活できる」場

①意欲的、主体的に取り組む、②あいさつができ、思いやりがある、③自らの力で進路を切り拓く、④心身ともに健康である

①生徒一人一人を大切にする、②高い指導力をもつ、③信頼される、④組織の一員として職務にあたる、⑤昭和中を愛する

3

効果的なので継続す
る。
ねらいが曖昧にならない
よう気を付ける。

＊目標と振り返りは今後
も継続してほしい
＊結果に差がある場合
の対応が大切

B

＊目標を明らかにし、丁寧
に振り返る授業の実践
＊振り返り後の対応は個別
に行う.

思考力・判断力・表現
力の育成を図り、自分
の考えを他者に伝える
力を育む。

書くこと、発表すること
やICTの活用により、
表現力を意識した授業
の実践する。

3



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 深まりにつながる４ステップ授業を行った 4 授業が分かりやすく､深まりを感じる生徒が90%以上

3 「深める」ための指導の工夫を行った 3 授業が分かりやすく､深まりを感じる生徒が80%以上

2 ｢広げる｣ための指導の工夫を行った 2 授業が分かりやすく､深まりを感じる生徒が50%以上

1 個と集団を意識した授業を行った 1 授業が分かりやすく、深まりを感じる生徒が50%未満

4 深く読み､表現する授業を毎時間展開した 4 考え発表する体験が多いと感じた生徒が80％以上

3 深く読み､表現する授業を７割以上行った 3 考え発表する体験が多いと感じた生徒が70％以上

2 授業では自分の考えを書く 2 考え発表する体験が多いと感じた生徒が40％以上

1 授業では読むこと書くことを大切にした 1 考え発表する体験が多いと感じた生徒が40％未満

4 毎時間の振り返りを次時に生かす指導を行った 4 主体的な学習習慣が定着した生徒が90％以上

3 毎時間のねらいと既習事項を関連付けた振り返りを行った 3 主体的な学習習慣が定着した生徒が80％以上

2 毎時間ねらいを示し、振り返りを行った 2 主体的な学習習慣が定着した生徒が50％以上

1 授業のねらいと振り返りを時々行った 1 主体的な学習習慣が定着した生徒が50％未満

4 生徒が考え､気付きのある発問を工夫した 4 自分を深める内容項目が２つ以上ある生徒が８０％以上

3 教材解釈と教材の工夫を十分に行った 3 自分を深める内容項目が２つ以上ある生徒が70％以上

2 計画通りに22の内容項目を全て扱った 2 自分を深める内容項目が２つ以上ある生徒が50％以上

1 自分で教材理解をして年間35時間行った 1 自分を深める内容項目が２つ以上ある生徒が50％未満

4 生徒育成サイクル指導の実践が定着した 4 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が90％以上

3 傾聴､共感､認めるから助言につなげた 3 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が85％以上

2 傾聴､共感をし､認める努力をした 2 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が50％以上

1 傾聴せずに､すぐ指導・説諭をする 1 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が50％未満

4 学校内外では教員自ら挨拶や声かけを行った 4 学校内外で､すすんで挨拶できる生徒が85％

3 学校生活での挨拶・返事の指導を徹底した 3 学校内で､挨拶･返事ができる生徒が85％以上

2 授業中の挨拶･返事の指導を徹底した 2 学校内で､挨拶･返事ができる生徒が50％以上

1 挨拶･返事の指導を時々行った 1 学校内で､挨拶･返事ができる生徒が50％未満

4 一つ一つの運動の効果や取組方法を徹底指導した 4 運動を主体的に取り組む生徒が90％以上

3 体力向上のために個に応じた方法を指導した 3 運動を主体的に取り組む生徒が70％以上

2 体力向上の意義と取組み方法を指導した 2 運動を主体的に取り組む生徒が50％以上

1 体力向上のための指導した 1 運動を主体的に取り組む生徒が50％未満

4 学級で食の大切さと残さず食べる指導を徹底した 4 全校で１か月の平均残菜率が５％以下

3 学級で食の大切さと残さず食べる指導をした 3 全校で１か月の平均残菜率が7％以下

2 学級で残さず食べる指導に取り組んだ 2 全校で１か月の平均残菜率が10％以下

1 学級で食育指導を定期的に行った 1 全校で１か月の平均残菜率が10％前後

4 ＳＮＳルールの徹底を家庭に指導した 4 ＳＮＳルールが定着した生徒が80％以上

3 ＳＮＳルールを学級で指導･徹底した 3 ＳＮＳルールが定着した生徒が50％以上

2 ＳＮＳ家庭ルールの作成を学級で指導した 2 ＳＮＳルールを意識している生徒が50％以上

1 ＳＮＳ学校ルールを学級で指導した 1 ＳＮＳルールを意識している生徒が50％未満

4 毎月発行･更新し、地域からの意見に対応した 4 学校の教育活動に安心している保護者が90%以上

3 学校･学年だよりとＨＰ更新は毎月１回以上行った 3 学校の教育活動に安心している保護者が80%以上

2 学校･学年だよりは毎月１回以上発行した 2 学校の教育活動に安心している保護者が60%以上

1 学校だよりは毎月１回以上発行した 1 学校の教育活動に安心している保護者が60%未満

4 将来の夢の実現に向けた計画づくりを指導した 4 夢に向けてキャリアプランを作った生徒が50％以上

3 将来の自分を考えさせる指導を行った 3 将来の夢を具体的に考えた生徒が80％以上

2 自分の良さや適正を知る指導を行った 2 将来の夢を見付けるために進路学習を行った

1 働く意義や職業について考えさせる 1 将来の夢を見付けるために進学先を考えた

4 スタンダードを周知･徹底し､小学校との実践を深めた 4 スタンダードを実践し定着した

3 スタンダードを徹底するために家庭協力を求めた 3 スタンダードを生徒・家庭が実践した

2 スタンダード定着に向けクラスで指導･徹底した 2 スタンダードを家庭が理解できた

1 スタンダードの内容を生徒に理解させた 1 スタンダードを生徒が理解できた

令和５年度 昭島市立福島中学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

家庭･地域との連携を
進め、将来の確かな夢
をもち、夢を語れるよう
な人格形成を図る。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

確かな学力の定着を図
るために、主体的・対話
的で深い学びの実現
に向けた組織的な授業
改善を進める。

問題解決型福島中方
式４ステップ授業から深
まりのある指導を実践
する。

毎時間の授業で、「つ
かむ・考える・広げる・
深める」授業を定着す
る。

3

学校教育目標
○希望
○創造
○潤い

ビジョン

○生徒が生き生きとして、自尊感情を高め、心を開ける学校○生徒・保護者・地域の願いに応え、ともに歩む学校○生徒・保護者・地域・教職員が安心でき、信頼し、躍進できる学校

○自ら学び、自ら考える生徒　○他を思いやり、支え合う生徒　○責任をもち、やりぬく生徒

○生徒を第一に考え、生徒の良さを伸ばす教師○自己の資質向上と健康管理に努める教師○和、礼、法を重んじ、信頼される教師

2

・深めるために、さらに基礎学力の向
上を進めていく。
・ペア学習やグループ学習を活用
し、タブレットを活用し、広げたり、個
で深める授業に取り組んだ。

・生徒自らが考える時間を
大切にしながら授業の深ま
りを感じてほしい。

B

・４ステップの授業の徹底と生徒の
体験的な活動や、タブレット活用
など取り入れていく。また、言語活
動の充実を図り、基礎学力の向上
を進める。

考えを深めるための読
解力と表現力を身に付
けさせる。

国語科を中心に、読
む･書く時間を確保する
とともに、発表活動の場
面を増やす。

2 3

・ペアやグループ学習を行いながら、
自分の考えを言語化できるような展
開ができた。
・レポートやまとめを発表させる機会
を積極的に設けることができた。

・ペアやグループ学習をよ
く行っている。
・自分の考えを表現するた
めの発表の機会を増やし
てほしい。

B

・多くの生徒が発表する機会を増
やし、表現力の向上を図る。
・発言をしない生徒が固定化され
ないようにする。

主体的な学習習慣を基
に、主体的に学びに向
かう態度を養う。

授業のねらいと振り返り
を行い、自ら意欲をもっ
て授業や家庭学習を主
体的に取り組む。

2 2

・振り返りを毎回の授業で行い、単元
の振り返りはできているが、家庭学習
の繋がりが弱い。
・自身で課題を見付け学習を進める
機会を設けた。まだ、主体的に取り組
む力が足りない。

・全教科、ねらいと振り返り
をしっかりとさせていく。
・振り返りを生かし、学習意
欲の向上に期待したい。

B

・予習や復習等の学習習慣の確立によ
り、家庭学習に取り組む意義に気付か
せる。
・振り返りにも注力し、学習の成果を自
身で感じることができるよう工夫する。

豊
か
な
心

自己有用感を高めるこ
とで自尊感情を育み、
お互いを大切に尊重で
きる人間関係を構築す
る。

考え、議論する道徳授
業を実践し、よりよく生
きる心を育てる。

①全教員が道徳授業
を行う。
②全教科で内容項目
に関連付けて指導す
る。

2 2

・全教員の実施、横断的な指導がで
きている。
・発問の検討を行い、タブレット・動画
などの授業構成を考えさせたが、発
問の工夫までが難しい。

・生徒の気付きができるよう
に引き続き教材を活用して
ほしい。

B

B

・生徒のワークシートをもとに、発
問の工夫を行う。
・事前に発問内容をよく検討し、
考えを深めさせる授業を確立して
いく。

一人一人を大切に尊
重し、努力を認めて褒
めることで自尊感情を
育む。

傾聴、共感、認める、助
言、実行、賞賛する生
徒育成サイクルによる
指導を実践する。

3 2

・自分で考え班で発表し、クラスで共
有するステップを踏んだ。傾聴・共感
に重きをおき指導できた。
・傾聴、共感を通して、生徒の良さを
見付けることに注力できた。

・一人一人の意見を認め合
い、発表等しながら、傾
聴、共感できる力を身に付
けさせてほしい。

B

・自主的、自治的活動の充実により、
自尊感情の醸成が図っていく。
・生徒の気持ちを受け止め、解決方
法を一緒に考えて論理的な指導を継
続をしていく。

・学級における挨拶の指導を大切
にしていく。
・挨拶の意義を理解させながら、
丁寧な指導を行っていく。

健
や
か
な
体

自らの生活を健康的で
健全にするために、体
力向上を図り、規則正
しい生活を送る。

年間を通して健康に過
ごすための基礎体力・
持久力の向上を図る。

一人一人に体力向上
における目標を設定さ
せ、主体的に運動する
習慣を身に付ける。

3 2

・部活動において主体的に取り組む
雰囲気をつくることができた。
・個人で目標をもちながら運動に参
加している生徒は多いように感じる。

・体育祭の動きから、運動
姿勢や意欲がみえる。
・運動する習慣の大切さを
伝えてほしい。

気持ちよい挨拶や返事
にを通して、お互いが
快適に過ごせる人間関
係を築く。

自らすすんで挨拶や返
事をする習慣を付けさ
せる。

3 2

・校内での授業や学年行事の中で
は、挨拶ができている生徒も多い。
・休み時間や学校外で挨拶ができて
いる生徒は少ない。

・挨拶、返事をする習慣は
大切なことなので継続して
ほしい。
・自然な挨拶ができてい
る。

B

・取組方法等を工夫し、主体性の
伸長を図っていく。
・小さい成長を実感させながら部
活を行っていくことで主体性を高
めていく。

食事や睡眠を大事に
し、自らの健康増進に
努める生徒を育てる。

給食を残さず食べる指
導を行い、保護者には
早寝･早起き･朝ご飯の
協力を求める。

2 2

・学級での指導、栄養士の指導や保
健委員会の活動を通じて、指導の充
実が図られつつある。
・2学期までの残菜率は、約7.5％で
ある。残菜率3％程度のときもある。

・食事を作る人への感謝を
忘れずに、食の大切さを求
めてほしい。

B

・食の大切さや食に対する指導を
継続するとともに、保健委員と連
携しながら協力していく。
・残菜を減らすことの意義につい
て考える機会を増やす。

C

・使用法については全体周知する
とともに、学級での指導を継続し
ていく。
・SNSのルールを指導する機会を
増やす。

輝
く
未
来

家庭･地域との信頼関
係を深めるために情報
発信を行い、意見を求
める。

学校・学年だよりの発
行、ホームページの更
新を毎月行い、読者意
見に丁寧に対応する。

3 2

・学校便り、学年便り、学校HP、ブロ
グの更新を随時行った。
・学年通信・学校ＨＰを使って、活動
内容を伝えている。

・福島中便りから、学校の
様子がわかる。情報発信を
継続してほしい。
・HPとブログの違いを保護
者に分かりやすく伝える。

ＳＮＳの利活用につい
て考え、規則正しい生
活を送らせる。

ＳＮＳ学校ルールの定
着及び家庭ルールの
作成・定着を徹底す
る。

2 2

・SNSの家庭でのルールを決めてい
るは、68％である。
・ＳＮＳでの大きなトラブルは減ってき
たが、ルールを意識している生徒は
多いが定着はしていない。

・SNSは、いろいろな場面で
指導されている。・正しい使
い方を家庭と協力しなが
ら、定期的に指導してほし
い。

B

・情報の取り扱いについて注意し
ながら、発信をおこなっていく。
・学校便り、行事予定、ブログ等の
更新を早く行う。

キャリア教育によって夢
をもち､実現に向け努
力する生徒を育成す
る。

総合的な学習の時間
及び進路学習を通し
て、将来について具体
的に考えさせる。

3 2

・将来の夢を考えさせる機会をつくる
とともに、学活や道徳の授業を要に
指導した。
・総合的な学習を中心として、体験活
動や職業調べを行い、全員が発表
する機会を作った。

・将来の自分を少しずつで
も考えられるような進路指
導を続けてほしい。
・職場体験を継続してほし
い。

B

・より自分の事としてとらえられるよ
うな体験活動を行う。
・様々な職業について知る機会
や、卒業後の進路や人生設計に
ついても考える機会を増やす。

９年間を見通した計画
的な指導を行い、地域
との関わりを深めてい
く。

福島中グループの小中
連携教育における３つ
のスタンダードを定着
する。

2 2

・授業の進め方は安定し、落ち着い
た授業を行うことができている。
・福島中スタンダードを小中学校で
共有はできているが、家庭への周知
足りなかった。

・スタンダードの周知をもっ
と進める。
・地域との関わりをもう少し
整えていけるといい。

C
・授業環境を継続して整えていく。
・福島中スタンダード等、家庭へ
発信する機会を増やす。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 自己評価4段階平均値3.7以上 4 90%以上の生徒が先生方は授業を工夫していると回答

3 自己評価4段階平均値3.6以上 3 80%～90%未満の生徒が先生方は授業を工夫していると回答

2 自己評価4段階平均値3.5以上 2 70%～80％未満の生徒が先生方は授業を工夫していると回答

1 自己評価4段階平均値3.5未満 1 70％未満の生徒が先生方は授業を工夫していると回答

4 自己評価4段階平均値3.7以上 4 70%以上の生徒が家庭で決まった時間勉強していると回答

3 自己評価4段階平均値3.6以上 3 50%～70%未満の生徒が家庭で決まった時間勉強していると回答

2 自己評価4段階平均値3.5以上 2 40%～50％未満の生徒が家庭で決まった時間勉強していると回答

1 自己評価4段階平均値3.5未満 1 40％未満の生徒が家庭で決まった時間勉強していると回答

4 0 4 0
3 0 3 0
2 0 2 0
1 0 1 0
4 自己評価4段階平均値3.4以上 4 90%以上の生徒が善悪を判断できる力が身に付いていると回答

3 自己評価4段階平均値3.3以上 3 80%～90%未満の生徒が善悪を判断できる力が身に付いていると回答

2 自己評価4段階平均値3.2以上 2 70%～80％未満の生徒が善悪を判断できる力が身に付いていると回答

1 自己評価4段階平均値3.2未満 1 70％未満の生徒が善悪を判断できる力が身に付いていると回答

4 自己評価4段階平均値3.6以上 4 90%以上の生徒が思いやりの心をもって行動していると回答

3 自己評価4段階平均値3.5以上 3 80%～90%未満の生徒が思いやりの心をもって行動していると回答

2 自己評価4段階平均値3.4以上 2 70%～80％未満の生徒が思いやりの心をもって行動していると回答

1 自己評価4段階平均値3.4未満 1 70％未満の生徒が思いやりの心をもって行動していると回答

4 0 4 0
3 0 3 0
2 0 2 0
1 0 1 0
4 自己評価4段階平均値3.1以上 4 90%以上の生徒が体力が身に付いてきたと回答

3 自己評価4段階平均値3.0以上 3 80%～90%未満の生徒が体力が身に付いてきたと回答

2 自己評価4段階平均値2.9以上 2 70%～80％未満の生徒が体力が身に付いてきたと回答

1 自己評価4段階平均値2.9未満 1 70％未満の生徒が体力が身に付いてきたと回答

4 自己評価4段階平均値3.7以上 4 90%以上の生徒が安全や健康について学ぶことがあると回答

3 自己評価4段階平均値3.6以上 3 80%～90%未満の生徒が安全や健康について学ぶことがあると回答

2 自己評価4段階平均値3.5以上 2 70%～80％未満の生徒が安全や健康について学ぶことがあると回答

1 自己評価4段階平均値3.5未満 1 70％未満の生徒が安全や健康について学ぶことがあると回答

4 0 4 0
3 0 3 0
2 0 2 0
1 0 1 0
4 自己評価4段階平均値3.7以上 4 70%以上の生徒が先生方は適切にアドバイスをすると回答

3 自己評価4段階平均値3.6以上 3 60%～70%未満の生徒が先生方は適切にアドバイスをすると回答

2 自己評価4段階平均値3.5以上 2 50%～60％未満の生徒が先生方は適切にアドバイスをすると回答

1 自己評価4段階平均値3.5未満 1 50％未満の生徒が先生方は適切にアドバイスをすると回答

4 自己評価4段階平均値3.6未満 4 90%以上の生徒が自分の将来について考えることがあると回答

3 自己評価4段階平均値3.7未満 3 80%～90%未満の生徒が自分の将来について考えることがあると回答

2 自己評価4段階平均値3.8未満 2 70%～80％未満の生徒が自分の将来について考えることがあると回答

1 自己評価4段階平均値3.9未満 1 70％未満の生徒が自分の将来について考えることがあると回答

4 0 4 0
3 0 3 0
2 0 2 0
1 0 1 0

B

生徒が自分の得意なことを生かせるような方
向性の進路を見つけるため、自己理解の学
習に取り組むとともに、様々な進路を知る活
動に取り組む。生徒と情報交換を行い、保護
者とも連絡を取り合っていく。面談をする際に
も「聴く」姿勢を大切にする。

系統的な生き方指導の
充実

三年間を通じて自己を見
つめ、社会を知り、将来
を考える指導を系統的に
行う

3 3

学期ごとにキャリアルバムを記入することで、
自分について改めて考え、記録していくこと
の必要性を意識させている。年間指導計画に
基づき、各学年で系統的にキャリア教育が実
施できた。

・上級学校に進学しても日本のシステムはいつでも未
来を選べると思います。道は必ずあること伝えてほしい
です。入試においての様々な事（申込、入試内容等）が
変わってきました。保護者だけでは不安な事も、先生方
のきめ細かな生徒への指導で安心して受験することが
できました。１月に地域で進路指導主任にお願いして
の、「高校受験の今」を教えていただきました。参加され
た方は孫への理解とアドバイスのために役立ったとのこ
とでした。

B

中３での進路選択を自分のこととして受け止
められるように、中１・２年の頃から職業調べ
や上級学校調べ、職場体験などを通し、勤労
や学習に対する意欲や目的意識を育ててい
く。

保護者の方と連携を図りながら、生徒の生活
習慣について把握し、スモールステップで生
活習慣の改善に取り組む。一部生徒の課題と
して昼夜逆転して朝起きられない、偏食や
ゲーム依存、片づけられないなどがあるの
で、そのような生徒への対応や指導について
研修を行う。

輝
く
未
来

自己を見つめ自らの生き
方を考え、変化の著しい
社会を生き抜く力を身に
付ける生涯学習の視点
からの進路指導の充実

進路指導の充実
生徒や保護者に寄り添
い、親切丁寧な進路指導
を実施する

3 3

生徒・保護者の思いを聞き取り、個に応じた
適切な進路指導ができるように努めた。三者
面談を通して、学習や生活を振り返り、生活
等を見つめ直す機会を作ることができた。ま
た、３年生になるまでの心構えについても話
すことができた。

・高校受験のインターネット出願やご家庭で
の入力作業など学校では把握できない部分
があり、指導も大変かと思います。生徒の受
験への疑問や不安を解決できる受験のプロ
フェッショナルへと教員も情報収集してくださ
い。三者面談は一時期に集中的に行わず、
常時行うのが望ましいと考える。

0 0

0 0

健
や
か
な
体

生き生きと豊かな社会生
活を送るための基礎体力
を身に付けさせる健康教
育と体力向上の推進

基礎体力の向上
体育の授業や部活動、
行事などを通じて基礎体
力を向上させる

4 3

各種目に応じた準備運動を行い、補強運動
を通して基礎体力の向上を図った。また、運
動時間の確保も心がけることができた。能力
差がある中でも、役割分担をして、達成感を
得られるように工夫をした。また、部活動では
部員の実態に応じて練習メニューを工夫し、
基礎体力を向上させる良い場となった。

・体育大会など生徒同士が仲間と体を動か
し、活動することを楽しんで欲しいと思いま
す。
・自宅でスマホを見たり、ゲームばかりして過
ごす子にとって、学校で身体を動かす時間が
あることは、昔では考えられないくらい大切な
ことだと思います。引き続き授業の創意工夫
をお願いいたします。

0 0

B

準備運動や補強運動を正しいフォームで行
い効果を高める。また、引き続き、環境や教
具、役割分担にも力を入れて、能力差があっ
ても個々に運動量が確保されるようにする。
部活動では生徒自身が意欲的に取り組む環
境を作っていくことが課題であり、主体的に行
動できるような指導をしていく。

健康・安全に関する指導
の充実

各学年・学級で状況に応
じた健康・安全に関する
日常的な指導を実施する

3 3

避難訓練の際に、学級で適宜安全指導がで
きた。朝礼でも生活指導部の教員が月に１
回、安全指導を行っている。健康指導では、
給食栄養士と連携して、食育指導を実践し
た。

・生徒が一人で行動することが多くなる中学では、大人
がいないときに自分の身をどうやって守るかが必要にな
る。公道、公共施設、娯楽施設、公共交通の中でその
方法を教えていただきたいと思う。何のために避難訓練
をするかをよく考えさせることが必要である。東日本大
震災や能登半島地震の映像を見せることも有効である
と考える。地域としても、世の中で一番大切なものは”人
の命”であることを共に共有していきたい。

B

学年全体に目を向けて、声かけを行う。また、
自分自身の心にも余裕をもち、生徒に声をか
ける機会を増やして、日ごろから声をかけや
すい雰囲気を作ることも心がける。日々の生
徒の様子をよく観察し、トラブルを未然に防止
できるよう全教員で実践していく。

生徒の主体的活動の充
実

教育活動に他者と関わり
ながら主体的に判断する
内容を取り入れる

3 3

道徳ではグループ活動を多く取り入れた。ま
た、中心発問に関しての問い返しを適切に設
定することで、自らの行動を振り返り、考えを
深めることができた。

・思春期の生徒には道徳という授業に対して、正面から
向き合えない状況もあるかと思う。生徒が入りやすい授
業で、これからの人生に欠かせない道徳心をしっかりと
育てて欲しい。日本には現在３３０万人もの外国人がい
る。身内だけではなくもっと外国人と接する場が必要で
ある。

B

授業において、いろいろな人と交流すること
によって、様々な人の考えに触れる機会を作
り、さらなるコミュニケーション能力の向上を目
指し、どのように練習していったらよいのかを
考えさせる。

豊
か
な
心

多様な価値観の中で自
身の判断力を磨き、心豊
かに主体的に正しい判
断をし行動できる人格の
育成を目指す指導の充
実

正しく判断し行動できる
力の育成

生徒の心に寄り添う丁寧
な生活指導や道徳教育
を充実させる

3 3

授業前や休み時間には教室や学年の廊下に
いるようにしたり、連絡帳で日記のやり取りをし
たりするなど、生徒が小さなことでも話しやす
く、異変に気付きやすい環境づくりを行った。
道徳の授業では、パワーポイントを活用し、生
徒が自分事として捉えられるような工夫を行う
ことができた。

・生徒に対し日常的に目配りし、授業以外で
も先生方が対応していて感心します。但しき
ちんと休憩を取りもう少しゆとり持っても良いか
と感じます。
・先生方はとてもよく、生徒の様子を観ていた
だいていると思います。日頃からの声掛けや
コミュニケーションにより変化にいち早く対応
できる状況を作っていただいてます。

B

3

『家庭学習の記録』は多数の生徒で家庭学習
定着の足がかりになっている。教科書の本文
の音読チェックを行うことで、教科書本文の音
読練習を、家庭で行う生徒が増えた。ノート
も、英作文を定期的書いて提出させることに
よって、英文を書く習慣が少しずつ定着して
いると考える。

・教育格差がある社会背景の昨今、家庭環境
が異なる生徒たち。ご指導をされる先生方
は、生徒へのアプローチを大切にご指導され
ていると思われます。中学時代に繰り返し学
習したことはずっと知識として残ります。今は
生徒自身は分からなくても、先生方は種まき
を丁寧になされています。引き続き家庭での
学習時間も確保できるようご指導をお願いし
ます。

B

テスト前の学習計画表を学年で統一した様式
にし、１年次より計画的に学習をする習慣を
身に付けさせたい。また適宜、家庭学習の仕
方や課題への取り組み方を助言し、学習意
欲や効果を上げられるようにする。

0 0

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

全ての生徒に義務教育
終了時に必要な基礎学
力を定着させる学力保証
の取組の充実

指導方法の工夫改善
ねらいの明示、導入の工
夫、振り返り、授業評価を
授業で実践する

3

令和５年度　 昭島市立瑞雲中学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

学校教育目標
すすんで学習に励む生徒
たくましい体力を身につけた生徒
規律と礼儀を重んじる生徒
すすんで働き、協力しあう生徒

ビジョン

・真面目に努力する生徒が生き生きと活躍できる学校・自主・自立の精神を培うことができる学校・生徒・保護者・地域・教職員が誇りをもてる学校

・すすんで学習に励む生徒・たくましい体力を身につけた生徒・規律と礼儀を重んじる生徒・すすんで働き、協力しあう生徒

・親切、丁寧、コミュニケーション重視・全員一丸での組織対応・認めて褒める指導・チェックと改善・教育公務員の自覚・ライフワークバランス

3

ねらいの明示は、全教員ができている。本時
の流れを示し、見通しをもたせてから授業を
開始し、生徒に見通しをもたせる工夫もして
いる。前時の復習をすることから始め、できる
問題からスタートすることで、本時に入りやす
くする。特に基礎クラスでは、前時の復習で思
い出し、次の学習へのステップになる。単元
ごとに振り返りを書かせ、自己の振り返りを行
うようにしている。

・振り返りは自身の習熟度の確認においてと
ても重要と思います。小学校でも振り返り授業
が導入されているので、継続してゆくことで学
習能力にも良い結果がもたらされると思いま
す。
・自己の振り返りは、明確ではなくても、感じる
ことが大事です。課題も多いと思いますが、よ
り多くの生徒に振り返りが定着できるようご指
導をお願いいたします。

B

振り返りにおいて、質問の内容に課題を感じ
たため検討していく。また、生徒が思考を深
めるためのツールとしてICT機器も適切に活
用していく。口頭試問や動画視聴などにより、
授業時間の最後にも振り返りを行うようにし、
基礎学力の定着率の向上を目指す。振り返り
を考えさせるときに、何のために学び、どんな
ことと結び付いている学習なのかを明確にし
ていく。

学習意欲の向上と家庭
学習の充実

『家庭学習の記録』を活
用したり、宿題の出し方
を工夫したりして家庭学
習を定着させる

3



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 個々の生徒の学習状況を把握し、指導の個別化・個性化を図っている。 4 授業が分かりやすいことへの肯定的評価８５％以上

3 個々の生徒の学習状況を把握し、指導の個別化を図っている。 3 授業が分かりやすいことへの肯定的評価７０％以上

2 個々の生徒の学習状況を把握し、授業や家庭学習の課題に生かしている 2 授業が分かりやすいことへの肯定的評価５０％以上

1 個々の生徒の学習状況が十分に把握されいない。 1 授業が分かりやすいことへの肯定的評価５０％未満

4 既習事項を生徒が自ら活用し、自ら課題を設定し、考えをまとめ表現する授業を行っている。 4 他者との話し合いや意見を発表することへの肯定的評価８５％以上

3 既習事項を生徒が自ら活用し、課題に対して自ら考えをまとめ表現する授業を行っている。 3 他者との話し合いや意見を発表することへの肯定的評価７０％以上

2 既習事項を活用し、課題に対して考えをまとめ表現する授業を行っている。 2 他者との話し合いや意見を発表することへの肯定的評価５０％以上

1 生徒がどのように課題解決していくか理解できない授業となっている。 1 他者との話し合いや意見を発表することへの肯定的評価５０％未満

4 生徒が学習のねらいを理解し、試行錯誤しながら課題解決する授業となっている。 4 意欲的に学習できるよう授業を工夫していることへの肯定的評価８５％以上

3 生徒が学習のねらいを理解し、課題解決を行う授業となっている。 3 意欲的に学習できるよう授業を工夫していることへの肯定的評価７０％以上

2 生徒が学習のねらいを理解し、学習に取り組む授業となっている。 2 意欲的に学習できるよう授業を工夫していることへの肯定的評価５０％以上

1 生徒が学習のねらいを十分に理解していない授業となっている。 1 意欲的に学習できるよう授業を工夫していることへの肯定的評価５０％未満

4 全教職員が些細な生徒の変化を意識し、綿密な情報共有、組織的な対応が行えた。 4 学校はいじめの対応を行っていることへの肯定的な意見９０％以上

3 教職員同士が連携し、情報共有および対応を図った。 3 学校はいじめの対応を行っていることへの肯定的な意見８０％以上

2 担任等の担当者からの情報を基に、対応した。 2 学校はいじめの対応を行っていることへの肯定的な意見７０％以上

1 不十分な対応があった。 1 学校はいじめの対応を行っていることへの肯定的な意見７０％未満

4 社会や人との関わりの中で規範意識を育み、自己有用感を醸成している。 4 自己有用感に関わる評価で肯定的な意見８５％以上

3 社会や人との関わりの中で、他者の気持ちも考えながら自己有用感を醸成している。 3 自己有用感に関わる評価で肯定的な意見７０％以上

2 人との関わりの中で自己有用感を醸成している。 2 自己有用感に関わる評価で肯定的な意見５０％以上

1 人と関わる学習活動が十分に実施できていない。 1 自己有用感に関わる評価で肯定的な意見５０％未満

4 教科書とともに新聞等の情報も活用しながら他者の意見も踏まえ自らの考えを構築し行動化する場面がある。 4 よりよいあり方を考え「自分もクラスに貢献したい」と考えることへの肯定的評価８５％以上

3 教科書とともに新聞等の情報も活用しながら他者の意見も踏まえ自らの考えを構築する場面がある。 3 よりよいあり方を考え「自分もクラスに貢献したい」と考えることへの肯定的評価７０％以上

2 他者の意見も踏まえ自らの考えを構築する場面がある。 2 よりよいあり方を考え「自分もクラスに貢献したい」と考えることへの肯定的評価５０％以上

1 他者との関わりの中で自らの考えを構築していく場面が十分ではない。 1 よりよいあり方を考え「自分もクラスに貢献したい」と考えることへの肯定的評価５０％未満

4 体力向上について計画的に指導を行い成果をあげている。 4 生徒の体力向上への肯定的評価８５％以上

3 体力向上について計画的に指導を行っている。 3 生徒の体力向上への肯定的評価７０％以上

2 あまり行っていない。 2 生徒の体力向上への肯定的評価５０％以上

1 行っていない。 1 生徒の体力向上への肯定的評価５０％未満

4 各種年間指導計画に基づき十分な指導を行い成果をあげている。 4 食事や栄養についての知識を生活で生かしている８５％以上

3 各種年間指導計画に基づき指導を行っている。 3 食事や栄養についての知識を生活で生かしている７０％以上

2 各教科等で実施している。 2 食事や栄養についての知識を生活で生かしている５０％以上

1 十分な指導が実施できていない。 1 食事や栄養についての知識を生活で生かしている５０％未満

4 個別の支援計画の作成と評価、次の手立ての流れが検討している。 4 学校の相談体制について肯定的な意見８５％以上

3 個別の指導・支援計画の実施と評価ができている。 3 学校の相談体制について肯定的な意見７０％以上

2 個別の指導計画を作成し指導場面で活用している。 2 学校の相談体制について肯定的な意見５０％以上

1 個別の指導計画を十分に活用していない。 1 学校の相談体制について肯定的な意見５０％未満

4 人権の課題に触れながら自己理解が進み、自己の可能性も見出す学習活動がある。 4 自らの個性・特性への理解の肯定的評価８５％以上

3 人権教育とキャリア教育を推進している。 3 自らの個性・特性への理解の肯定的評価７０％以上

2 自己のよさや特性を考えキャリアプランを考える場面がある。 2 自らの個性・特性への理解の肯定的評価５０％以上

1 自己のよさや特性を十分に考える場面が設定されていない。 1 自らの個性・特性への理解の肯定的評価５０％未満

4 年間指導計画に沿って計画的に進路指導により成果をあげている。 4 将来について考えることへの肯定的評価８５％以上

3 年間指導計画に沿って進路指導は実施している。 3 将来について考えることへの肯定的評価７０％以上

2 年間指導計画に沿っての進路指導を行っている。 2 将来について考えることへの肯定的評価５０％以上

1 年間指導計画に沿った進路指導が実施できていない。 1 将来について考えることへの肯定的評価５０％未満

4 学校生活における課題を自ら見つけ他者と関わりながら自己の役割を見出す取組を設定している。 4 自己の役割を果たそうとする評価で肯定的な意見８５％以上

3 自らの役割を意識し、その責任を果たす取組を設定している。 3 自己の役割を果たそうとする評価で肯定的な意見７０％以上

2 自己の役割を果たす取組にとどまっている。 2 自己の役割を果たそうとする評価で肯定的な意見５０％以上

1 十分に自己の役割を果たす意識を醸成できていない。 1 自己の役割を果たそうとする評価で肯定的な意見５０％未満

B

・教員のキャリアパスポートへ
の理解を深める。
・学校の取組を保護者に発信
し、連携できるようにする。

働くことの意義の理解
と喜びを知る教育の推
進

生徒の自治的活動を
推進するとともに、体験
活動を充実させる。

3 4

生活をよりよくしていこうとする
肯定的な意見は91.6%であり、
日ごろからも主体的に活動す
る場面が見受けられた。

生徒会本部が中心となり、保護
者や地域と一緒に活動してい
る。これを継続していくことがい
いのではないか。

A
・現在行っている生徒会本部を
中心とした生徒による改革を推
進していく。

・栄養士と連携しながら家庭科
で学んだ栄養等について考
え、献立コンテストを実施する。
・お弁当の日の意義を家庭と
共有していく。

B

・学校の考えを学校HPや学年
便り等で発信する。
・生徒が教職員の誰にでも相
談できる体制を整える。

輝
く
未
来

人権教育に踏まえた
キャリア教育の推進

生徒一人ひとりに寄り
添い、生徒の可能性を
引き出し、伸ばす教育
を推進する。

3 4
自らの個性や特性へ理
解に関する肯定的な意
見は88.2%であった。

教員（大人）から生徒への声か
けが生徒を育てていく。また、
生徒の主体的な取組を大切に
していく。

個に応じた支援の充実

校内委員会（相談部
会）を中心に、個の意
実態把握と支援方法を
構築する。

4 3

相談に関する質問項目におい
て生徒は87.1%が肯定的であっ
たが保護者は39.3％の方は学
校への相談に対して否定的で
あった。

新入生保護者会での学校の説
明に安心した人もいた。学校
の考えを発信していくことが必
要ではないか。

A

・全教育活動を通じて、自分自
身を肯定的に見つめる機会を
充実する。
・教職員の言葉かけの質の向
上を図る。

自己決定力の醸成

年間指導計画に基づ
き、活用資料等を工夫
した進路指導を推進す
る。

3 3
将来について考えること
に肯定的な意見は83.6%
である。

キャリア教育が具体的に
どのように進められてい
るのかよくわからない。

・QUテストの結果を踏まえた学
級経営の向上を図る。
・生徒自らがルールを考えてい
く機会を設定する。

健
や
か
な
体

心身ともにたくましく、
健やかな生徒の育成
を図る。

体力向上と生涯にわた
りスポーツに親しむ態
度の育成

体育の授業、体育的行
事や運動部活動を通し
スポーツに親しむ。

2 2
体力向上に関して肯定
的な意見は66.4%であっ
た。

体育大会はよかった。日
常的に生徒が体を動か
す機会はあるのか。

道徳的価値と実践力
の育成のための授業を
推進する。

新聞等を活用しSDGｓ
等の内容も含め「考え
る・議論する・体験する
道徳」の推進する。

2 4
安心して生活しているか
についての肯定的な意
見は８７．８％であった。

生徒たちが落ち着いて
学習に向かっている。ま
た、生徒たちが明るく挨
拶してくれる様子もよい。

C
・体育委員会を新設し、生徒が
自由に楽しみながら体を動か
す機会を増やす。

保健・健康の増進

食育を推進し、自らの
心身の健康について
考える機会を充実す
る。

2 2

食事や栄養についての
知識を生かしていること
に肯定的な意見は
70.5％であった。

食育について、教科の
指導以外でどのように取
り組んでいけるのか。

C

・毎週、学校いじめ問題対策委
員会を実施。
・いじめアンケート毎月実施。
担任による聴き取り対応状況を
学校として確認。

全教育活動を通じて、
規範意識の上に、自己
有用感を醸成する。

地域や外部機関等と
目的を共有、連携した
学習活動を推進する。

3 4
自己肯定感に関する肯
定的な意見は８８．２％
だった。

今後も職場体験や職業につい
ての学習では地域や保護者と
連携しながら生徒の自己肯定
感を高める取組を大切にしても
らいたい。

B

・職場体験や職業に関わる学
習は教員と地域、保護者と連
携して実施し、生徒のよさや役
立っていることを実感できる場
を増やす。

豊
か
な
心

落ち着いた学校生活
の実現を図るとともに、
自尊感情や自己肯定
感を高め、豊かな心の
育成を図る。

いじめ、不登校等、諸
問題に対して組織的に
対応し、見逃し「０」、未
対応「０」とする。

学校いじめ対策委員
会を毎週実施し、組織
的に状況分析と対応
方針を決定する。

4 4
楽しく学校生活を過ごし
ていると肯定的な意見は
９１．６％であった。

いじめの対応について
は今後も丁寧に行って
いいただきたい。

B

B

3 3
授業での話合いや発表
について肯定的な意見
は８４．２％であった。

授業観察から生徒同士の意見
交換をタブレットも使用して実
施するなどの工夫が見られた。
しかし、担当教諭により実施状
況が異なることが課題である。

B

自己の学習を調整する
力などを育むための授
業改善を図る。

学習の目標と流れ及び
課題解決の方法がわ
かる授業を実施する。

3 2
生徒はタブレットの使用に関して８４．２％
が肯定的だが保護者は４１．１％だった。
また、保護者は学校の授業の工夫授業に
ついて５５．０％しか肯定的ではない。

生徒は真面目に授業に向かっ
ている。タブレットを活用し生徒
の意欲につなげている場面も
多い。

B

●生徒自身が「何のために学
ぶのか」「何ができるようになる
のか」など理解して学びに向か
えるよう、明確な視点を示す。
●各教科専門の講師を招聘し
た研究授業を行い、今求めら
れている生徒主体の授業に向
けて改善を図る。
●生徒の学びの状況を学校
HP等で発信していく。

令和５年度 昭島市立清泉中学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

生徒一人ひとりの夢と
希望を育むために、３
年間の見通しに立った
進路指導の実現を図
る。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

基礎的・基本的な知識
や技能の習得
思考力・判断力・表現
力等を育成し、主体的
に学ぶ態度の育成と学
習意欲の向上を図る。

基礎的・基本的な知
識・技能の習得に向け
た授業改善を図る。

明確な課題提示と家庭
での学習状況を把握し
授業に生かす。

2

学校教育目標

人権尊重の精神を基調とし、広く国際社会
において信頼と尊敬の得られる知・徳・体
の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成
を目指す。
・美しい心・創造的な知性・たくましい体

ビジョン

生徒にとっても教職員にとっても、さらには家庭・地域にとっても「楽しく」、「学び、集いあえる」学校の実現を目指す。
１　学校は「成長を実感できる場」である
２　学校は「自己実現できる場」である
３　学校は「夢や希望をはぐくむ場」である
４　学校は「安心して安全に生活できる場」である
５　学校は「『意外性』と『多様性』を生かしていく場」である

（美しい心）正しい判断力、強固な信念、創造性に富んだ実行力、寛容の心と協力の精神を養う
（創造的な知性）自ら学ぶ力、社会の変化に主体的に対応できる能力、国際社会で活躍できる力、世界に貢献する態度を養う
（たくましい体）均整がとれ、耐久性に富み、機敏性をもった健康でバランスのとれた体を育てる

【１５歳の生徒の姿に責任をもつ教師】
１　生徒一人一人を大切にする教師　　　　（声を聴く、対話から導き出す）
２　１時間１時間の授業を大切にする教師　（声を聴く、授業の質を向上する）
３　生徒・家庭・地域から信頼される教師　（声を聴く、自らの背中で範を示す）
４　「和」を重んじ、チームのために自己の力を発揮できる教師　（声を聴く、意思を統合する）
５　清泉中を愛する教師　　　　　　　　　（清泉プライド！）

3
授業が分かりやすさにつ
いて肯定的な意見は８
２．５％であった。

授業の視点を示すことや、専
門的な講師を招聘しての研究
授業などの取組を継続し、全
教員の意識の向上を求めた
い。

B

既習事項等を活用しな
がら思考力・判断力・
表現力等を醸成するた
めの授業改善を図る。

教材研究、授業分析、
指導方法等について
工夫・改善し、わかる授
業を実現する。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 生徒が8：20分には朝読書をするように指導した95％以上達成 4 朝読書で毎日、8：20には集中して取り組んだ90％以上

3 生徒が8：2０分には朝読書をするように指導した８0％以上達成 3 朝読書で毎日、8：20には集中して取り組んだ80％以上

2 生徒が8：25分には朝読書をするように指導した９５％以上達成 2 朝読書で毎日、8：20には集中して取り組んだ70％以上

1 生徒が8：25分には朝読書をするように指導した９5％未満達成 1 朝読書で毎日、8：20には集中して取り組んだ70％未満

4 チャイム終了時に授業開始の号令実施９０％以上 4 着席チャイムが、学期を通して守ることができた９0％以上

3 チャイム終了時に授業開始の号令実施８０％以上 3 着席チャイムが、学期を通して守ることができた８０％以上

2 チャイム終了時に授業開始の号令実施７０％以上 2 着席チャイムが、学期を通して守ることができた７０％以上

1 チャイム終了時に授業開始の号令実施７０％未満 1 着席チャイムが、学期を通して守ることができた７０％未満

4 授業の目標・流れを示し、振り返り実施９０％以上 4 授業の目標、一時間の流れを示し、振り返りをしてくれている。９０％以上

3 授業の目標・流れを示し、振り返り実施８５％以上 3 授業の目標、一時間の流れを示し、振り返りをしてくれている。８０％以上

2 授業の目標・流れを示し、振り返り実施８０％以上 2 授業の目標、一時間の流れを示し、振り返りをしてくれている。７０％以上

1 授業の目標・流れを示し、振り返り実施８０％未満 1 授業の目標、一時間の流れを示し、振り返りをしてくれている。７０％未満

4 週案に授業の目標提示、授業の振り返りを実践９０％以上 4 達成感、満足感がある。８０％以上

3 週案に授業の目標提示、授業の振り返りを実践８０％以上 3 達成感、満足感がある。７０％以上

2 週案に授業の目標提示、授業の振り返りを実践７０％以上 2 達成感、満足感がある。６０％以上

1 週案に授業の目標提示、授業の振り返りを実践７０％未満 1 達成感、満足感がある。６０％未満

4 生徒が主体的に挨拶できるよう毎日指導を行った。１００％ 4 自分から進んでほぼ毎日できている

3 生徒が主体的に挨拶できるよう毎日指導を行った。９０％ 3 挨拶をされたときはほぼ挨拶をしている

2 生徒が主体的に挨拶できるよう毎日指導を行った。８０％ 2 挨拶ができなかったことが多かった

1 生徒が主体的に挨拶できるよう毎日指導を行った。８０％未満 1 挨拶はほとんどできなかった

4 積極的に行った 4 清掃活動を、自ら進んできちんと行った９0％以上

3 どちらといえば積極的に取り組んだ 3 清掃活動を、自ら進んできちんと行った８０％以上

2 どちらかといえば消極的になってしまった 2 清掃活動を、自ら進んできちんと行った７０％以上

1 消極的になってしまった 1 清掃活動を、自ら進んできちんと行った７０％未満

4 積極的に行った 4 行事・委員会・係活動に、自ら進んで積極的に参加できた。９０％以上

3 どちらといえば積極的に取り組んだ 3 行事・委員会・係活動に、自ら進んで積極的に参加できた。８０％以上

2 どちらかといえば消極的になってしまった 2 行事・委員会・係活動に、自ら進んで積極的に参加できた。７０％以上

1 消極的になってしまった 1 行事・委員会・係活動に、自ら進んで積極的に参加できた。７０％未満

4 積極的に行った 4 自ら進んで日々の健康管理に努めた９０%以上

3 どちらといえば積極的に取り組んだ 3 自ら進んで日々の健康管理に努めた８０%以上

2 どちらかといえば消極的になってしまった 2 自ら進んで日々の健康管理に努めた７０%以上

1 消極的になってしまった 1 自ら進んで日々の健康管理に努めた７０%未満

4 積極的に行った 4 避難訓練の始まりから終わりまで真剣に行えた９０％以上

3 どちらといえば積極的に取り組んだ 3 避難訓練の始まりから終わりまで真剣に行えた８０％以上

2 どちらかといえば消極的になってしまった 2 避難訓練の始まりから終わりまで真剣に行えた７０％以上

1 消極的になってしまった 1 避難訓練の始まりから終わりまで真剣に行えた７０％未満

4 積極的に取り組んだ 4 行事・学級活動を通して、思いやりのある行動が取れた

3 どちらといえば積極的に取り組んだ 3 行事・学級活動を通して、どちらといえば思いやりのある行動が取れた

2 どちらかといえば消極的になってしまった 2 行事・学級活動を通して、どちらといえば思いやりのある行動が取れなかった

1 消極的になってしまった 1 行事・学級活動を通して、思いやりのある行動が取れなかった

4 生徒が主体的に取り組めるよう積極的に指導した 4 将来の生き方についてに自ら進んで考えた９０%以上

3 生徒が主体的に取り組めるようどちらといえば積極的に指導した 3 将来の生き方についてに自ら進んで考えた８０%以上

2 生徒が主体的に取り組むための指導がどちらといえば消極的だった 2 将来の生き方についてに自ら進んで考えた７０%以上

1 生徒が主体的に取り組むための指導が消極的だった 1 将来の生き方についてに自ら進んで考えた７０%未満

令和５年度 昭島市立拝島中学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

学校教育目標

勉学　　よく考え正しく判断できる人
敬愛　　人を敬愛し愛と慈しみのある人
至誠　　誠実で責任感の強い人
健康　　健康で心身ともにたくましい人

ビジョン

（１）安心して楽しく活動できる学校　（２）生きる力を育む学校　（３）家庭・地域とのつながりを大切にする学校

（１）主体的に学習する生徒　（２）相手のことを考えながら行動できる生徒　（３）共に心身を鍛える生徒

（１）生徒と正面から向かい合える教師　（２）豊かな人間性を備えた教師　（３）学び続ける教師

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

基礎・基本の定着

授業規律の確立

落ち着いた一日のス
タートを切るための主体
的な朝読書の取組

3

一単位時間の学び量が
豊富な授業の実践

1

わかる授業、達成
感・満足感のある
授業の実践

生徒が見通しを持ち、授
業で学んだことが分かる
授業の実践

2

3

80%以上取り組んだと回答した生徒の割合は72.3％であっ
た。取組指標においては、生徒が8:20には朝読書をするよ
うに指導した90％以上と回答した割合が79.2%にとどまって
いる。8:20前に静かで落ち着いた環境をつくり、生徒の朝
読書への取組を習慣化させる必要がある。

前年度よりも朝のスタートが早く、静かに
なっている。朝読書に対する3年生の取組
が後輩にもよいながれになっていて良い。
朝読書の取組自体が良い。

B

8:20には担任が教室にいて
落ち着いた静かな雰囲気を
つくる。支援または指導を
要する生徒へ学年体制で
対応する。

教員が授業始まりに教
室でチャイムを聞く実践
９５％以上

4 4

80％以上守ることができたと回答した生徒の割
合は91％であった。授業の開始の時間を意識
して準備をすることができている。取組指標、成
果指標ともに90%以上と回答する割合が9割を
超えるよう、徹底していく。

授業と休み時間のけじめがきちんとつけら
れている。チャイム前に教員が入り、生徒
の様子を見守っているのが良い。授業規
律はおおむね守られている。

A
始業チャイム前に教員が
教室に入る。授業規律を
徹底する。

3

目標・流れの提示していると回答した生徒の割合が８３％、
まとめ・振り返りをしてくれていると解答した生徒の割合が
75％であった。取組指標では、85%以上実践と回答した割
合が69.6%、80%実践と回答した割合が81.6%であったため、
評価２とした。85%実践の100%を達成し、分かる授業の実践
をしていく必要がある。

見通しをつけることで、予習、復習に役立
てて良い。授業の内容についていく生徒、
そうでない生徒の差を埋めるのは難しい。
授業理解に向けたさらなる努力が必要であ
る。

B

黒板掲示用の「授業の目
標」「流れ」「振り返り」
カードを使い、全クラス全
授業で統一して行う。

3

達成感・満足感があると回答した生徒の割合が81.3％、教
科の楽しさを感じると回答した生徒の割合が79.7％であっ
た。取組指標においては、授業の目標の設定や授業の振
り返りの実施はしているものの、週案への記載が十分では
ない現状がある。年間指導計画をもとに翌週の計画を確実
に記載し、計画的に授業を行っていく必要がある。

次の週の目標を立てることにより達成感が
得られていて良い。授業の内容について
いく生徒、そうでない生徒の差を埋めるの
は難しい。授業の充実について工夫が必
要。

B

週案に翌週までの授業の目
標を書き、さらに計画的に
授業を進めていく。生徒が
何を学んだか振り返る時間
を確保する。

豊
か
な
心

豊かな情操の育成

主体的に規律を
守れる生徒の育
成

教員・生徒ともに挨拶を
主体的に実践及び生徒
会活動の活性化

2 4

挨拶をしていると回答した生徒の割合は92.4%であった。取
組指標において、2学期末の時点で90%以上と回答した割
合が69.7%から82.6%へと増加した。挨拶の習慣は概ね身に
付いていると言えるが、自分から進んで挨拶できるよう指導
の充実を図る必要がある。

校内、廊下ですれ違うとき、元気よく挨拶が
できる生徒が多い。職場体験中の生徒から
も気持ちよいあいさつがあった。挨拶は概
ねできている。

生徒が主体的に挨拶で
きるよう日々の指導を充
実させる。教員からも率
先して挨拶を行う。

主体的な清掃活動を充
実させるために委員会
活動の活性化

3 3

80％以上きちんと行ったと回答した生徒の割合は72.8％で
あった。概ね主体的に清掃活動に取り組むことができてい
るが、掃除場所が多岐にわたり、人数も多く、清掃時間時
間が短いこともあり、煩雑になっているところもある。生徒に
よる清掃活動の振り返りと、教員の確認、指導を充実させる
必要がある。

清掃活動を進んでできることはすばらし
い。基準を高く設定し、清掃しているのでき
れいな環境を維持できている。清掃活動は
概ね良い。

B

A

輝
く
未
来

自立できる生徒の
育成

他者理解を心が
け、人間関係にお
ける課題を見つ
け、解決していく
生徒の育成

行事や学級活動を通して、
円滑な人間関係の創造

4 4

取り組めたと回答した生徒の割合は90.6％で
あった。行事や学級活動において、人間関係
の課題に向き合い、協働的に活動する様子が
見られた。全教育活動を通じて自分自身を見
つめる機会を意図的・計画的に設定していく。

合唱コンクール等の機会でクラスのために
力を発揮しようという様子が見られた。学校
を卒業してからも規律を守れる、しっかりし
た人間を目指していくとよい。

80％以上できたと回答した生徒の割合は
90.8％であった。給食前の手洗いや朝の健康
管理などしっかりと行えている。保健委員を中
心とした健康管理への啓発活動をより一層活
性化させる。

先生と生徒、家庭で協力し、健康の保持・
増進に取り組む必要がある。インフルエン
ザ等感染症にかかりにくい健康管理をする
呼びかけを増やしていくとよい。

防災意識の高い
生徒の育成

毎回の避難訓練におい
て、防災意識を高める実
践

4 4

80％以上真剣に行ったと回答した生徒の割合
は94.7％であった。無言行動を徹底し、規律の
ある避難訓練を実施することができている。
様々な場面、状況を想定した避難訓練を実施
していく。

規律ある避難訓練ができている。無言行動
の徹底により、安全面でも集中できて良
い。防災訓練、セーフティ教室など積極的
に取り組んでいる。訓練実施を見学できる
機会があるとよい。

健
や
か
な
体

心と体の健康維持

主体的に健康管
理のできる生徒の
育成

主体的な健康管理を推
進するための生徒会活
動の活性化

3 4

A

全教育活動を通じて自
分自身を見つめる機会
を意図的・計画的に設定
する。

将来の生き方を考
えられる生徒の育
成

キャリアパスポート、職業調
べ、職場体験、上級学校調
べ、高校の先生の話を聞く
会等キャリア教育の充実

4 2

自ら進んで考えた80％以上と回答した生徒の割合
が67%であった。キャリアパスポートや職場体験、進
路学習など行っているが、将来の生き方と関連付け
て考えることに課題がある。3年間を見通し、計画的
に実施していく必要がある。

社会に出てからも人の役に立てる人になっ
てほしい。社会が変化する中、将来のこと
を考えるのは難しいが、学校として情報提
供に力をいれている。職場体験はキャリア
育成には有効である。

A

外部人材を効果的に活
用し、学校全体で計画的
にキャリア教育を実施す
る。

A

避難訓練の際に無言行動
を徹底する。安全指導の指
導計画・指導内容を見直
し、継続的に指導を実施す
る。

B
保健委員を中心とした健
康管理への啓発活動を
より一層活性化させる。

清掃チェックシートを用
いた生徒自身による清掃
活動の振り返りを行い、
教員による確認、指導を
充実させる。

主体的に行動でき
る生徒の育成

行事・委員会・係活動に
おいて、主体的に考え
行動できるような指導・
支援の推進

4 4

取り組めたと回答した生徒の割合は88.7％であっ
た。自分の仕事に対し、責任をもち主体的に取り組
むことはできている。学校をよりよくするために何がで
きるかを考え、提案し、主体的に行動できるよう指
導、支援を推進していく。

行事・諸活動は概ねよくできている。合唱コ
ンクールなどにも、それぞれ新しい取り組
みを考えていて、画期的である。いろいろ
な活動に積極的になれない生徒への支援
の充実が必要である。

A
生徒が主体的に考え行
動できるような指導・支援
を推進していく。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 チャイム終了までに授業開始した９５％以上 4 ２分前着席が、学期を通して守ることができた８０％以上

3 チャイム終了までに授業開始した９０％以上 3 ２分前着席が、学期を通して守ることができた７０％以上

2 チャイム終了までに授業開始した８０％以上 2 ２分前着席が、学期を通して守ることができた６５％以上

1 チャイム終了までに授業開始した８０％未満 1 ２分前着席が、学期を通して守ることができた６５％未満

4 授業の目標・流れを示し振り返りを行った９０％以上 4 授業の目標、１時間の流れを伝えてくれている８０％以上

3 授業の目標・流れを示し振り返りを行った８５％以上 3 授業の目標、１時間の流れを伝えてくれている７５％以上

2 授業の目標・流れを示し振り返りを行った８０％以上 2 授業の目標、１時間の流れを伝えてくれている７０％以上

1 授業の目標・流れを示し振り返りを行った８０％未満 1 授業の目標、１時間の流れを伝えてくれている７０％以上未満

4 生徒が分かった、できたという達成感満足感がもてるよう授業を工夫した８０％以上 4 分かった、できたという達成感、満足感がある８０％以上

3 生徒が分かった、できたという達成感満足感がもてるよう授業を工夫した７５％以上 3 分かった、できたという達成感、満足感がある７０％以上

2 生徒が分かった、できたという達成感満足感がもてるよう授業を工夫した７０％以上 2 分かった、できたという達成感、満足感がある６０％以上

1 生徒が分かった、できたという達成感満足感がもてるよう授業を工夫した７０％未満 1 分かった、できたという達成感、満足感がある６０％未満

4 積極的に生徒の良さを見付け、褒める指導を実践した９０％以上 4 生徒の考え・活動・頑張りを認めてくれる７５％以上

3 積極的に生徒の良さを見付け、褒める指導を実践した８０％以上 3 生徒の考え・活動・頑張りを認めてくれる７０％以上

2 積極的に生徒の良さを見付け、褒める指導を実践した７０％以上 2 生徒の考え・活動・頑張りを認めてくれる６５％以上

1 積極的に生徒の良さを見付け、褒める指導を実践した７０％未満 1 生徒の考え・活動・頑張りを認めてくれる６５％未満

4 勇気づけ言葉を意識した指導を行った９０％以上 4 挨拶を自ら進んで毎日行った90％以上

3 勇気づけ言葉を意識した指導を行った８０％以上 3 挨拶を自ら進んで毎日行った80％以上

2 勇気づけ言葉を意識した指導を行った７０％以上 2 挨拶を自ら進んで毎日行った70％以上

1 勇気づけ言葉を意識した指導を行った７０％未満 1 挨拶を自ら進んで毎日行った70％未満

4 生徒の主体性を育む活動をした９０％以上 4 行事、学級活動を通して思いやりのある行動がとれた６０％以上

3 生徒の主体性を育む活動をした８５％以上 3 行事、学級活動を通して思いやりのある行動がとれた５５％以上

2 生徒の主体性を育む活動をした８０％以上 2 行事、学級活動を通して思いやりのある行動がとれた５０％以上

1 生徒の主体性を育む活動をした８０％未満 1 行事、学級活動を通して思いやりのある行動がとれた５０％未満

4 生徒が主体的に健康管理できるよう日々取り組んだ１００％ 4 自ら進んで日々の健康管理に努めた６５％以上

3 生徒が主体的に健康管理できるよう日々取り組んだ９５％以上 3 自ら進んで日々の健康管理に努めた６０％以上

2 生徒が主体的に健康管理できるよう日々取り組んだ９０％以上 2 自ら進んで日々の健康管理に努めた５５％以上

1 生徒が主体的に健康管理できるよう日々取り組んだ９０％未満 1 自ら進んで日々の健康管理に努めた５５％未満

4 防災意識を高める指導を積極的に行った９５％以上 4 避難訓練の始めから終わりまで真剣に行えた９５％以上

3 防災意識を高める指導を積極的に行った９０％以上 3 避難訓練の始めから終わりまで真剣に行えた８５％以上

2 防災意識を高める指導を積極的に行った８５％以上 2 避難訓練の始めから終わりまで真剣に行えた７５％以上

1 防災意識を高める指導を積極的に行った８５％未満 1 避難訓練の始めから終わりまで真剣に行えた７５％未満

4 生徒の顔色や表情の変化をを見逃さず、声を掛けた９０％以上 4 朝食を毎日食べている７５％以上
3 生徒の顔色や表情の変化をを見逃さず、声を掛けた８０％以上 3 朝食を毎日食べている６５％以上
2 生徒の顔色や表情の変化をを見逃さず、声を掛けた７０％以上 2 朝食を毎日食べている６０％以上
1 生徒の顔色や表情の変化をを見逃さず、声を掛けた７０％未満 1 朝食を毎日食べている６０％未満
4 生徒主導で動ける体制づくりを指導できた９０％以上 4 行事・委員会係活動等に自ら進んで積極的に参加できた８０％以上

3 生徒主導で動ける体制づくりを指導できた８０％以上 3 行事・委員会係活動等に自ら進んで積極的に参加できた７５％以上

2 生徒主導で動ける体制づくりを指導できた７０％以上 2 行事・委員会係活動等に自ら進んで積極的に参加できた７０％以上

1 生徒主導で動ける体制づくりを指導できた７０％未満 1 行事・委員会係活動等に自ら進んで積極的に参加できた７０％未満

4 家庭学習への指導を毎週行った９０％以上 4 家庭学習の時間が平均２～３時間が30％以上

3 家庭学習への指導を毎週行った８０％以上 3 家庭学習の時間が平均２～３時間が20％以上

2 家庭学習への指導を毎週行った７０％以上 2 家庭学習の時間が平均２～３時間が10％以上

1 家庭学習への指導を毎週行った７０％未満 1 家庭学習の時間が平均２～３時間が10％未満

4 生徒が主体的に取り組めるよう指導した９５％以上 4 将来の生き方について自ら進んで考えた８０％以上

3 生徒が主体的に取り組めるよう指導した９０％以上 3 将来の生き方について自ら進んで考えた７５％以上

2 生徒が主体的に取り組めるよう指導した８５％以上 2 将来の生き方について自ら進んで考えた７０％以上

1 生徒が主体的に取り組めるよう指導した８５％未満 1 将来の生き方について自ら進んで考えた７０％未満

引き続き、生徒主体の
活動ができるように充実
と活性化を図っていく。

学習eポータルを活用
し、家庭学習の状況を
把握し、具体的な取組
を進める。

キャリア教育全般を通し
て、自ら考え、判断して
いく場面を増やしてい
く。

学校教育目標
進んで勉強しよう
思いやりのある人になろう
進んで心身をきたえよう

全教員が足並みを揃え
た指導を行えるように
チームとして取り組んで
いく。

生徒の実態把握・アン
ケートの分析に努め、指
導方法の改善を図る。

授業力向上アドバイ
ザー事業の取組を通じ
て、改善を図っていく。

取組を継続し、自尊感
情・自己有用感の醸成
に努めていく。

挨拶運動を継続し、温
かな人間関係の構築に
努めていく。

生徒主体の活動と人間
関係の構築を図る取組
を継続する。

生徒主体で健康管理・
感染症予防ができるよう
に委員会活動を充実さ
せる。

更に防災意識を高め、
命を守る指導を徹底し
ていく。

引き続き、学校全体で
感染症予防に取り組ん
でいく。

良い

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

A

寝ている生徒、意欲の
ない生徒への声掛けや
支援を増やし他方が良
い。

良い

ある程度自分から挨拶
する生徒を見るが、一部
できていない生徒もい
る。

良い

良い

必要なことなので、今後
もぜひ進めてほしい。

家庭とも連携して進めて
ほしい。

良い。特に道徳授業が
良かった。

少し取り組みが進んで
いないと感じる。中間報
告での方向性を進めて
ほしい。

些細なことでも頑張ったこと
を具体的に褒めることを実
践していたが、生徒にその
実感がない現状もあった。

生徒間でも認め合う雰囲気
ができてきた。自ら進んで
挨拶することが課題であ
る。

思いやりのあるリーダーが
育つ一方、人間関係が構
築できない生徒も増えてい
るのが、課題である。

委員からの呼びかけ等、感
染予防の取組は継続して
いたが、コロナ禍に比べる
と徹底はしていなかった。

様々な場面を想定して
行った結果、教員も生
徒も自ら判断して動く意
識が高まった。

生徒の姿勢や表情を観
察し、気になることがあ
れば、声を掛けることを
徹底していた。

リーダー育成の視点をも
ち、生徒主体となる取組と
なるよう、運営できた。生徒
の達成感も高かった。

教科担当の意識が低
く、考査前以外に呼び
かけや指導は殆どな
かった。

生徒が自己の進路学習
に前向きに取り組んで
いたが、若干、主体性に
欠けた指導であった。

4

3

4

4

4

4

4

2

4

4

4

3

1

4

4

4

1

1

学校生活全般におけ
る褒める指導の実践

勇気づけ言葉の実践

学級活動・行事・生徒
会活動・部活動等に
おける円滑な人間関
係の構築

主体的な健康管理を
推進する生徒会活動
の活性化

毎月の避難訓練にお
ける意識の向上と命を
守る指導の徹底

朝学活時の生徒の健
康観察の実践

自主自律を促す生徒
による行事の運営の推
進

家庭学習の定着を図
る取組

キャリアパスポート、職
業調べ、職場体験、上
級学校調べ等キャリア
教育の充実

豊
か
な
心

健
や
か
な
体

輝
く
未
来

基礎・基本の定着

豊かな情操の育成

心と体の健康維持

自主自律

授業規律の確立

他者理解を心掛け人
間関係における課題
を見つけ解決していく
生徒の育成

自ら健康管理のできる
生徒の育成

防災意識の高い生徒
の育成

自らの体調を自己管
理できる生徒の育成

自ら課題を見つけ解
決していく生徒の育成

学校と家庭が連携した
生活習慣の確立

将来の生き方を考えら
れる生徒の育成

自尊感情・自己有用
感ののもてる生徒の育
成

わかる授業、達成感・
満足感のある授業

令和５年度 昭島市立多摩辺中学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

１　安心して楽しく活動できる学校　　　　２　生きる力を育む学校　            　３　家庭・地域との繋がりを大切にする学校

1　深く考え、主体的に学習する生徒　　２　思いやりのある生徒　　　　 　      ３　共に心身を鍛える生徒

１　生徒と正面から向き合える教師 　　　２　豊かな人間性を世萎えた教師　　３　学び続ける教師

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

教室で始業のチャイム
を聞く実践

生徒が見通しをもち、
授業で学んだことが分
かる指導の実践

教育のユニバーサル
デザインを探求した授
業の実践

ビジョン

4

4

4

4

4

4

全校的に時間を意識して
生活できているが、特に朝
の登校時は、学年によって
取組の徹底に差があった。

授業構成や指導方法を
工夫する教員が増えて
いるが、学力の定着は
課題となっている。

肯定的回答は９割を超
えているが、「はい」のみ
の回答は６割で、教員に
よって差が大きい。

習慣として５分前行動の
育成をした方が良い

良い
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